
    
      
        
      
    

  
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「付き合ってください」

　俺が告げると、彼女は少し戸惑ったような仕草を見せた。




　──ああ、ダメだな。




　これは振られる。大した経験があるわけではないが、俺は何となく直感した。

　彼女の長い睫まつ毛げが遠慮がちに揺れて、俺は次に紡がれるはずの言葉をただ待っている。

　短いようで長い、永遠にも感じられる一瞬。

　人生において告白する機会なんて、よほど心変わりの早い人じゃない限り数回程度のものだろう。

　経験を積んでいくと慣れてきてスマートに言えるのかもしれないが、生あい憎にく俺はそんな機会を望んでいない。

　今この瞬間、目の前にいる女に色良い返事を貰もらうことができるなら。

「……一つ、確認してもいいかな？」

　彼女は静かに口を開く。

「なんだ？」

「私は悠ゆう太たくんと付き合ったら、幸せになれるの？」

「それは──」

　──どうだろう。

　確かに俺は告白した。

　だが彼女を幸せにするという心持ちで告白したかと問われると、否だ。

「なんで私と付き合いたいと思ったの？」

「……俺が幸せになりたいから」

　口をついて出たのは、馬鹿正直な答えだった。

　もっとマシな答え方が他にもあったはずで、俺なら取り繕うこともできたはずだ。

　だが結果としてそうすることができなかったのは、きっと彼女の瞳に全てを見透かされている錯覚に陥っていたからだろう。

　彼女はそんな俺の答えを聞き届けると、小さく笑った。

「あはは、そっか」

　彼女から溢あふれた笑みは、それまでの付き合いで見たことのない類のものだった。

「うん、いいよ。私が幸せにしてあげる」

　彼女──相あい坂さか礼れい奈なは、そう言った。

　それが俺と礼奈の馴なれ初そめ。

　今から一年半前の話だ。
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　彩あや華かとの温泉旅行から二週間が経たった日、俺は自宅のカーペットに寝転びながら、何度も欠伸あくびを噛かみ殺していた。

　昼食後の、最も眠気が襲ってくる時間帯。

　いつもならば眠気を感じた瞬間ベッドに飛び込むのだが、今はそれができない理由がある。原因は明白だ。

「なあ」

「はい？」

　呼びかけると、小悪魔がベッドから上体を起こす。

　そう、俺のベッドはすっかり志し乃の原はらに占拠されていた。

　いつものことだと慣れてきている自分が少し怖い。

「今眠いんだけど」

　俺の言葉を聞くと、志乃原は小さく欠伸をして、また横になった。

「おーい……」

　無理やり動かしてもいいのだが、今日の志乃原はいつもより軽装で、肌の見える部分が多い。

　俺が触れることに躊ちゆう躇ちよしているのも、恐らくこの後輩にはバレている。

　志乃原のファッションはいつも季節を感じさせてくれて、それは大変良いことなのだが、今はただの障壁としか思えない。

「どけアホ」

「む。先輩お口が悪いです」

「誰のせいだと思ってんだよ」

　ベッドの真横まで近寄って、志乃原の頭が乗った枕を引っこ抜く。頭がカクンと一段下がって、志乃原は情けない声を漏らした。

「ぶぇぇ」

「ほら、交代な。今度は俺が寛くつろぐ番、ベッドから降りろ」

「やー」

　俺が毛布を引き剥はがそうとすると、志乃原は掴つかんで放さない。
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　無言の攻防が数秒間続いた後、志乃原は急に上目遣いをしながら言った。

「い、一緒に寝ますか……？」

「うるせえ放せ!!」

「嫌ですもうちょっとぉぉぉ」

　勝利の女神は家主に微笑ほほえみ、志乃原は毛布と一緒にベッドからズルズルと引きずられて、遂ついに安寧の地が解放された。

　俺は迷わずベッドに飛び込むと、うつ伏せで寝転がる。

「先輩のいけずー」

「何とでも言え……あと毛布返して」

　腕を差し出すと、温かい感触が伝わってきた。

　志乃原から渡された毛布で顔を包み、ようやくひと時の静寂を手に入れる。

　毛布越しに、志乃原の不満げな声が辛うじて聞こえてきた。

「先輩、私今日春服なんですけど。ご感想は？」

「ベッドから追い出し難にくかったから明日から冬服でお願いします」

「そういう感想は求めてないですよ！」

「へぇへぇ」

「なんですかその適当な返事！」

　白い肌を意識してドキッとしまったことは確かだが、そこまで口にする気にはなれない。

　思い返せば志乃原と知り合ったのはクリスマスシーズンのことで、春服を見る機会は今日が初めてなのだし不可抗力だ。

　そういう俺はというと、未いまだにどっちつかずの服装しかしていない。

「俺も衣替えすっかなー」

「じゃあ買い物に行きましょう！」

　溌はつ剌らつとした声色に負けて横に視線を送ると、志乃原の表情は輝いていた。

　この二週間幾度となく志乃原は自宅へ訪問してきたが、まだ二人で一度も外へ出ていないのが起因しているのだろう。

「それはそれで面倒だな」

「えー！　もー！　家出たいー！」

　志乃原はカーペットで手足をばたつかせて抗議する。

「檻おりに閉じ込められた動物かよ」

「ひっど!?　だってもー、先輩ぜんっぜん外に出ないじゃないですか！　出たとしてもコンビニ！　よくそれで生きていけますね！」

「予定が無かったらこんなもんだって」

　春休みが始まった当初は、何か予定を立てなければ、学生らしいことをしなければと焦りの気持ちもあった。だがこうして誰からも咎とがめられることなく家に何日も引き籠もっていられるのも学生の特権だ。

　加えて、来年の春休みには就活が始まっている。

　毎日就活に勤いそしむわけではないだろうが、それでも情報交換をする飲み会だったりと家で過ごす時間は確実に減る。

　今がダラダラ過ごせる最後の春休みだと考えると、こうした時間もありかなと思ったのだ。

「けどまあ、確かに二週間は長すぎたな」

　俺はそう言って、腰を上げる。

　鍵を指でクルクルと回すと、志乃原がそれに呼応するように、薄めのコートを片手に玄関へと向かう。

「買い物、買い物！」

「犬かよ……」

「わんわん！」

「待て」

　尻尾があったらブンブンと振っていそうな志乃原に待てをして、カバンを肩に掛ける。

　外へ出ると、新春を感じさせる暖かな陽ひ射ざしが、俺たちを迎えてくれた。




　　　　◇◆




「いやー先輩、外ですね」

「外だなあ」

　ショッピングモールの屋上で、買い物袋をぶら下げながら、片手にはタピオカ。

　屋上はオープンテラスのカフェとなっているのだが、期間限定メニューでタピオカも用意されていた。

　そのおかげか、屋上は若者が殆ほとんどを占めている。

「幸せだー」

「家の中が不幸みたいに言うなよ、天国だろあそこも」

　俺たちは手頃なベンチを見つけると、腰を下ろす。

　正面のガラス張りの柵越しに、屋上からの景色が展望できた。

　八階程度の屋上でも、意外と綺き麗れいな景色を楽しめる。

「何言ってんですか、私が天国にしてるんですよ」

「私がいる場所が天国ですとか、そういうオチか」

「違います。私が家事をやってるから、先輩の家が居心地の良いものに保たれているということです」

「いつも本当にありがとうございます！」

「むふふ、タピオカご馳ち走そうしてくれたのでオールオッケーですよ」

　志乃原は指で丸を作り、頬ほおに当てる。

　その仕草にウインクも付いて、そこらへんの男ならこれだけでコロッと落ちてしまうだろう。

　彩華に鍛えられていなければ、俺も今頃屍しかばねになっていたかもしれない。

「ベビタッピっ」

　志乃原はそんな掛け声とともに、タピオカ容器に太めのストローを挿し込む。

「なんだそれ」

「こうやって言いながらストローを挿すのが流行はやりらしいです。よく分かんないですけど、何ど処こかのタピオカ店から拡散されたらしいですよ」

　確かにＳＮＳでもそんなハッシュタグを見かけた気がする。

　狙っていたのかは不明だが、流行りとなるくらいだから相当上手うまい営業といってもいい。

　そんなことを考えながら、俺はいつもより太いタピオカ用のストローを無言で容器に挿し、ズルズルと啜すする。

　ストローの中からタピオカがビュンビュンと口内に入ってきて、飲むというより食べるという感覚だ。

「タピオカってさ、タピオカよりこの液体の方が美味おいしいよな」

「えー、タピオカ自体もそこそこいけますって。もー先輩ったら、食わず嫌いは良くない！」

「今食べてるから言ってるんですけどね？」

　横を見ると、志乃原の容器に入っているタピオカと俺のそれでは種類が違う。

　俺の視線に気付いたのか、志乃原は口に運びかけていたタピオカを差し出してきた。

「どうです？」

「いや、いい」

「えっ今絶対交換する流れだったじゃないですか」

　種類が違うと交換する流れになるのが、一般的なのは理解できる。

　だがしかし、俺は自分のものを最後まで一人で飲み切りたい派なのである。

「視界に入っただけだって」

「じゃあ私は先輩の飲みますから、先輩のやつ貸してください」

「駄目」

「なんで!?」

　志乃原は立ち上がって地団駄を踏み、不満を表す。

「いいじゃないですかー！　飲みたい飲みたい！」

　頬を膨らませる志乃原は、次第にただ頼むだけでは交換できないことを悟ったのか、ベンチに座り直して息を吐いた。

「先輩」

「うん」

　志乃原はタピオカを頬に当てて舌をペロッと出した。

「春休みが終わったら毎日家に押しかけますよ？」

「分かったよ交換すればいいんだろ」

「これが有効打になるなんて屈辱です……」

　肩を落とす志乃原と、仕方なくタピオカを交換する。

　講義やサークル、ゼミ活動も始まるというのに、毎日押しかけられては一人の時間が無くなってしまう。

　志乃原と一緒にいる時間は楽しいものではあるのだが、それとこれとは話が別なのだ。

「んっ美味し！」

　志乃原は目を輝かせてタピオカを眺めた。

　俺のタピオカは、志乃原のそれより少し色が濃い。

　俺も志乃原のストローに口を付けると、先程よりも甘美な風味が口内に広がっていく。

「おおっ、美味うまいなこれ！」

　自分のタピオカより甘味が強いのだが、明らかにこちらの方が好みに合う。

「このまま交換します？」

「え、まじで。いいのか、俺のやつの方が量減ってるだろ」

　先程まであれだけ渋っていたのに恥じらいもなく訊きくと、志乃原は気にした様子もなく、軽く笑いながら答えた。

「いいですよそんなの。そっちの方が先輩の好みに合ってると思ったんです」

「そこまでお見通しかよ……」

「誰がいつも先輩にカフェオレ作ってると思ってるんですか」

　志乃原は少し胸を張りながら言った後、付け加えた。

「だから、先輩がここ数日何か考え込んでることは知ってますよ」

「え？」

「旅行から帰ってきて少し経たってからですよね。どうですか図星ですか」

「そんなこと──」

「ほんとに？」

　ズイッとこちらを見上げてくる志乃原に、俺は思わず顔を背ける。

　──図星だ。

　俺の頭の中は、先日届いた礼れい奈なからのメッセージに支配されている。

『来週、二人で会いたい』

　このメッセージにどんな内容で返信するかを考えているうちに。先延ばししているうちに、いつの間にか二週間も経ってしまっていた。

　約束の週が過ぎても礼奈から再度メッセージが送られてくることもなかったため、トーク画面は更新されていない。あの日以降止まったままだ。

　俺は礼奈に何と返信をすればいいのか、未だに迷っている。

　礼奈の誘いに応じたとして、その先に何が待っているのかが分からないからだ。もう一度元カノに会うという労力に結果が見合うのかどうか、俺は計りかねている。

　だが、もう二週間だ。考えることすら逃避してしまいそうな状態なのだから、これ以上時間を費やしても判断の質は変わらないだろう。

　そうだとすれば、他の人から意見を求めるのがこの状況を脱する唯一の手段。

　できれば、俺と礼奈の関係を知らない人がいい。そして、信頼できる人。

　ふと、以前受けた言葉が脳裏を過よぎった。

　──やっぱり私って信頼できませんか？

　志乃原からそう訊かれたのは、礼奈から電話が掛かってきた日のことだった。

　その時俺は、信頼していることと、話すことは別問題だと答えた。

　あれから二ヶ月が経つ。

　俺にとって、志乃原という存在はすっかり日常へと溶け込んでいる。

「ねえ、先輩」

　志乃原が俺の袖をクイッと引っ張った。

　僅かに身体からだが傾く。

　傾いたコップから溢あふれる水のように、気付いた時には俺は言葉を発していた。

「元カノからラインきてさ。二人で会いたいって」

　志乃原は目をパチクリとさせる。

　俺も自分で驚いた。

　以前はあれほど礼奈について語ることを躊ちゆう躇ちよしていたのに、今度はあっさりと話したのだ。

「元カノ。そっか先輩、元カノいたんですよね」

　志乃原は頷うなずきながら言う。

　心なしか志乃原の口元が緩んでいるように見える。

「そりゃまあ、いるだろ」

　もうすぐ大学三年生で、既に二十歳を越えている。

　周りの友達を見ていると、彼女ができたことのない人はあまりいないように思える。

「どの元カノから連絡きたんですか？」

「何人もいるみたいな言い方すんな！」

「なるほど、最新版の元カノから連絡が来たと」

「それは間違ってないけど語弊がある……」

　まあ、下手に真剣な雰囲気になるよりは話しやすい。

　お互い片手にタピオカを持っているのだし、軽い心持ちで話す方が良い気もする。

「先輩なんで別れたんでしたっけ」

　志乃原は軽い口振りで訊いてくる。

　何となく、口振りとは裏腹に、次に出てくるであろう俺の答えに神経を集中させているように思えた。

「浮気された」

　俺が答えると、志乃原の持つタピオカがピクリと揺れた。

「おう……」

　志乃原の反応に、俺は首を横に振る。

「気を遣ったりするなよ」

「それは大丈夫ですよ。全然遣いませんから」

「ちょっとは遣え！」

「どっちですか!?」

　決して気遣ってほしいわけではないが、こうもハッキリ否定されると釈然としないだけだ。

　俺が鼻を鳴らすと、志乃原は苦笑いした。

「だって、私も浮気されましたもん。先輩を哀れむ立場じゃないです」

「ああ、そういえば元もと坂さかに告白されて舌の根も乾かないうちに浮気されたんだったな」

「先輩こそもう少しオブラートに包んでくださいよ！」

「ごめん、つい事実をなぞったまま発言してしまった」

「ぐっっ……」

　志乃原は言葉に窮したように、俺を見上げる。

　俺は気を取り直して咳せき払ばらいをし、続けて言った。

「そういうことだからまあ、元カノと会うか迷ってる」

「え、迷う余地あるんですね。意外です」

「そうか？　なんで」

　志乃原はタピオカをズルズルと啜る。口に合ったタピオカが志乃原の機嫌を直したようで、次に顔を上げた時には笑みを浮かべていた。

「先輩ってそういう誘い、ドライに断りそうですもん。終わった関係に時間を費やすのは勿もつ体たいないぜ！　みたいな感じで」

「そんなこと……ないぜ？」

「あはは、分かりやすい。よっぽど好きだったんですね、その人のこと」

　志乃原の言葉で、付き合った一年間が心中を掠かすめる。

　確かに在ったあの時間は、当時の俺にとって何物にも代えがたい幸福なものだった。

「でも、浮気で別れたら全部無駄な時間だったってことだ」

「そうそう、先輩ならそういうこと言いそうだなって！」

　志乃原はあっけらかんと笑って、ベンチから立ち上がる。

「でも会いたい気持ちは残ってるんですよね？　そこが意外だなって話です」

「それは……」

　恋人と別れる理由は千差万別──ではなく、大抵が同じだと俺は思う。

　お互いのことを想おもって。

　価値観の違い。

　もっともらしい常じよう套とう句くこそ数あれど、根幹にあるのはどちらかの恋の熱が冷めたというものが殆ほとんどだろう。

　だが別れに当人たちの意思が介入しているだけで、それまでの恋仲には意義があったと言える。

　自らの選択から導き出された結果は、今後迫られる選択の際に経験という糧へと生まれ変わり、自分を納得させる結論を出す助けになるからだ。




　──だから俺は、羨ましい。




　浮気で終わる恋仲には、選択というものが存在しない。

　無論どちらか一方から別れを告げるという行為はあるものの、そこに意思は半端介入していない。

　外部的な要因から狂った歯車に逆らうことができず、プログラムされた機械のように別れという決まった選択を導き出す。

　中には一度冷静になり、様々な忖そん度たくを経て選択する人もいるだろう。

　だが俺のように一度も冷静になれないまま、別れを切り出す人もいる。

　浮気をされたから別れるという理由ほど、虚むなしいものはない。

　残るものはあの時間はなんだったのかという悔しさだけだ。

　ＳＮＳなどで図らずも顔写真を見掛ける時もあるが、脳裏に浮かぶのは浮気をされたという思い出だけ。

　だから、もしも。

「アレが、もしも浮気じゃないならって考えちゃうんだよ」

「……その心は？」

「無駄にしたくないんだろうな。あの時間を」

　他の男と手を繋つないでいたという光景が、もし浮気に繋がらないのなら。

「ふーん。ほんとに好きだったんですね」

　志乃原は改めて呟つぶやいた。春先の風が前髪を靡なびかせて、その表情を覆い隠す。

「……じゃないと付き合わねえよ」

　だからこそ、堪え難かった。

　他の男と手を繋いでいるというあの光景から、更に深く踏み込みたくなかった。事実を明らかにすることで、ますます傷付くのが怖かった。

　人を好きになるということは尊いことかもしれないが、同時に自分を臆病にもさせる。

　思えばあの時、俺は逃げてしまっていたのだ。

「要するに、別れた事実は変わりないにしても、しっかり向き合って心に踏ん切りだけは付けておきたいってことですね」

「まあ、そんな感じだ。……すげえなお前」

「私だって最近はずっと先輩といるんですよ？」

　志乃原は少しむくれる。

　そしてその後、屋上から街の景色を見下ろしながら続けた。

「だから、その。話してくれて嬉うれしいです」

「……何を」

「い、いじわるだ！　分かってるくせに！」

　志乃原はいつもみたいにブンブンと手を振ろうとして、自分がタピオカを持っていることを思い出したかのように直前で静止した。

　残り少ないタピオカを、志乃原はズルズルと啜ってから言う。

「信頼していることと、踏み込んだ話をするしないは別問題。以前先輩から言われたことには、概おおむね納得できていました」

　飲み会の夜の話をしていると、すぐに察することができた。

　俺も先程、ちょうど考えていたことだったから。

「でもやっぱり、あれですね。こうして信頼されてることを直じかに感じられると、嬉しいです」

　志乃原はそう言って、ふにゃりと頬ほおを緩めた。

　珍しい表情に、俺は言葉を詰まらせる。柔らかな笑顔は、どこか記憶の隅をつつく。

　それが何の記憶なのか考えていると、志乃原はそっぽを向いた。

「……ってことが言いたかったんですけど、なんか恥ずかしいんでこのことは先輩には言わないでおきます」

「いや今がっつり聞いちゃったけど」

　些いささか無理のある言葉に、思わずツッコむ。

　そんな俺に、志乃原は膨れっ面をしてみせた。

「照れ隠しの冗談ですもん！」

「分かってるからそこも隠せ！　なんで全部口に出しちゃうんだよ！」

　自分の胸中を相手に晒さらすことは、どんなことでもある程度の勇気を要する。

　だからこそ俺もこの後輩と同じく、信頼されているということに確かな喜びを感じている。

　俺も志乃原のように自分の胸中に向き合い、言葉にすることができていれば、あんな形で別れることはなかったのだろうか。少しは、結果も変わっていたのだろうか。

　もしも、浮気をされていないのなら。




　──本当なら、それに越したことはない。




　あの時間を、一年という、貴重な時間を。

　意義のあったものだと思い直すことができる可能性があるのなら、礼奈からの誘いにも応じよう。

　俺は静かに決意を固めていると、志乃原は思い出したかのように言った。

「でも先輩、元カノさんと会う前にするべきことがあるんじゃないですか？」

「え？」

　何のことか分からず首を傾かしげると、志乃原がグイッと近付いた。

「先輩のお腹なか、そろそろ危ないハズですよ」

　志乃原はそう言って俺の腹を摘つまみ、口角を上げる。

「やっぱり。運動はしっかりしましょうね！　健康第一です」

「げぇ」

　温泉旅行以来、運動しなかっただけで筋肉は大分落ちてしまっている。

　いつの間にか健康面も志乃原に管理されていることに慄おののきながら、俺はひとまずバスケサークルへと足を運ぶことにした。




　　　　◇◆




　バスケサークル『start』の活動場所である体育館の中は、いつもより人が少なかった。

　春休みで活発になるサークルもあれば、閑散とするサークルもある。

　残念ながら『start』は後者らしい。

「お、きたな」

　イケメンボーイの藤とう堂どうだ。俺に気が付くと、爽やかな笑みをたたえながら駆け寄ってくる。

　アップはあらかた完了したらしく、既に額には汗が浮かんでいた。

「あれ、あの子は？」

　藤堂はわざとらしく入り口の方に視線を投げて訊いてきた。

　十中八九、志乃原のことだろう。

「今着替えてる」

「さすが、何でもご存ぞん知じのようで」

「そんなんじゃねえっつの」

　志乃原は俺に付いてくるや「マネージャーしまーす」と言って、更衣室へと入っていった。

　何度か連れて来ていたこともあり、もうすっかり慣れたご様子だった。

「今日人少ねえなあ」

　俺が周りを見渡しながら言うと、藤堂はボールをゴールへ放ってから口を開いた。

「もう春休みも終わるし、旅行に行く人が多いんだろうな」

「俺みたいに家でぐーたらしてる説もあるけどな」

「微妙なところだな。まあ今は皆みんな仲良いんだし、それが一番よ」

　藤堂の言葉に、俺は「そうだな」と返す。

　今日はボールが指によく掛かる。調子が良いのかもしれないと思いシュートを撃ってみると、スパンと心地良い音とともにネットへ吸い込まれた。

「おお、ナイシュ。……てか、ライン返ってこないと思ったらあれか。お前また冬眠してたのか」

　藤堂は小さく笑いながら訊いてくる。俺はその質問に、両手を合わせた。

「まじ悪い」

　俺は以前から長期休み中、ラインを急に返さなくなることがあった。

　返信を怠ることに特別な理由はない。ただ、面倒になる時があるだけだ。

　外界との関係を一定期間遮断したい気持ちが唐突に訪れて、心身を休暇を与えたくなる時がある。

　そんな俺の独りよがりの行動を藤堂は許容してくれていて、この距離感はとても居心地がいい。

「ははっ。最初はこいつ！　って思ってたけど、もー慣れたから気にすんな」

　藤堂の言葉に、俺は溜ため息いきを吐ついた。

「俺ＳＮＳ向いてねえんだよなあ」

「その割にはたまにストーリーも更新してるじゃん」

「そう、たまーに更新したくなるんだよ。何なんだろなこの現象」

　そして、一旦投稿すればラインに溜たまっていた通知を一斉に消化しなければいけない。

　ストーリー更新するなら返信しろよ！　という憤りを躱かわすための対策だ。

　まあ、恐らくあまり効果はないが。

「外の世界と遮断されすぎたアレルギー反応みたいなものかな。でも、彩華さんと旅行に行った時は何も投稿してなかったみたいだし、偉いぞ」

　藤堂の言葉に、リングから跳ね返ったボールを思わず取りこぼした。

　指に鈍い痛みが走ったが、それどころではない。

「えっ何で分かった？」

　彩華が俺と旅行に行ったことを投稿したのかと一瞬考えたが、恐らく違う。

　そして藤堂が肩を揺らして笑う姿を見て、俺は察した。

「くっそ、カマかけたなお前」

「誰にも言わないから安心しろよ。気付いてるの多分俺だけだし」

　藤堂はそう言って、荷物を置いている方へ歩いていく。

　俺もボールを端に投げて付いていくと、スマホの画面を見せられた。

　彩華の投稿だ。




『Ayaka　：　久しぶりに浴衣着たけど、テンション上がっちゃった。楽しかった～』




　写真には、折り畳まれた女性用の浴衣しか写っていない。

　温泉旅館のことも明かしているわけではないし、男の影も感じさせない当たり障りのない内容だ。

「ここ見ろよ」

「ん？」

　指差された場所を確認すると、浴衣の袖の部分に小さなキーホルダーが落ちているのが見える。

　俺の家の鍵に付いている雪ゆき豹ひようのキーホルダーだ。

　何らかの拍子に紛れ込んだのだろう。

「これ、お前のだろ」

「げっまじじゃん」

　確かに、これなら藤堂には察しが付くかもしれない。

　彩華のＳＮＳをフォローしていて、かつ俺の鍵に付いているキーホルダーを覚えている人間なんて藤堂くらいしかいない。

「良かったな、俺がゴシップ大好きな口軽男じゃなくて」

「確かに、不幸中の幸い。誰にも言ってないだろうな？」

「当たり前だろ。言ったら勿もつ体たいないからな」

「へ？　どういう意味だよ」

　俺がキョトンとすると、藤堂はアッシュグレーの髪をガシガシと掻かきながら口を開く。

「せっかく飯を奢おごってもらえる口実を見つけたんだ、有効活用したいだろ？」

　藤堂は悪戯いたずらっぽく笑って、バッシュをキュッと鳴らした。

「んじゃ、俺シューティング戻るわ」

「いい性格してるわ──って、いでで」

　指から鈍い痛みが駆け上がり、俺は思わず顔を顰しかめる。

　見下ろすと、指は若干腫れ上がっていた。

　恐らく先ほどボールを取りこぼした時だろう。

「……やば、俺のせい？」

「……飯チャラでいい？」

　俺の提案に、藤堂は渋々頷うなずく。

　突き指と引き換えに、俺の財布は守られたようだ。あまり望んでいない展開だったが。

「控え室行ってこいよ。救急セットがあるから」

「藤堂は来ないのかよ。どこにあるのか分かんないんだけど」

　ケガの原因は藤堂なのだからと付き添いを頼むと、「飯チャラにしたんだから、それもチャラだ」と断られる。

　彩華との旅行を触れ回られる面倒さと突き指を天てん秤びんにかけると、指の痛みが軽く感じられるのは確かなので、渋々一人で控え室へ向かう。

　異性との二人旅行というのは、恋仲でなければ世間体が悪い。

　俺たちの仲は今まで積み上げてきたものがあるからこそのものであって、何も知らない他人から見れば歪いびつに思えることくらい分かっている。

　つまらない外野からの野や次じに振り回されるのは、もうごめんだ。

「失礼しまーす」

　控え室に入ると、何人かの女子が振り向いた。

　誰でも入室できる部屋のはずだが、何な故ぜか男子は一人もいない。

　電車で女性専用車両に間違えて乗ってしまった時のような気まずさに襲われながら、いち早く退室するために救急セットの在あり拠かを探そうと視線を巡らせる。

　すると「あれっ先輩！」という声が上がり、そこから赤いジャージ姿となった志乃原がぴょこんと跳ねた。

　後ろでくくった髪をふりふりと揺らしながら駆け寄ってきて、俺を部屋の外へ誘導してくれる。

「待てなかったんですか？」

「え？　何を」

「え、私を」

　一瞬何を言っているのか本気で分からなかったが、ようやくいつものからかいだと理解する。

「待てなかったぁー」

「清すが々すがしいほどの棒読みですねありがとうございました！　で、ほんとはどうしたんですか」

　志乃原は首を傾かしげて訊いてきた。

「指ケガした」

「えっ早くないです？　まだ体育館に入って十分くらいしか経たってないと思うんですけど」

「ケガとは突然降りかかるものなのである」

「なんでドヤ顔してるんですか……じゃあ先輩、こっち」

　志乃原はそう言って俺の手を引く。

　勿もち論ろんケガをしていない方の手だが、あまりにも自然に手を繋がれたので驚いてしまう。

「行動がイケメンなんですけど」

「ドキドキしてくれてもいいんですよっ」

「突き指が痛い」

「つ、突き指に負けた……まあいいです。じゃ、ここに座っててください」

　自動販売機の前にあるベンチスペースに腰を下ろすと、志乃原はまた控え室の方へ駆けていく。

　そしてすぐに戻ってきた志乃原の腕には、救急セットが抱えられていた。

　控え室に行った目的が救急セットを取ることだったので、素直にありがたい。

「さんきゅ。よく救急セットのある場所分かったな」

　そう言って俺が救急セットの蓋を開けようとすると、志乃原に遮られた。

「何やってるんですか、先輩は大人しくしててください」

「へ？」

「テーピングくらいできますから」

　そう言って志乃原は救急セットからテープを取り出して、俺の前で膝をついた。

　そして指に優しく触れてきたかと思うと、器用にテープを巻いてくれる。

「体育館に入る前に治療することになるとは、さすがに予想外です」

「お、おう。悪いな」

　……そういえば、志乃原もバスケ部だったな。

　テーピングの手際の良さから、俺はそんなことを思い出す。

　志乃原からの好意は、こうした行動の端々から感じることができる。だが俺は、志乃原から向けられる好意がどういった種類のものなのかは未いまだに分からない。明らかにする必要もないと思っている。

　先輩として、友達として、異性として。好意というのにも様々あり、出会った当初は先輩として好かれていたのだろう。

　それが仮に変移しつつあるとしたら、今の俺と志乃原の関係性も変わったりするのだろうか。

「はいっ終わりっ」

　ペシリと手の甲を叩たたかれて、思考から引き戻される。

「ありがとな」

「いえいえ。今日、この後どうします？」

　志乃原は膝をついたまま、上目遣いで訊いてくる。

　いつもの俺なら、サークルが始まる前に突き指をしようものなら速攻で帰宅しているとこだが。

「せっかくテーピングしてくれたもんな」

　そう言って、俺は腰を上げた。

「はい、また先輩のプレー見せてください！」

「だからハードル上げんなって」

　嬉うれしそうに笑う志乃原に、俺もまた口角を上げて応える。

　バスケをする時間は好きだ。

　胸の内にいつの間にか溜まっている鬱憤を、吹き出す汗とともに放出している気がするから。

「いっちょスーパープレーでもしてみますかね」

「またテーピングのお世話になる事態にはならないようにしてくださいね」

「善処しまーす」

　志乃原の小さな笑い声を背中に受けながら、俺は体育館へ再度入った。

　辺りに漂うワックスの匂いが、俺を僅かに高揚させた。







[image: 第２話　もうすぐ春休みも終わる]










　長い長い春休みが、もうすぐ終わる。

　大学の春休みは、差異はあれど大体二ヶ月ほど設けられるのが一般的だ。

　四月から、俺は大学三年。

　次の春休みは、就職活動。

　その次は──社会人までの準備期間。

　何も考えずに遊べる春休みは、これで終わり。

『何も考えずにって、あんたねえ』

　電話口で、彩あや華かが呆あきれた声色で言った。

『ちょっとは考えておきなさいよ。いきなりスイッチ入れて物事に取り組むのも、結構キツいと思うわよ』

「周りが変われば俺も変われる気がするって言ったらどうする？」

『その根拠のない自信をへし折るために寺へブチ込むわ』

「どんな更生のさせ方だよ!?」

　とはいえ、彩華の言うことは至極真っ当な意見だ。

　二十歳を越えた時点で。いや、もっと以前に、本当は考えておかなければいけない。

　就職先や──将来、自分のやりたいことについて。

　そんなこと、頭の中では分かっている。

「ヒモになりたい」

　分かっている。分かっているはずなのだが、頭から出た答えはコレだった。ある意味真理をついているのではないだろうかと自分を褒めてやりたい。

　彩華が息を吐く様子が、電話越しに伝わってきた。

『ヒモねえ。まあいいんじゃないかしら』

「ほんとに思ってんのか？」

『思ってるわよ。あんたがヒモになれるとは思わないけど』

　彩華の言葉に、少し対抗心がくすぐられた。

　俺も本気でヒモになろうと思ったことはないが、この際なれない理由とやらを聞いてやろうじゃないか。

「その心は？」

『色々あるけど、言っていいの？』

「やめとくやっぱ言わないで」

『顔』

「言わないでって言ったじゃん!?」

　俺はベッドに倒れこみながら嘆く。そんな現実知りたくなかった。

　俺の反応に、彩華は『嘘うそよ、嘘』と笑う。

『冗談よ。前にも言ったけど、私あんたの顔結構好きよ。タイプってわけじゃないけど』

「ああ、そりゃどうも……」

　前というのは、去年のクリスマスシーズンでのことか。

　志し乃の原はらと知り合った当日に、言われたような気がしないでもない。

　本気で彩華がそう思っているかどうかは分からないが。

　電話をスピーカー対応にしてから、俺はカップ焼きそばを食べるために、ヤカンにお湯を入れる。

『これ、お湯を沸かす音？』

「正解ー。一人暮らしの悲しい食生活です」

『それ、続けてたらいつか身体からだ壊すわよ』

　彩華も電話の向こうでコンロを着火したのか、パチパチという音が聞こえてくる。

「そういや俺お前の手料理食べたこと殆ほとんどないなあ」

『いつだったか忘れたけど、お弁当分けてあげたことあったじゃない』

「だから殆どって言っただろ。家で作ってもらったことはないし」

『なによ、あんたがこの前いらないって言ったのに』

　……そういえば試験が終わった日の電話で、俺は彩華が家事をしに来てくれそうな雰囲気になっていたのに自ら断っていた。

　ただその理由も、彩華が志乃原と鉢合わせるのがまずいことだと思ったからだ。

　今日は志乃原が家に来る予定もない。

『まあ、今日は私予定あるけど』

「あんのかい！」

『期待させちゃったわね。ごめんごめん」

「別にしてねーっつの」

　俺が口を尖とがらせると、彩華はおかしそうに笑った。

　電話越しでも俺の表情が見えているかのようなタイミングだ。

　沸騰したお湯をカップに入れていると、彩華がまた質問してきた。

『あんたって、卒業まで残り単位どのくらい？』

「四十弱くらいだな」

　前期で上手くいけば、後期で楽をしていても卒業単位を満たすことができる。

　彩華のおかげで、割りと良いペースだ。

『私は、あと二十とかなのよね』

「へえ、じゃあ前期の内に終わるじゃん」

『そうね。まあ、卒業単位取り終わっても講義には行くけど』

　その言葉を聞いて、安心する自分がいた。

　同じ学年、同じ学部。

　基本的に一緒に講義を受けていたこともあり、彩華のいない大学生活は想像し辛づらい。

　大学生活といっても、高校のそれと違い、平日朝から夕方まで毎日ずっと通い続ける人は稀まれだ。

　彩華のように早めに卒業するための単位を取り終えれば、殆ど大学へ来なくなる学生も少なくない。

　自由な選択を与えられているのが大学の良さではあるのだが、友達と顔を合わす頻度が減るのは少なからず寂しい。

　それが彩華とのような関係性であるなら、尚なお更さらのこと。

『ねえ』

「ん」

『安心した？』

「…………まあ」

『あはは、分かりやすっ』

「うっせ」

　とはいえ、悔しいが彩華の言う通りだ。

　俺にとって、高校時代からずっと変わらない、大きな存在。

　そんな彩華との生活もあと二年。就活期間を除けば、二年を切っているといってもいい。

　就職したら、彩華とも恐らく離れることになる。

　同じ高校から同じ大学に進学するのは、珍しい話でもない。

　だが就職先を合わせるというのは現実的ではないし、彩華もそんなことをする性格ではない。

　俺と彩華ほどの関係性においても、いずれ終わりは来るのだ。

『以前も言った気がするけど』

「なにを」

『大人になっても、よろしくね』

　今の彩華がどんな表情をしているのか、俺には分かる気がした。

「そうだな。仕事の愚痴でも聞いてやるよ」

『あんたに聞かせる愚痴かー、ないなー』

「おいおい、俺はお前の愚痴を聞いてやるスペシャリストだぞ。赤べこみたいに頷うなずいときゃ勝手に満足するって知ってるからな」

『いつもそんな感じで聞いてたの!?』

　彩華が信じられないといったような声を出す。

　バイトなどで溜たまったストレスの発散である愚痴は、いつもそんな心持ちで聞いていた。その類の愚痴は彩華も話すだけでスッキリして、数分後にはケロッとしているのでバレることはなかったのだ。

　バイトの愚痴程度をいざ真剣に聞かれると話しにくいだろうという考えもあった。

　そう自分に言い聞かせて、本当に聞き流してしまっている時があるのは否定できないことではあるのだが。

『ほんとあんたって私の扱い雑よねー』

「お互いにな。楽だしいいじゃん」

『まーね』

　彩華は素直に肯定する。確か俺たちは、温泉旅行の時にも同じようなやり取りをした。

　お互いが気楽にいることのできる場所は、お互いにとって貴重なのだ。

『じゃ、私ご飯食べてくる』

「お、いてら。俺もカップ麺食べるわ」

　徐々に麺が伸びてきている頃おいだ。

　俺は蓋の上に置いているお箸を取り、電話を切ろうとスマホを持つ。

『あ、そうだ。一つ訊き忘れてた』

「ん？」

『春休み、どうだった？』

　長かった春休みが終わろうとしている中での、この質問。

　この春休みは、色んなことがあった。

　飲み会やパーティ、旅行の他にも色々だ。

　持て余した時間も沢山あり、後々「今あの無為に過ごした時間があれば」と後悔することもあるかもしれない。

　だが、これだけは言える。

「うん、すげー楽しかった」

『あはは、私も。また大学でね！』

　そんな言葉が紡がれて、彩華の電話が切れる。

「何の確認だったんだよ」

　呟く口元が緩んでいるのを自覚する。

　明日から再開する大学生活が、楽しみだ。
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　大学一年生の秋。

　俺は藤とう堂どうを含む『start』のサークル員たちと、女子大の学祭へ訪れていた。

　俺が通う大学の近くには、名の通った女子大がある。

　女子大で開かれる学祭は、共学のそれとは全く雰囲気が異なっている。

　出店のスタッフやサークルの出し物、その全てを女子大生が担うのだ。女子大特有の煌きらびやかな雰囲気と相まって、少なくとも男子学生がいつでも味わえるような空間ではない。

　加えて男子学生の間で、その学祭は出会いの場としても有名だった。

　どこを見渡してもレベルの高い女子大生が、様々な服装で接客をする。恋人のいない男子学生からすれば、まさに花園に見えることだろう。

　そんな学祭に誘ってきたのは、彼女ができたばかりの藤堂だった。なんでも、その彼女はこの女子大にいるらしい。

　学祭に行ってまで恋人を作る気もない俺は、当初から藤堂の誘いには消極的だったのだが、話を聞いていた他のサークル員たちに無理やり押される形で行くことになったのだ。

　ただ、心底嫌ならば拒否することもできた。

　渋々学祭へ参加することにしたのは、藤堂の彼女がその女子大にいるというのが理由の大部分を占めていた。

　友達の彼女がどんな人なのか興味を抱くのは万人共通のことだろう。

「彼女が学祭に来いってうるさくてさ。一人じゃ心細いって」

　藤堂が笑みを溢こぼしながら言った。申し訳なさそうな表情を作っているが、声色からは幸せな気持ちが伝わってきた。

　惚のろ気けられるのは真っ平だと思いながら、俺も口を開く。

「にしてもこんな大人数で行ったら動きにくいけどな。会えるか分かんねえぞ」

　視線を巡らせると、売り子たちが黄色い声で客を呼び寄せているのが目に入る。

　そして俺たち二人の後ろでは、『start』のメンバーたちが楽しそうに話し込んでいた。テーマパークで並んでいる時と同じテンションだ。

　藤堂は「それを言うなよ、俺もこんなに皆付いてくるなんて予想外だったんだって」と、今度こそ申し訳なさそうに小声で釈明した。

　並んでいるサークル員たちは皆楽しそうに辺りを見回しており、俺たちの会話に気付く素振りもない。

「カステラ食べたら別行動だな」

　俺が言うと、藤堂は頷うなずいた。

「まあ、皆みんなで行動するのは最初のお店だけだろうし。一言知らせておけば、あとは自然と自由行動になるだろうさ」

　皆で並んでいるベビーカステラ店の列は中々前へ進まず、俺は少し疲れたように身体からだを伸ばす。

　長蛇の列を整理をしている売り子がすぐ傍そばを通った。丁度いい塩あん梅ばいの香水の匂いが鼻び腔こうをくすぐる。

　藤堂もそれを同様に感じ取ったようで、愉快そうな口振りで言った。

「女子大ってすげえよなー、スタッフ通る度に良い匂いするぜ」

「お前それ彼女に聞かれたらまずいんじゃねーの」

「そりゃ、彼女の前で言ったらまずい。でも悠は俺の彼女じゃないだろ。だからいいんだ」

　知られることがないなら、発言していないのと同じ。

　藤堂の言い分は俺が今まで考えたこともなかったようなものだったが、彼のような割り切った考えを持っている方が恋人とも案外長続きするのかもしれないなと、なんとなく腑ふに落ちた。

　俺が何か言葉を返そうとすると、後ろにいる先輩から声が掛かった。

「藤堂、彼女さんってどこの店にいるの？」

　先輩からの問いに、藤堂は「それが分かんないんですよね、ベビーカステラ売ってるはずなんですけど、ここじゃないみたいですし」と答える。

　学祭の定番メニューであるベビーカステラを売っているところなんて何店舗もあるだろうが、店名までは聞いていなかったようだ。

　先輩方が藤堂の詰めの甘さを陽気に茶ちや化かし始めると、いつの間にか前に並ぶ人との間に距離ができていた。話が盛り上がり、進むのを忘れてしまっているようだ。

　自分だけ俯ふ瞰かんしてその光景を眺めているのがどこか不幸なことのように感じられて、列の進みに遅れが生じていることを承知で藤堂と先輩の輪に交じる。

　一体自分は何をしにこの場所にいるんだろうという考えが浮かんだところで、明るい声が俺たちを呼んだ。

「すみません、お兄さん」

　振り向くと、髪をアッシュグレーに染めた女子大生が立っていた。

　その日は可愛かわいい売り子を何人も見てきたが、その中でも際立っていると思った。

　後ろにいるサークル員の面々も同じで、その女子を興味津々に見つめている。レベルが高いという噂うわさの女子大ブランドを体現しているような、華やかなその姿に皆胸が高鳴っている様子だった。

「列が止まってるみたいなので、ちょっと……」

　女子大生が言い終わる前に、先輩たちは「すみません！」と謝罪し忙せわしなく列に空いたスペースを埋める。何も悪気があったわけではないので従うのは当然だ。それにしても素早く指示に従ったのは、バツが悪いとかではなく、彼女の容姿のおかげであるに違いなかった。

　先輩たちが素直に従ったことにお礼を言って、女子大生は去ろうとする。

　そこで遊び好きである先輩一人が、案の定彼女を呼び止めた。

「あの、この学祭終わったら打ち上げとかやるの？　よかったらさ──」

　その問いに満更でもなさそうな表情で悩んでいる女子大生の姿を見て、俺は列を抜ける。

　女子大の学祭にはナンパはつきものだろうが、俺の性に合わなかった。

「俺、ちょっと別のとこ行ってきます」

　そう言い残すとナンパされている女子は視線を向けてきた。何かを見透かしたような、不思議な瞳だった。

　先輩たちも俺が列から抜けることに然さ程ほど興味がないような声色で返事をして、女子大生への誘いを再開させる。

　同じサークルにも関わりの少ない人たちはいる。週二回程度の活動に、参加率が高くないとくれば、サークルの半数が顔見知り程度という状況になるのは至って当然なことのような気もした。もっとも、藤堂や彩あや華かのような対人能力に長たけた人なら関係ないだろうが。

　結局俺が行く店の当てもなく十五分ほどぶらぶらしている内に、藤堂が追いついてきた。

「彼女とは会えたか？」

　俺が皮肉を交えて訊きくと、藤堂はかぶりを振った。

「いや、今時間取れそうにないみたいで後になった。てかお前、一人で抜けた割には何もしてねえじゃん」

　何もしていない。歩いていただけなので、藤堂の感想は真っ当だ。

「ナンパに参加するの、恥ずかしいんだよ。……別に先輩たちを恥ずかしいって言ってるんじゃなくて」

　円滑な人間関係のために俺が弁解すると、藤堂は口角を上げた。

「まあ、分かるよ。俺もああいう先輩と一緒に並んでるところを彼女に見られたらと思うと気が重い」

「お前は大丈夫だろ、見てただけだし」

「どうだろな。ちょっと嫉妬しやすいし、あいつ」

「知らねえよ」

「いや、今のは話の流れ上普通の発言だったろ」

　俺が吹き出すと、藤堂も笑った。

　先ほど感じた僅かな孤独感が、笑いとともに霧散する。ひとしきり笑うと、俺は軽い調子で藤堂に質問した。

「んで、どうしたんだよ追い掛けてきて。もう自由行動になったのか？」

　てっきり先ほどの女子大生を皮切りに、合コンでも開くのかと思っていた。

　だからこそ、次の藤堂の言葉は意外だった。

「違う違う、さっきの女の子がさ。悠にもう一回来てもらえたら嬉うれしいって」

「まじか。逆ナンか」

　俺が驚いたように問い返すと、藤堂は掌てのひらを振って否定した。

「あのレベルから逆ナンされるわけないと思うけどな。俺の予想は、暇な時間になってきたから呼ばれてるだけだ」

　藤堂の冷静な返事に、俺は小さく笑う。

「だよなー」

　それでも、多少テンションは上がった。さっきの女の子といえば、女子大ブランドを体現したような容姿を持ったあの人だろう。

　男として、そんな女子と言葉を交わすことに何も感じない方が嘘うそだ。

　先輩たちもまだあの場に留とどまっていることを想像すると、少し気持ちが萎えるものの、それを差し引いても嬉しさは残っている。俺は先ほどのベビーカステラの店舗へ向かうことにした。

「じゃあ俺は先輩たちと合流してくるわ」

「おう。良いことあるといいな」

「お前も彼女と早く合流してやれよ」

「任せとけ」

　藤堂はそう答えて、俺が向かう先とは反対方向に進んでいった。

　それを見届けると、俺も先ほどの出店に足を進める。

　すれ違う女子大生が様々な服装をしているのを見て、そういえばさっきの人はどんな格好をしていただろうかと考えた。

　到着すると、客は疎まばらで、列は随分と短くなっていた。俺が抜けてからあまり時間が経たっていないが、あれが最後のピーク時間だったのかもしれない。

　そんな中で、一つの塊になっているグループがあった。

『start』の先輩方と、例の女子大生だ。ベビーカステラの入った紙コップを片手に、両者とも割と楽しそうに雑談をしている。

　先輩の一人が俺を認めると、手を振ってきた。

「悠ゆう太た、バトンタッチ」

「え？」

　俺が戸惑いの声を上げると、先輩たちは俺の背中を軽く叩たたいてその場を去っていく。少しばかり名残惜しそうではあったが、すぐに別の出店の列へと並び始めた。

「こんにちは」

　アッシュグレーの髪を靡なびかせた女子大生が話しかけてくる。藤堂の髪色より、いくらか暗め。だというのに華やかに感じてしまうのは、この場が女子大だからだろうか。

　呼び出されたということもあり、声が強こわ張ばってしまう。

「あ、どうも」

　我ながら、気の利かない返事だ。挽ばん回かいしようと、俺は片手で空を切る。

「さっきは抜けちゃってごめん。あの人たちとこの後遊ぶんですか？」

　先輩方のナンパが成功したのか気になって訊いてみたのだが、女子は意外にも苦笑いをして首を横に振った。

「私、ナンパされるの得意じゃなくて」

「へえ、意外」

「そ、そんなに風に見えましたか？　ちょっとショックです」

　思わず素直な感想を漏らすと、女子大生は眉を八の字にして笑う。俺は慌てて訂正した。

「ごめん、そういう意味じゃない。満更でもなさそうに見えてたから」

「あはは、言ってること同じじゃないですか。フォローになってないですよ」

　その言葉に俺はしまったと口を押さえたが、すぐにアッシュグレー髪の女子大生が笑っていることに気が付いた。

　女子大生は冗談だというように頬ほおをかく。

「自己紹介しよっか。私は礼れい奈な」

「礼奈か。俺は悠太」

　下の名前を自己紹介されたので、俺もそれに倣う。

　サークルでは基本的に下の名前で呼び合うことが多かったので、そのことに抵抗感はない。

　大学に入学してから名字で呼ばれることは殆ほとんど無くなっていた。

「見たところ悠太くん一年生だよね。同学年だから、敬語やめるね」

　礼奈の言葉に、思わず目を丸くした。

「なんで、二年かもしれないだろ」

「一年生だよ。服装で分かるもん。あと、雰囲気とか」

　礼奈は確信めいたものがある様子でクスクス笑う。

　失礼なやつはどっちだと言い返したくなったが、それよりも気になって訊いてしまった。

「……俺そんな雰囲気出てるの？」

「出てる出てる。最初見た時からもう気になっちゃって。こういう場所にも、慣れてなさそうだなぁって」

「ナンパされてる最中に、器用だな」

「あはは、褒められてる気がしないね」

「褒めてねえからな」

　確かに礼奈の服装は、服に全く興味のない俺から見てもお洒落しやれだと分かるものだった。

　学祭用に少し派手な衣装なのにも拘かかわらず、上品さすら感じられる。これは驚異的なことだった。

　普通の学生ならば、軽そうな印象を与えてしまうことは必至だからだ。

　だからこそ、そんな女子に呼び出された理由が気になる。

　藤堂の言う通り、残念ながら逆ナンという線はないだろうが。

「俺に何か用か？」

　俺が疑問を投げかけると、礼奈は首を傾かしげた。

　芸能人レベルのイケメンならまだしも、生あい憎にく俺はそんなレベルの顔には及ばないので、単純に不思議に思っていた。

　初対面の男を呼ぶなど、かなり変わったことであることに違いないと思っていた。

「うん、途中で列から抜けた時に真面目な人だなぁって思って」

「え？」

　自分の口から、素っ頓狂な声が出る。

　もしかして、本当にもしかするのかもしれない。

「真面目そうだから、ナンパの風かぜ除よけに使おうと思ったの」

「うおい！　予想の遥はるか斜め下！」

　俺が大きな声でツッコむと、礼奈は可笑おかしそうに笑う。

「だって、君なら下手なことはしなそうだし。少しだけ話をして、別れようよ」

　礼奈の提案に、俺はかぶりを振った。

「話す必要ないだろ。心配しなくても怪しまれないよ、先輩方の姿はもう見えないし」

　学祭といっても、参加人数や敷地面積は高校のそれを凌しのぐ。当分顔を合わせる心配はないだろう。

　だが、礼奈は意外にも食い下がった。

「じゃあ、暇だから少しだけ付き合って？」

　礼奈の言葉に、俺は思わず息を吐く。

　結局、藤堂の「暇な時間になったから」という予想が的中したというわけだ。

「やだよ」

　俺が断ると、礼奈は驚いたように訊いてくる。

「えっ。どうして？」

「理由が癪しやくだからだよ」

　俺の言葉で、礼奈は「うーん」と思案する様子を見せる。

　そして人差し指を顎に当てると、ニコリと口角を上げた。

「私と話している間、ベビーカステラ食べ放題。見返りはこれでどうかな？」

「……乗った！」

　売り子からベビーカステラを貰もらえるという提案はそれなりに魅力的だった。だが元もと々もと礼奈ともう少し喋しやべりたいという気持ちがあったのも否めない。

　手渡されたのは礼奈が元々持ってたベビーカステラの入った紙コップで、残り少なくなったベビーカステラに爪つま楊よう枝じが刺さっていた。

　爪楊枝は一本しかなかったが、相手が礼奈なら何の問題もない。むしろ嬉しいとさえ思ったが、それを悟られると警戒されかねないので、何てこともない表情を作ってベビーカステラを口に運ぶ。

「おお、美味うまいな」

「でしょ？　値段の割にはいけてるって評判なの」

「この量じゃ食べ足りないわ、一個買おうかな。あれ、食べ放題なんだっけ」

　俺がわざとらしく訊きくと、礼奈は頬を緩ませた。

「じゃあ特別に、半額で取ってきてあげる」

「さっき食べ放題って言ってなかった……？」

「代金があれば食べ放題だよ。支払いの度に食べられるんだから」

「俺の思ってた食べ放題と違う！」

　礼奈は俺が渋々差し出した代金を受け取ると、出店の中へ入り、十数秒後戻ってきた。

　手には新しい紙コップが握られている。

「どうぞ」

「ああ、どうも……」

　釈然としないまま礼を言うと、礼奈は代金を返してきた。

「さっきのは冗談ってことにする。できるだけ長くお話ししたいし」

　僅かに触れた掌が熱を帯びる。

　自分に気のせいだと言い聞かせながら、平たい声で訊いた。

「そんなに話すことなんてあるか？」

「あるよ。同い年だもん」

　学年が同じというだけで話題が降ってくるなら苦労しない。だが目の前にいる礼奈は、どうやら彩華や藤堂のように初対面の人とも隔てなく接することのできる人種のようだった。

　俺もたまに初対面の人と話す時があるが、礼奈たちのように好印象を抱かせるような自信は全くない。

　そんなことをボーッと考えながら、周りを見渡す。

　どの売り子も、客を呼び込んで話をしていた。

　ピンときて、俺は笑った。

「売り子、客を呼び込んでる人ばかりだな」

　俺の言葉に、礼奈はバツの悪そうな苦笑いを浮かべる。

「あ、ばれちゃった。そう、暇な時間はお客さんを呼んできてっていう先輩からのお達しなの。でも、ちょっと怖くて」

　先ほどのようなナンパならまだ良いだろうが、変な輩やからが混じっていないとも限らない。人の目の多い学祭なので確率は低いだろうが、礼奈の容姿だと過去にも嫌な思いをしたことがあるのかもしれない。

　詮索はしないが、俺は何となく察して、礼奈の提案に付き合うことにした。

「如何いかにも一年生の服装だった俺なら安心して時間を潰せると思ったわけだ」

「なんか語弊あるよそれ、真面目そうな人だからお話ししたかったの」

「どうだか」

「それに、一年生っぽいっていうより、高校生っぽい。新しい服にした方がいいと思う」

「うっせえほっとけ！」

　お淑しとやかに見えて、意外とズバズバ言ってくるやつだ。

　だが今まで仲良くなったことのないタイプの人だったので、俺は少し話に付き合ってみることにした。

　そして、そこからの話はかなり盛り上がった。

　好きなアーティストが一緒だったり、好きな漫画が一緒だったりと共通点も多い。

　いつの間にか俺の話す量が増えていた。普段は俺が聞く側に回ることが多いので、新鮮な気持ちになる。

　礼奈の返事の内容、相あい槌づちのタイミングは話す側の気分を高揚させるもので、とにかく聞き上手だった。

　初対面であるという緊張さえ解けると、あとはずっと楽しい時間が続く。波長が合うとはこういうことをいうのだろうなと思った。

　次第にもっと彼女と話をしていたいという気持ちが湧いてきた時、出店が再び混雑してきた。

　礼奈は辺りを見回すと、驚いたような表情を見せる。

「わ、お客さん一気に増えたね。ちょっと列の整理してこなきゃ」

　話の途中だったが、礼奈は申し訳なさそうに「行ってくるね」と告げた。

　今話した分だけじゃ足りない。俺はそう思った。

「学祭終わったら、ご飯行かない？」

　そんな言葉が口をついて出たのは、学祭の雰囲気に当てられて気が大きくなっていたからだろう。

　礼奈は目をパチパチとさせて口を開いた。

「私、ナンパ得意じゃないって言ったと思うけど」

「あれ、だめ？」

　そう言いながら、答えは何となく分かっていた。

　ご飯に誘っても尚なお、礼奈の笑みが途絶えることはなかったから。

「うん、いいよ。ついでに服も買い行こっか」




　──それが、相あい坂さか礼奈との出会い。




　初対面が二人きりだったこともあり、その後会う時はいつも二人だった。

　大学生ならではの自由時間の多さを活いかし、週に三回はデートをした。話が合うこともあってか、礼奈は俺からの誘いに全て応じてくれた。

　俺たちが付き合うまでに、あまり時間はかからなかった。




　　　　◇◆




　礼奈は、とても良い彼女だった。

　告白した際に貰った「私が幸せにしてあげる」という言葉の通り、自分にとって最も幸せな時間が今だと、何度も思った。

　自分が幸せになりたいという感情も、徐々に二人で幸せになりたいというものへと変化した。

　付き合ってから半年が経たとうとしているのに気持ちも強くなっていき、週に二、三回のデートはすっかり大学生活での大きな楽しみになっていた。

「なあ、普通の女子大生ってプレゼントは何貰ったら嬉うれしいかな」

　大学二年生の梅雨時、半年記念日の前週。

　礼奈へのプレゼントのために彩華へ質問した時、珍しく嫌な顔をされた。

「また私に選ばせるの？　お店選んであげたんだから、それで満足しなさいよ」

　彩華はそう言いながら、俺が指に挟んでいる煙草たばこに視線を落とした。

「ねえ。最近、煙草の量増えてきてない？」

「そうか？　気にしてなかった」

「ふうん。まあ、とにかくプレゼントは自分で選びなさいよ。彼女さんもきっと、あんた一人が選んだものが嬉しいと思うわ」

「参考までに訊いただけだって。お前も以前プレゼントで外されるくらいなら実用的な物が欲しいって言ってたし」

「私はそうだけど。彼女さんは私みたいな考え方じゃないかもしれないじゃない」

　彩華は取りつく島もなく、喫煙スペースから出て行った。

　俺はその後ろ姿を見ながら、吸殻を灰皿へと押し付ける。

　煙草の量が増えたのは、礼奈が「大人っぽいね、良いと思う」と褒めてくれたからかもしれない。

　我ながら単純だが、それも仕方ないことだ。

　彼女から褒められると、更に褒められたくなるのが彼氏というものなのだから。

　煙草を吸い終わった俺もまた、喫煙スペースから出る。

　今日は礼奈との半年記念日に訪れる店を下見する予定だった。

　待ち合わせ場所へ向かう途中、おろしたてのジャケットに臭いが付いていないか気になったが、帰ってから消臭すればいいかと思い直す。

　ここ最近、礼奈の影響で自分のコーデに多少気を遣うようになっていた。このジャケットは、初めて服に諭吉を投じたものだ。

　学祭の時に高校生っぽいと指摘されたことを懐かしく感じていると、遠くから礼奈の声がした。

　既に待ち合わせ場所に到着しているようだ。

「悠太くんっ」

「うっす。待ったか？」

「ううん、全然。悠太くん、ジャケットかっこいいね」

　礼奈が嬉しそうにジャケットに触れる。

「シンプルで、とっても似合ってる」

「さんきゅー。誰でも似合うシンプルなやつ買った甲か斐いあったわ」

「ううん、悠太くんだから似合うんだよ。私はそう思う」

　礼奈はそう言ってジャケットを軽く撫なでると、頬ほおを緩めた。

「行こっか？」

「おう」

　俺が答えると、礼奈が手を繋つないでくる。柔らかな感触と、人肌の温ぬくもりが掌てのひらに伝わる。

「えへへ」

「珍しいな、礼奈が手繋いでくるの」

「今日は特別な日なんだもん」

「特別な日のための下見だろ？」

　俺が指摘すると、礼奈は「そうとも言うよね」と笑った。

　記念日のデートにお店を予約するのは多くのカップルがしていることだが、予約の取り方は様々だ。

　彼氏が彼女に内緒で良さそうな店を下見したり、ネットサーフィンのみで決めてしまったり。

　そして俺はというと、礼奈と二人でお店を決めるスタイルを取っていた。

　俺は当初自分一人で決める予定だったのだが、「せっかくだもん、二人とも良いって言ったお店がいいな」という礼奈の言葉に押された形だ。

　ネットサーフィンで事前に調べてピックアップしておいた複数のお店を巡り、直じかに雰囲気を見る。これで失敗したら逆に笑い話になって楽しいよねと、礼奈は笑っていた。

「こことかどうだ？」

　俺が指差したのは、地下へと続いている階段だ。

　階段の傍そばにはお洒落しやれな看板が立っており、その店の雰囲気の良さを匂わせている。

　だが礼奈はかぶりを振った。

「このお店、私たちがピックアップしたリストに入ってないよ。とりあえず、ここの近くにあるお店に行こうよ」

「ピックアップしてない巡り合った店だからいいんじゃん。なんか運命感じない？」

「前もそう言って私たち失敗したから、今度はリストに載せたところ行こうねって約束したじゃん」

「ちぇー」

「もう、拗すねないの」

　礼奈は困ったように笑って、背伸びして俺の頭に手を置いた。

「また今度行こうね」

　そんなことで機嫌が良くなるのだから、我ながら単純だと思う。人通りの少ない路地では、こうしたスキンシップもたまに取る。

　付き合いたての頃より頻度は減ったが、俺たちは仲の良いカップルと言えるだろう。

　最近は礼奈と会うだけに留とどまらず、彼女の友達と会う機会も増えてきている。付き合ってから交友関係が広まったことは確かだ。

　俺も、いずれ礼奈に彩華を会わせたいと思っていた。

　彩華本人は「どんな顔して会えばいいのよ」と言って礼奈の写真を見るだけだったが、見るたびに礼奈を褒めてくれた。礼奈にはまだその旨を伝えていないが、タイミングを見計らって伝えようと思っている。

「あれかな？」

　俺は目当てのお店であろう建物を指差した。そのお店は彩華から教えてもらったものということもあって、俺もかなり期待していた。

　控えめな照明が入り口を照らしており、隣に並ぶ店々とは雰囲気がまるで違う。学生がフラッと立ち寄るにはハードルが高い。

　ジャケットを買っておいて良かったと思いながら扉を開けて店内へ入ると、お店の女性が鷹おう揚ような表情を浮かべてこちらにお辞儀してきた。

「いらっしゃいませ」

「あ、すみません。下見で来たんで、店内を少しだけ覗のぞかせてもらっていいですか」

「かしこまりました。よろしければ、ご案内いたしましょうか」

　女性は慣れた様子で応対してくる。後ろを向くと、礼奈が首を振った。

「雰囲気だけでいいよ。サイトにメニューは載ってたし」

「だな。後の楽しみに取っとくか」

　小声でやり取りすると、俺は女性に向き直る。

「いえ、やっぱり大丈夫です。また来ます」

「承知いたしました。それでは、またのご来店をお待ちしております」

　たった数十秒店内に入っただけだが、収穫はあった。

　雰囲気を直に感じることができたこと、客層を確かめられたこと、店の人の対応。

　礼奈も満足した様子で、「いいんじゃないかな」と口元を緩めた。下見など自己満足で終わることも多いが、今回は意味のあるものだった。そしてこの店を勧めてきた彩華は毎度のことながら流石さすがである。

　道すがら俺は口を開いた。

「俺、大学に一番仲良い友達いるって言ってたじゃん」

「言ってたね、彩華ちゃんだっけ。高校からの同級生。たまにＳＮＳに写真上げてるよね」

「そうそう、まあ長い付き合いなんだけどさ。あいつ凄すげえやつなんだよな、何でもできるし。この店紹介してくれたのだって彩華なんだぜ」

　そう言うと、礼奈は目を丸くする。

「そうなんだ。すごい良いお店知ってるんだね」

「俺の調べ方じゃこういうお店に辿たどり着けないよ。俺も見習わないといけないな」

　礼奈は返事に少し間を空けて、俺の手を取った。

　指を絡ませて恋人繋ぎをする。

「──じゃあ、いつか会ってお礼言わないとね」

「世話になってるからな。タイミングが合ったら連れてくるよ」

「うん。楽しみ」

　礼奈はキュッと腕を絡ませて、頭を俺の腕に預けた。

　こうした仕草一つ一つが愛いとおしく、俺は空いてる方の手で頭を撫でる。先程俺を撫でてくれた分、少し長めに。

　高校の時まともな付き合いをしたためしのなかった俺が、初めて好き同士で付き合った彼女が礼奈だ。

　礼奈が俺のことを好きだと言ってくれるのと同等かそれ以上に、俺も礼奈のことが好きだった。

　頭を撫でている合間に幸福が満ち溢あふれてくる気がする。

「好き」

　礼奈がこちらを向かずに言った。
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「俺も」

　たまに確認するように、お互いが好きだと言い合う。

　カップルの在り方はそれぞれだが、俺と礼奈には今の在り方がぴたりと合っている気がする。

「悠太くん」

「ん？」

「私ね、明日のためにサークルの旅行休んでるんだ」

「弓道のサークルか？　旅行あったんだ」

　女子大はサークルの数が少なく、そのため近くの大学へ遊びに行くことが多い。礼奈もその例に漏れず、俺の大学にある弓道サークルに入っている。

　学祭で知り合った当初はもっと派手なサークルを想像していただけに、弓道と聞いて少し安心していた。旅行があるといっても、旅行というよりは合宿に近い。

　だから男が交じった旅行とはいえ、束縛するつもりは全くない。

「そう。皆みんなが行く、一泊二日の旅行だったの」

「前行った時すごい楽しかったって言ってたよな。それ休んだんだ」

　そういうことなら、半年記念日だからといって無理に店を予約してデートすることもなかったかもしれない。次の記念日はまた来るが、サークルの旅行はなかなか無いのだ。

　だがそんな貴重なイベントを休んでまで明日を迎えてくれるのは、素直に嬉うれしい。

　俺がお礼を言おうとすると、先に礼奈が口を開いた。

「そう、休んだの。この意味、正しく分かってるのかなって」

「正しくか」

　礼奈はサークルより俺を優先した。

　そのことから導き出される答えはすぐに出たが、さすがに気恥ずかしくて言葉を発するのに時間がかかる。自意識過剰と思われないだろうか。

「……それくらい俺のこと好きってことか？」

　やっとの思いで答えると、礼奈はあっさり頷うなずいた。

「そうだよ、それくらい好きなの。……ほんとに分かってる？」

「分かってるって」

　照れ臭くなって顔を背ける。車が行き交う道路を挟んで、俺たちと同じように寄り添って歩いているカップルが視界に入った。

　向こうのカップルは俺たちより熱々な雰囲気で、人目がなければ今にもキスしてしまいそうだ。

　礼奈と付き合うまではそんなカップルを見る度にイライラさせられたが、今となっては微笑ほほえましさすら感じる。

「……それならいいけど」

　礼奈はそのカップルには興味がない様子だった。

　翌日の半年記念日、少し背伸びをしたお高めのディナーを楽しんだ。

　──そこまでは、俺と礼奈は上手くいっていたように思う。

　それが崩れ始めたのは半年記念日から数ヶ月が経たった後。

　デートを断られるようになり、連絡の頻度が減り、あの日を迎えた。

　何が駄目だったのか、何がきっかけだったのか。

　この時の俺は、一年記念日の前日に浮気されることなど夢にも思っていない。




　　　　◇◆




　──その瞬間、俺の心臓は確かに一回止まったと思う。

　誇らしげに担いでいたシャンパン入りの木箱を落とすのを何とか堪こらえる。

　そんなはずはないと首を振る意識の上から、やっぱりなと冷ややかな声を出す別の意識が降りかかる。それでもやはり最後には驚きが勝って、俺はその場に佇たたずむしかなかった。

　礼奈との一年記念日前日。

　俺は予約していた店への最後の下見を済ませ、帰路についていた。前日にもわざわざ下見をしていた理由は、せっかく見み栄えを張って高いコースを取り扱う店を予約したのに、道に迷っては格好つかないからだ。

　そのついでに、デパートに寄って記念日に造られたシャンパンを購入。これも計画の内。

　最近礼奈からの連絡の頻度が落ちたことが何を指しているのか、それが分からないほど俺は鈍感じゃない。

　だから明日は勝負の日だった。

　僅かに逡しゆん巡じゆんした様子を見せる礼奈に、少し強引に約束を取り付けたのだ。強引といっても一年記念日ということで、礼奈は気乗りしない様子でもなかった。

　俺が待ち合わせの時間を言い切ると、微笑して「わかった。楽しみ」と応じたのだ。

　──それがどうだ。

　記念日前日は会う約束をしていなかったというのに、自宅前で礼奈の後ろ姿を確認した時は胸が躍った。だがその横に男がいることを視界に収めた時、俺の頭には嫌な予感が過よぎった。

　嫌な予感は、数秒と経たない内に的中した。

　男が礼奈の手を握る。

　礼奈もそれを拒む様子はなく、二人で路地を歩いて行った。

　手を繋つないで歩く二人は傍はたから見れば紛まごう事なきカップルそのものだ。声を掛けようとしたが、寸前のところで止まる。

　声を掛けなくても、どうせ明日には会うことになる。

　俺は大きな鉛を三つも四つも引きずったような足取りで自宅へ帰った。

「……わけ、わかんねえ」

　掠かすれた声は自分の声じゃないみたいで、俺は短く乾いた笑い声を上げる。

　可笑おかしい。こんなの、道化じゃないか。

　彼女へのサプライズでこちらが動いている間、礼奈は他の男とデートして、そのコースに彼氏の自宅前を選んでいるということ。それを俺が目撃してしまったことが、何だか誰かに全て仕組まれているほど上手くいっている気がして、本当に可笑しい。

　再び乾いた笑い声を出す。

　連絡の頻度が下がったのはここ二ヶ月ほどだ。

　付き合い始めより礼奈の気持ちが離れていっているということは、重々感じていた。

　それでも礼奈とのデートより『start』の行事を優先しなければならないことがたまたま続いた。その行事の際、先輩たちと少し揉もめてしまったのだ。

　元々あまり感性の合わない先輩方だったが、いざ揉めると馬鹿みたいに悩んでしまう。

　結局藤堂と、更に彩華の助力もあり事ことは丸く収まったのだが、気付くと礼奈とは半月ほど顔を合わせていなかった。

　社会人や遠中距離恋愛ならともかく、家もそこそこ近い学生同士の恋愛にしては結構な期間だ。

　それでも少し珍しいという程度で、特別気にするほどでもないと思った。

　だから半月ぶりに顔を合わせた時も、いつもと変わらず礼奈に接した。

　だが礼奈は、半月前とは違っていた。

　以前なら俺の言うくだらないことにもクスクスと笑ったり、「仕方ないなあ」と優しく微笑んだりしていた。

　だが礼奈は、もう笑わなかった。

「つまんない」

　面と向かって言われた時は、俺も腹を立てた。

　確かに笑わない礼奈に焦燥にも似た感覚を覚え、いつも以上に面白くない言葉を連ねていたことは自覚している。

　それでも直接つまらないと言われると、さすがにプライドが傷付いた。

「つまんないなら、もういいよ。今日はここでお開きにしよう。お互い、明日は早いことだし」

　明日お互いに朝からサークルの予定があることは事実だった。だがまだ夕ゆう陽ひが辛うじて残っている時間で、予定があることを鑑みても早い解散であることに違いない。

　いつもなら晩ご飯を一緒に食べていたはずだ。

　だから俺は、礼奈がここで何かしらの対応を取ってくれることを期待した。

「ごめん」とも、「言い過ぎた」とも言われなくていい。

　ただ今の発言に後悔したような素振りがあるなら、それで許そうと思っていた。

　だが礼奈は能面のような表情を崩さず、「帰るね」と言って去ってしまった。

　この時のデートから、礼奈の心が俺から離れていく音が聞こえてきた。

　俺がラインで謝ると、礼奈も素直に「今日はごめんね」と返してきたが、俺の気持ちは晴れなかった。

　謝罪が欲しかったわけではない。ただ、あの態度を取った理由を教えてほしかった。

　俺はずっと礼奈のことを好きなままだったから。むしろその想おもいは、付き合い始めた時以上のものかもしれない。

　心底好き合っていた頃の礼奈を失いかけているからこそ、想いが強くなっていたのかもしれない。

　ベタなきっかけではあるが、そうしたきっかけは本当に響く。

　その日を境に、礼奈にはデートの誘いを連日断られるようになった。

「用事がある」「サークルが忙しくて」

「人と会う約束があるの」

　無難な断り方に俺は何も言えず、諦めるしかなかった。

　この一年記念日は、そんな礼奈が「楽しみ」と言ってくれた、仲を修復させる最後のチャンスだったのだ。

　──それが、このザマだ。

　俺は天井の模様を眺めながらひとしきり笑う。

　涙は全く出なかった。

　次の日、俺は何の準備をすることもなく、ただ身体からだを寝かせていた。

　耳元で、スマホが震える。

　画面を覗のぞくと、礼奈が俺の自宅前に着いたという連絡だった。

　まず最初に感じたのは、脳が沸騰するほどの怒りだった。力任せにスマホをベッドに投げて玄関へ進む。

　だが浮気をされたということが、随分と情けないことに思えて、一いつ歩ぽ進むごとに裏切られた怒りさえ徐々に萎しぼんでいった。

　残ったのはこれからどう処理しようかという虚無感だけだ。

　俺は無表情で玄関のドアを開けると、階段を降りた先に礼奈が見えた。礼奈は俺を確認すると、いつもと同じペースで階段を上がってくる。

　俺は不意に彼女を強引に問い詰めたい衝動に駆られたが、その気持ちも一瞬で萎んだ。

　こんな時だというのに、彼女は可愛かわいかった。

　そう感じてしまう自分のことが情けないを通り越して面白くなってしまい、口元を緩める。

「入っていい？」

　礼奈が訊いた。

　彼女が俺の部屋へ入ろうとするのは、数ヶ月振りのことだった。

　俺は無言でかぶりを振ったが、彼女はそれを理解できなかったようだった。再度「入っていいかな？」と訊いてきた。

　今度は俺もはっきりと言った。

「いいや、駄目だ」

　礼奈の目に戸惑いの色が浮かぶ。

「どうして？」

　単純な問いだ。部屋に入りたいので了承を取ろうとしたが、断られた。理由を訊こうとしただけの言葉。

　そんな単純な言葉さえ、今の俺には不愉快に聞こえた。

　頭の中で轟ごう々ごうと雨が降っている。

「別れよう」

　口から発せられたその声は、我ながら実に怜れい悧りな声色だった。昨日の掠れた声と同様、人は何かとんでもないことが起きると自分の声さえ失ってしまうのかと感じた。

　礼奈は俺の言葉を聞いて、俺の表情を見て、口を僅かに開けた。その後言葉を発することなく俯うつむく。

　唐突に別れを告げれば、何か言ってくるのが普通と言えるだろう。

　ただ俯くしかできない理由は、礼奈が察したから。

　無言で俯くのは浮気を肯定したも同然だ。

「いいな」

　俺が言い放つと、礼奈はゆっくり頷うなずいた。

　勢いよく扉を閉める。

　二人を隔てる扉は、今の俺たちの心を象徴しているかのようだった。もう、心が交わることはない。

　暫しばらくその場で佇んだ。

　同様に礼奈も、早々に立ち去ろうとしていないのが扉越しにも伝わってきた。

　扉越しに二人が佇むだけの時間がどれ程過ぎただろうか。

　それは十秒にも、数分にも感じられる時間だった。

　だが最後の時間にも幕が下りる。

　やがて郵便物を入れるボックスから、カランと金属音がした。

　足音が遠のいていく。

　完全に聞こえなくなった後、俺はボックスの蓋を開けた。

　中には合鍵が入っていた。

　俺が礼奈に渡していた鍵だ。

　そこで初めて、目頭が熱くなったのを感じた。
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「…………寝坊した」

　枕元に置いてあるスマホを見ると、時刻は午前十時。

　一限目は九時からなので、もう絶対に間に合わない。

　何か長い夢を見ていた気がするが、そのせいで目覚まし音が鳴っても起きることができなかったらしい。

　正確には、何かのタイミングで止めてしまったのだろうが。

　それにしても、まさか前期が始まるその日に寝坊をかますとは思わなかった。

「まぁいいか……」

　俺はスマホを床に投げて、寝返りを打つ。

　確か今日は出席点を取られる講義は無いはずだ。

　通常一度目の講義は、履修をするかしないかを学生に定めさせる時間。

　各講義の履修要項を読み込んでいた俺は既に履修する講義を決めているので、このまま寝ていても支障はきたさないはずだ。

　教授の講義が自分に合いそうかどうかだけは見定めておきたかったのだが、眠気に襲われる頭ではそれも考えることができそうにない。

　あっさり意識を手放そうとすると、ピンポーンとインターホンが鳴った。

「……ん」

　宅配便だろうか。春休み終盤は家から出る日も少なく、本や小物などを宅配してもらうことが多かった。

　幸いポストは空きがあったはずだし、居留守を使っても投とう函かんしてくれるだろう。

　ピンピンポーン。

　──嫌な予感がする。

　ピンピンピンピン

「うるせえ[image: かんたんふ]」

　俺は玄関にズンズン進み、勢い良くドアを開ける。

　目の前には案の定志し乃の原はらが立っていた。

　これなんてデジャブ。

「おっはー先輩、今日から大学ですね！　どうせ寝坊してるだろうと思って来ちゃいました！」

「よくも俺の二度寝を邪魔してくれたな……」

「はーいどいてくださいね～」

　家主の腕の下をするりと潜くぐり抜けて、志乃原は部屋へ入っていく。

　仕方なく後についていくと、段々と意識が覚醒してきた。

　もう二度寝をすることはできないだろう。

「なんで二度寝できなかったからって不機嫌なんですかぁ、ここは起こしてくれて感謝すべきとこですよ」

「ああ、まあ、ありがと」

「ほんと渋々って感じですね……」

　志乃原は呆あきれたように息を吐く。

　まあ志乃原の言うことは正しくて、俺も二度寝をしたい欲求が薄まってきたこともあり、今度は素直にお礼を言う。

「いや、まあ、ありがと」

「さっきと言い方変わってないんですけど!!」

　志乃原はむくれて抗議する。

　理性ではお礼を言わないといけないと分かっていても、本能がそれを拒否したようだ。

「はぁ、まあいいです。じゃ、早く着替えてください。私漫画読んどくので」

　そう言って志乃原はベッドに腰を下ろし、身体を伸ばす。

　先ほどまで俺が寝転がっていた場所だ。

　志乃原は俺の家に通い始めて以来、すっかり少年誌の魅力にハマったらしい。

「分かったよ」

　どうせ用事があって来たわけでもないだろう。

　俺はクローゼットから私服を取り、脱衣所へ赴きダラダラと着替える。

　顔を洗い髪をワックスで整え、最後にシンプルなジャケットを羽織ると、やっと外へ出たい気持ちが湧いてきた。

　部屋着で過ごしているといつまで経たっても外へ出たくならないのだが、外出着に着替えるだけで頭のスイッチが切り替わるのだから不思議なものだ。

「お待たせ」

　部屋へ戻って声を掛けると、志乃原は「おおっ」と反応した。

「先輩、なかなか私服のセンスいいですね。春服も良い感じです」

「まじか。ありがとう」

　ジャケットにスキニーのセットアップなんて誰が着てもカッコよく見えるものだが、褒められて悪い気はしない。

　バレンタインパーティで彩あや華かに私服に難癖を付けられて以来、外出する時は多少気の張った格好をするように心掛けている。

　前にジャケットを着たのはいつのことだっただろうか。

　そういう志乃原の格好はというと、黒のニットに真紅のスカート。

　ベッドの傍そばには小さい鞄かばんも置いてあり、相変わらず女子大生の流行を押さえにきている。

　一際輝いて見えるのは、優れた容姿にマッチしているからだろう。

「私も久しぶりに黒のニットなんですけど、似合ってます？」

　黒のニットといえば彩華のイメージが強かったが、志乃原が着るとまた違った印象を受ける。

　普段の可愛かわいい格好とのギャップというものだろうか。

　女はギャップに弱いというが、それは男も然しかりだ。

「似合ってる、似合ってる」

「あはは、照れたー」

「照れてねえよ」

　軽く否定して、俺は冷蔵庫の中を覗のぞく。

　大学へ行く前の腹ごしらえだ。

「朝ご飯食べるから、そのまま漫画読んでて」

「そっか、先輩朝ご飯まだだったんですね。ちゃちゃっと作りましょうか？」

「気持ちだけ受け取っとくよ。早く大学行かなきゃいけないだろ」

「その自覚があるならもう少し早く起きてくださいよぉ」

　そんなことは昨日夜更かしした俺に言ってほしいところだが、寝坊した自分が悪いので押し黙るしかない。

「あれ」

「どうしました？」

「何も入ってなかった。……行くか」

「先輩、私が来ないとほんと食材とか買わないですもんね……」

「だからいつも感謝してるよ」

　呆れたご様子の志乃原にそう言って、俺は鞄を拾い上げる。

「行くぞ」

「……さりげなく言われすぎて聞き逃しそうになったんですけど、今結構嬉うれしかったです」

　志乃原は少しはにかんで、ベッドから腰を上げた。

　自分でも素直な言葉が口をついて出たことに驚いたが、無意識にお礼を言うくらいには感謝していたのだろう。

　その気持ちに嘘うそはない。

　志乃原は俺の家で家事をすることに何ら違和感を抱いていないようだが、きっとこの関係は傍はたから見れば歪いびつなものだ。

　それでも俺は、志乃原と過ごす時間が気に入っている。

　人の目なんて気にする必要はなく、本人たちが満足していれば良いということを、以前志乃原は言っていた。

　二人で玄関を出ると、ちょうど桜の花弁が空を舞っているのが視界に入る。

「風つよー！」




　──この日常は、悪くないな。




　志乃原が楽しそうに髪をかきあげるのを横目に見ながら、俺は春の訪れを感じた。
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　　　　◇◆




　大学まで、残り徒歩五分。

　近付くにつれて志乃原のテンションは上がっていき、遂ついには横でぴょこぴょこと跳ねるような歩き方になった。

「今日から私は大学二年生！」

「進級おめでとう」

「先輩は三年生！」

「進級おめでとう」

　そこまで言うと、志乃原は俺を見上げて口を開いた。

「返事適当すぎなんですけど！」

「逆になんでそんなテンション高いんだよ……」

　よっぽど楽しみなことが大学で待っているのだろうか。

　俺も大学が始まることに対して、楽しみな気持ちはある。

　だがスキップするほどのものがあるかと問われたら、ノーと言わざるを得ない。

「講義だるくねえの？」

「えー、楽しいですよ？　分からないことが分かるようになるって、良いことじゃないですか」

「ああっ眩まぶしすぎる！」

　俺は思わず両手で顔を覆って、志乃原を視界から遮断する。

　俺も勉強は大嫌いというわけではないし、大学生にとって必要なことだとも重々理解はしている。

　だが仮に、神様から勉強をしないでも立派な社会人として大成し、高収入を実現できるという保証を貰えたとしたら、俺は確実に勉強をしない。

　志乃原は、たとえそんな状況でも喜んで講義に出席するというわけだ。

　人として正しいのが志乃原だということが明確だからこそ、思わず目を逸そらしてしまいたくなる存在。

「先輩が講義めんどくさいーって思うのって、一緒に講義受ける人がいないからじゃないんですか？」

「お前今すげえ失礼な発言したぞ……」

「あっすみません。無意識でした」

「フォローしろよ！　普通にいるわ！」

　藤とう堂どうを始めとするサークルの友達や、同じ学部の友達。それに彩華だっている。

　そうでなくては、今頃俺の修得単位数は悲惨なことになっているはずだ。

「む。そうですね、先輩は意外と人望ありますもんね」

「意外とってなんだよ。人望はねえよ」

「あ、ないんだ……」

「その目やめろ！」

　哀かなしそうな目をする志乃原に、思わずつっこむ。

　こういう時はいじってくれた方が嬉しいものなのだ。

「でも、藤堂さんとかいるじゃないですか」

「それは別に人望とかじゃなくて、ただ友達がいるってだけだろ」

「うーん。まあ、人望への認識は人によって違うのかもですけど」

　そう言って、志乃原は一歩俺の前に飛び出し、振り返った。

「私は先輩のこと、かなり良いなって思いますよ？」

「……あっそすか」

　この言葉で何人が落ちることだろう。

　俺じゃなかったらコロッといってた。

　鍛えてくれた彩華に感謝だ。

　おかげで俺は屍しかばねと化さずに済むのだから。

「そうですそうです。で、先輩」

　志乃原はズイッと近寄り、俺を見上げる。

「確か、学年共通の講義がいくつかあったと思うんですよ。それ、一緒に受けませんか」

「ええ、嫌だ」

「えっなんで!?」

　断られるとは思っていなかったのか、志乃原は目を見開いて驚く。

「お前といるとやたら目立つもの」

　二年後期の試験終わりの日も、志乃原が俺の元に駆け寄るだけで色んな男子からの視線を浴びたのだ。

　志乃原は彩華と違い周りに人がいても今と同じように接してくるので、男子からの視線が辛つらい。

　プラスで捉えるのであれば裏表のない明け透けな性格なのだが、俺の過ごす大学生活においてはあまり良いように働かないだろう。

　高校二年生の時と今では明らかに状況が違うし、自分の学校生活を優先することに何の憂いもない。

「……先輩」

「んだよ」

「困った時、レジュメ見せてあげますよ」

「仕方ねえな一緒に受けるか！」

「駄目だこの先輩早くなんとかしないと……」

　志乃原は頭を抱えて声を上げる。

　この現金な性格を、何とかしてくれるものなら何とかしてもらいたい。

　今度はケラケラと笑い出す志乃原を見ながら、俺はそう思った。




　　　　◇◆




　志乃原と別れて、大講義室の前で俺は佇たたずんでいる。

　遅刻あるあるを言ってやろう。

　大人数が入る講義室。

　二限目の講義が終わるまで、残り二十分。

　そんな状況下で、文系大学生はこう思う。




　──これ、今から友達人数分の昼食席を取っておく方が賢いんじゃね？




　例に漏れず、俺もそう思って踵きびすを返した瞬間、スマホが震えた。

　彩華だ。

『来い』

「怖こええよ……」

　思わずスマホから顔を離した。

　一緒に受ける約束もしていなかったはずだが、いつも彩華にレジュメを借りている恩があるので断れない。

　断ろうとするのも、おかしな話ではあるのだが。

　俺はなるべく音を立てないように講義室の中に入ると、後ろの席の何人かがこちらを見た。

「あいつ、この時間？」とでも言いたげな瞳。

　気持ちは分かる、俺も逆の立場だったらそう思うから。

　この瞬間が嫌だからこそ、大遅刻した時は講義室に入りにくい。

　大体彩華がいつも座っていそうな場所は決まっている。

　真ん中より少し前あたりだ。

　自分の席の横に鞄かばんを置いていて、恐らく俺のために席を取っていてくれたのだろう。

　二十分しかその席を使えないことに申し訳なさを感じながら、背を屈かがめて階段を登っていくと、彩華が俺に気付いた。

　チラリと俺を見てから、無言で鞄を床に置く。

　少し遠いが、せっかく席を取ってくれたのだからと近付くと、途中で袖を引かれた。

「──んっ？」

「やっほ、座りなよ」

　月見里やまなし那な月つきだ。

　会うのは、バレンタインパーティ以来。

　元カノ礼れい奈なと親しげな仲ということが分かったため、どうしてもどこか身構えてしまう。

「いや、俺は……」

　彩華の方を見ると、前に映し出されたパワーポイントを見ながら手をシッシと振っていた。

　どうやら俺が誰かに声を掛けられたことを察したらしい。

　仕方なく横に座ると、那月はクスリと笑った。

「あれ、彩ちゃんのとこ行かなくていいの？」

「お前が呼んだんだろ」

「ジョークジョーク」

「んだよそれ」

　小声でやり取りしながら、鞄を漁あさる。

　中にはノートしか入っていなかった。

「やっべ」

　思わず言葉が漏れる。

　那月はチラリとこちらを見てから「どうしたの？」と訊いてきた。

「いやー……言いにくいんだけど」

「うん」

「筆箱忘れた」

「え、そうなんだ」

　那月は前を見ながら、口元に笑みを浮かべる。

「それで？」

「え？」

　何が言いたいのか分からず、軽く戸惑う。

　頭を掻いて前を向くと、パワーポイントの画面が切り替わるところだった。

　まあ、彩華がいるし安心なのだが。

　それでもおんぶに抱っこは申し訳ないので、次はしっかりノートを取ろうと決意する。

　そこから無言で講義を聞き、時間はあっという間に過ぎた。

　スライドが切り替わる度にシャッター音がどこからか聞こえており、名前も知らないこの教授はかなり緩いのだろう。

「この教授緩そうだな」

　俺が言うと、那月は口元を緩めて頷うなずいた。

「確かに緩そう。これは履修決定かな」

「俺も取るわ」

「卒業まであと何単位残ってるの？」

「四十弱とか」

　そう答えたところで、チャイムが鳴る。

　白紙のノートを鞄にしまったところで、那月が口を開いた。

「ねえ、悠ゆう太たってさ」

「ん？」

「周りに恵まれてるよね」

「まあ、それは思うな。自分でも」

　志乃原、彩華、藤堂と、パッと思いつくだけでも凄すごい面子メンツだ。

「でもなんで急に？」

　訊きくと、那月は首を傾かしげた。

　緩く巻いたパーマの毛先が、静かに揺れた。

　いつも──というほど、那月と過ごした時間は長くないが。

　それでも、那月の雰囲気はこれまでのものと違って思えた。

　少なくとも、以前開催されたテストお疲れ飲み会の時とは違う。

「……どうした？」

「どうしたんだろうね」

「なんだよそれ」

　俺は軽く笑って鞄を背負うと、那月はおもむろに口を開いた。

「でしょ？　言われなきゃ分からないでしょ」

「あぁ、分からないな」

「さっき筆箱忘れた時、どう思った？」

　この質問で、話の流れが大体分かった。

　どういう意図でこの話をしているのかは不明だが。

「困ったと思ったよ」

「ペン借りたいとは思わなかったの？」

「……若干思ったかも」

　那月は息を吐いて、ペンを俺に見せた。

「私は、言われたら貸すよ？　でも、言われなきゃ貸さない」

　そう言って那月はペンを再び筆箱に戻し、鞄にしまい込む。

　席から立って、俺の反対側の通路に身を出した。

「みんながみんな、彩ちゃんみたいな完璧人間だと思っちゃダメだから」

　小さな声は、確かにそう聞こえた。

　──なんでそこに彩華が出てくるんだ。

　気付けば、那月は入り口の人混みの中にいた。

　去り際の言葉が、脳裏に反響する。

「どうしたの？」

　後ろから声を掛けられて振り向くと、彩華が怪け訝げんな表情で俺を見ていた。

「あの子になんか言われたの？」

「え？」

「ぼーっと立っちゃって。丸分かりよ」

　彩華はそう言って、俺が座っていた席の後ろに座った。

「その話をするか、お昼ご飯食べるか。どっちにする？」

「……ご飯」

「うん、わかった」

　腰を上げて、彩華は口角を上げる。

　何かあったことを瞬時に察知し、俺の気持ちにも配慮する。

　──確かに、完璧に見える。

　彩華の反応で、俺は那月が何を言わんとしていたかを察することができた。

「なあ、なんでお前って俺のことこんなに分かんの？」

「何よ急に。あんたも私のこと分かってるじゃない。それと同じよ」

　……俺は彩華ほど、気配りができた覚えはないが。

　付き合ってきた年月と、時間の濃さが互いにそうさせてるのかもしれない。

　周りからすれば、俺も彩華に対して気配り上手に見えたりするのだろうか。

「俺たちって完璧な仲かなあ」

「完璧ね。今から私は奢おごられるわけだし」

「へ？」

「私に講義二つ分ノート取らせたんだから、明日までお昼奢ってね。素晴らしい関係だと思うわ、これ」

「ああ、ある意味完璧かもしれない……」

　俺は財布を取り出して、通路に足を踏み出す。

　彩華は口元を緩めて、「今日なに食べる？」と訊いてくる。

　いつもの日常で、幸せな日常。

　大学生活が総じて良いものだと言えるのは、確かに周りの人のおかげだ。

　たとえそんな日常が、俺を駄目にしているのだとしても。

　那月の提言で、そう思った。




　　　　◇◆




「うーん、やっぱ安い割に美味おいしいわよね」

　彩華は食堂でカレーを頬ほお張ばりながら言った。

　テラスやその他お洒落しやれなスペースは、短時間で人が埋まる。

　そんなわけで、講義終わりに五分程度ロスした俺たちは、安くて美味うまい食堂に来ている。

　この食堂が一番安く、そして広い。

　それでもあと二、三分到着するのが遅かったら二人で座る場所を見つけるのに苦労していただろうから、いかに人が多いのかが分かる。

　改めて、大学は高校と規模が違うと感じる。

「ラーメン美味しい」

「……麺伸びまくってるけど大丈夫？」

「んー」

　俺はソシャゲのガチャを引きながら、麺を啜すする。

「げっ外れた」

「聞いてんの？」

「聞いてるよ。案外美味いよ、食う？」

「遠慮しとく。ここじゃ目立つし」

　食堂でなければ食べていたということだろうか。

　俺はチャーシューを口内に放り込み、スープを飲んだ。

「そういや、ゼミいつから始まるんだっけ？」

　彩華の問いに、俺は一旦お箸を置いて答える。

「再来週からとかじゃなかった？　確か一回目が休講になってたはず」

　俺の学部では、一年毎ごとにゼミに入ることが推奨されている。

　去年行われた面接をクリアし、俺と彩華は同じゼミに入ることが決まっていた。

　一年間に取得できる単位数が決まっている中で、ゼミは特別枠としてその制限下には入らない。

　だから早く卒業単位を満たしたい人はゼミに入るのが通例だ。

　ゼミはサークル以外に人との関係を構築できる集まりでもあるので、交友関係を広めたいという目的で入る人もいる。

　高校のクラスのように当たり外れはあるものの、俺もあのコミュニティは嫌いじゃなかった。

「へー、助かった。今週から忙しいから課題のある講義があると嫌なのよね」

「何かあんの？」

　俺が訊くと、彩華は苦笑いした。

「あんたもあるでしょ。サークルの新歓よ」

「ああ……」

　言えない。いつも活動に参加するだけで、運営側に回ったことがないなんて。

　新歓とは、高校でいう仮入部みたいなもの。

　サークルの数は部活のそれと桁が違う。

　だがどのサークルも、新歓で行う内容は大抵同じ。

　それがサークル活動後に行われる、アフターと呼称される飲み会だ。

　目的は、親交を深めること。サークルによっては、一年生に一切アフターの費用を求めないところもある。

　その分上級生は多めに払うわけで、俺の財布にはそこまでのゆとりがないわけで。

「あんたも一年生の時沢山奢ってもらったんでしょうが。受けた恩は下の世代に返しなさいよ」

「わ、分かってるよ」

「ダウト」

「ぐっ……」

　正直、奢る相手が友達だったら奢り甲が斐いもあるのにと思ってしまう。

　まだ顔も知らないような人へ奢ることに抵抗感を覚えるだけで、仲の良い相手ならその限りじゃない。

　クリスマスシーズンの際は志乃原にだって奢ったし、彩華にも何回も奢っている。

「私が奢られてるのは大抵あんたに非がある時だけどね」

「何でさっきから俺の思考読んでんの!?」

「ただの勘よ」

　そう言って、彩華は席を立った。

　勘で思考を読まれては堪たまったものじゃないが、今に始まったことでもない。

　彩華とは、高校時代から様々なことがあったのだし、不思議じゃないと思う。

　色んな出来事を乗り越えて、ここまで来た。

　だからこそ今の仲があるということは、俺にだって分かる。

　だがこの仲を実感する度に、思い出してしまいそうだ。




　──みんながみんな、彩ちゃんみたいな完璧人間だと思っちゃダメだから。




　月見里那月の提言。

　あれが、何を意味するか。

　何が言いたかったのか、そのことを。

「あんたも来る？　うちのサークルの新歓」

　そんな彩華からの誘い。

　だが那月の提言は、彩華といる時間を減らす理由には到底なりはしない。

　それとこれとは、また別の問題だ。

「私今日が初めての副代表なんだけど、ちょっと心細いのよね。人手も足りないし、付いてきてくれたら何か奢ってあげようかしら」

「仕方ねえな！」

「はい釣れたー」

　彩華は口角を上げて、お盆を戻すため返却棚へ歩き出す。

　ただ歩みを進めるだけで様になり、他のテーブルに座る人たちの何人かが彩華を目で追う。

　そんな存在が、俺の一番の理解者だなんて。

　彩華の背中に付いて行きながら、俺は思った。




　──そりゃずっと一緒にいれば感覚も麻ま痺ひするわ、と。
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　彩あや華かは複数のサークルに入っているが、全ての活動に注力しているわけではない。

　ゼミにバイトに学部の友達、その他にも交友関係がある中で複数のサークルに注力していては、時間がいくらあっても足りないだろう。

　よって、彩華が注力しているサークルは一つ。

　三年生から副代表を務めることになった、アウトドアサークル『Green』だ。

　二年後期にあったテストお疲れ飲み会を開催していたのも、このサークル。

　所属前に集められるエントリーシートには顔選考があったりとブラックな噂うわさもあるサークルだが、メンバー自体は気さくな人が多い。

　それはテストお疲れ飲み会に参加した俺が実感済みだ。

　彩華の紹介で参加してたということが周りに認知されていたからかもしれないが、みんな積極的に話しかけてくれて楽しい時間だった。

「悠ゆう太たも大変だね」

　那な月つきが公園にブルーシートを敷きながら、苦笑いした。

「別に、普通だよ」

「普通かなあ。入ってもないサークルの新歓のお手伝いとか、私だったら絶対やだけどなー」

「手伝いも悪くないよ、色んな人と話せるし」

　言ってから、そんな殊勝なことを思った覚えがないことに気付く。

　彩華ほどではないが、俺にも外行きモードのスイッチが入っているようだ。

「悠太が話したいのは彩ちゃんだけじゃん」

「んなことねーよ。那月もいるしな」

「あっ、そっか。私もいた」

「なんだそれ」

　俺は笑いながらブルーシートの上に鞄かばんを置いて、一旦固定する。

　十人以上が難なく座れそうなブルーシートが、この公園にはいくつも置かれている。

『Green』だけではない。

　他のサークル、他の大学でもこの時期はみんな新歓シーズン。

　場所もお店を除けば限られているので、必然的にこういった場所には様々な集団が集まってしまうのだ。

「このサークルは良いところだよ」

　俺が言うと、那月は肩を竦すくめた。

「分かんないよ？」

「なんで？」

「良いサークルだったら、礼れい奈なは残ってたと思うから」

　──作業している手が一瞬止まる。

　那月の方を見ると、黒縁眼鏡の奥から、くりんとした瞳が俺を覗いていた。

「バレンタインパーティの時、ごめんね。礼奈呼んだりして」

「……別にいいよ。友達付き合いにも、色々しがらみあるだろうし」

「うん。その、訊きいていい？　礼奈となに話したか」

　那月の瞳が、少し揺れる。

　ただの興味本位では無さそうだ。

　那月は誰かを心配しているような表情を浮かべている。

　俺の心配か、礼奈の心配か。

　答えは──恐らく決まっている。

「あっ君がユータか！」

　聞き慣れない声が俺を呼んだ。

　振り向くと短い黒髪をパーマにした男がこちらに寄ってくる。

　背は少し低く、頭部が俺の顎あたりの位置だ。

「彩ちゃんから聞いてるよ。今日は手伝いに来てくれてありがと！」

「え、とんでもないです。以前飲み会に参加させてくれたお礼ですから」

　俺がそう返事をすると、那月が横から入ってきた。

「悠太、この人がこのサークルの代表だよ。樹たつきさんっていう、一個上。ちょっと老けてるけどね」

「最後の言葉余計すぎだろ！」

　樹さんが噛かみ付くようにツッコむ。

　那月が悪戯いたずらっぽく笑うことから、二人の仲は結構良いのだろう。

　先程那月がここは良いサークルではないというニュアンスの発言をしていたことは一旦忘れることにする。

　樹さんといえば、テストお疲れ飲み会の時に話す機会はなかったものの、名前だけは飛び交っていた人だ。

　彩華が乾杯の音頭をとったのも、代表の樹さんが指名したからだったと記憶している。

　それにしても、一個上ということは大学四年。

「就活とかの時間は大丈夫なんですか？」

　俺が訊くと、樹さんはピタリと動作を止め、那月は吹き出した。

「那月といいユータ君といい、どんだけ俺の第一印象を貶おとしめたいのかな……ダブったんだよ悪かったなー！」

「げっ」

　思わずそんな声を出して一歩下がる。

　留年してもう一年大学に在籍することが確定したため、就活ができないのだろう。

　そこでできた暇をまたサークル代表の業務に使っているというわけだ。

　樹さんは俺の反応に傷付いたような表情を浮かべた。

「いやだって、留年したらもう一回代表を務めるくらいしないと周りとの差を埋められないでしょ？　元々ガラじゃなかったけど仕方ないんだって」

　樹さんの言葉に、那月は若干呆あきれたような口調で返す。

「そんなこと初対面で言われて、悠太も困っちゃいますよ」

「ちょっと黙ってて、俺はユータ君と話してるんだから！」

「そのユータ君を呼んだ人が来ましたから、二人にしてあげましょうって」

　那月の言葉で振り向くと、彩華が苦笑いして立っていた。

「すみません樹さん、私から紹介したかったんですけど」

「いいって、こっちは手伝ってもらってる立場なんだから。お礼に新歓交ぜてあげたら？　会費も貰わなくていいからさ」

　樹さんはそう言って俺を見る。

　俺はブルーシートを敷いたり、宴会のための買い出しをしたりと、大した準備はしていない。

　それでもお礼をされることに悪い気はしないので、「ごちそうさまです！」と口角を上げた。

「いいってことよ。珍しいからなー、彩ちゃんが誰かを連れてくるなんて」

「あはは、こいつの友達増やしてあげたくて」

　樹さんの言葉に、彩華は笑って答えた。

　……人手が欲しいだけだと言っていた気がするが、彩華も今は外行きモードなので黙っておく。

　那月と樹さんが去っていくのを見ながら、俺は口を開いた。

「……誰の友達を増やすって？」

「しらなーい」

　彩華ははにかんで、ブルーシートに腰を下ろした。

「私、この場所結構好きなの」

「ブルーシートが？」

「ちっがうわよ！」

　彩華は大きな声を出した後、「あっ」と声を漏らして振り返る。

　周りは新しいブルーシートを敷いていたり、買い出しした物を並べていたり、談笑していたりと俺たちの会話に気付いた様子はない。

「別に今の会話くらいなら聞かれていいだろ」

「まぁうん、これくらいなら別にいいんだけどね。あんまり親しくする様子見せて、他の人に何か言われたら嫌だもの」

「そんなの、お前なら何も言われねーだろ」

　高校二年生の時とは、状況が違う。

　大学生となれば周りも精神的に成熟した人が多いし、なによりこのサークルに二年間所属している彩華は、皆みんなから信頼されているのが俺にも伝わってくる。

　テストお疲れ飲み会の時もそうだし、学内を二人で歩いていても彩華は声を掛けられる頻度がとても高かった。

「あんたについて何か言われるのが嫌なのよ」

「俺？」

　きょとんとすると、彩華は息を吐く。

「そうよ。なによ、文句あるの」

「いや、文句というか。それなら俺をここに連れて来なきゃ済む話じゃんって思って」

　今までだって彩華のサークルへお邪魔することは殆ほとんどなかったし、むしろ周りに誰かがいる時は自分からあまり行かないようにしていた。

　彩華の誘ってくる合コンがいつも知らない面子メンツばかりだったのも、元々在った自分の居場所と俺との居場所を棲すみ分けたいという心の表れだと思っていたからだ。

　だが、少なくとも今の彩華はその頃とは違うらしい。

「私の好きな場所を、あんたも好きになってくれたら嬉うれしいって思ったの」

「……くそ照れるんだけど」

「別に他意はないわよ」

　彩華はこともなげに言って、腰を上げる。

「休憩終わり。私また買い出し行ってくる」

「……い、いてら」

　彩華の遠くなっていく背中を見て思った。

　──他意はなくても、照れるものは照れる、と。




　　　　◇◆




『Green』の新歓開始の時間まで、あと五分。

　既にブルーシートは殆ど埋まっており、ここにいる人だけで恐らく八十人を越える。

『Green』メンバーと入学して日も浅い一年生以外に、俺のような誰かから招待された人間も何人かいるようだ。

　これで『Green』のメンバーの半分以上が、別の場所で飲み会を開いているというのだから、大学随一の規模というのも頷うなずける。

　そんな大きなサークルの副代表を務める彩華は、俺が思っている以上に大変なのかもしれない。

「そろそろ乾杯の音頭とるから、行ってくるね」

「……こんな大勢の前で？　まじで？」

「テストお疲れ飲みの時も同じようなもんだったわ。急に振られないだけマシよ、今日は事前に決まってたから」

　そう言って、彩華はビールを片手に皆んなの注目を浴びやすいような場所へ移動していく。

　……俺なら絶対に無理だ。

　俺の所属しているサークルは、飲み会の挨拶も適当に始めてしまうので、たまに乾杯の音頭をとることはあっても気楽なものだった。

　だが改まった場を用意されてしまうと、絶対に緊張してしまう。

　大人数の前となればなおさらだ。

「あ、那月」

　少し離れた場所でお酒を配布している那月に、手を振りながら声を掛ける。

　あらかたお酒は配り終えたようで、手には二本の缶しかない。

「おっ、お酒がご所望かな？　なにがいい、ビール？　角ハイ？」

「ビールで！」

「分かった角ハイね！」

「おーい、日本語大丈夫？」

　俺は角ハイボールを受け取りながら笑う。

「最初の一杯目がビールだと誰が決めた！党に入ってるからね。悠太にも賛同してもらうための賄賂だよ～」

「賛同するからビールくれぇ」

「だめー、実を言うとビールは人気だから会費を払っていない悠太にはあげられないのでーす」

「痛いとこつくな！　あとで彩華に払うっての！」

　樹さんは会費は貰わないと言ってくれていたが、少しは払うつもりだ。

　あれから事前準備なんて殆ど無く、ブルーシートを敷いた後雑談に交ざったりしただけだったので、さすがに樹さんの言葉に甘えるのも申し訳ない。

　知らない人との雑談に交ざるのもそれはそれで体力を消耗したのだが、そこは言っても仕方ない話だ。

「冗談冗談。招待客として楽しんでね」

　那月は缶ビールを置いてウインクする。

　それが何な故ぜかおかしくなって、肩を震わせて笑ってしまう。

　那月とも礼奈の関係で色々あるかもしれないが、それとこれとは別の話。

　久しぶりに漫画の話でもしたいなと、俺は那月のためにスペースを空ける。

「最初の時間は、前みたいに一緒に飲もうぜ」

「わお、お誘いかな？　いいねいいね、それではお言葉に甘えまして」

　那月が腰を下ろすと、ふわりとフローラルな匂いがする。

　マッシュボブの茶髪が灯あかりに反射して赤く染まって見えた。

「ねね、後で私の後輩が来る予定なんだけど、その子も交ざっていい？」

「いいよ、その頃には酔いが回って俺も気さくになってるはずだから」

「またまたぁ、悠太結構フレンドリーでみんなも仲良くしやすいと思うよぉ～」

　那月は角ハイボールを手に取りながら、楽しそうに笑う。

　フレンドリーに見えるのが俺の努力の成果か那月のお世辞か分からないが、この場ではその言葉もありがたく頂戴しておく。

「はーい、皆さん注目ー！」

　よく通る男の声がして、皆んなそちらに注目した。

　樹さんと彩華がブルーシートに囲まれた真ん中の位置に立ち、他のメンバーを座らせていく。

「……あんなどこからも視線浴びる場所に立つとか、きっついな」

「私もあーいうことしたくなかったから、役職付きになりたくなかったんだよね。あの二人には感謝だわー」

　那月の発言に、俺も頷く。

　逆の立場でも十中八九そう思うことは自分でも分かる。

「今日は『Green』の新歓に来てくれてありがとうございます～代表のタツキっていいます！　今日は楽しんで帰ってくださいねー！」

　樹さんの言葉に、サークルのメンバーは缶ビールなどを掲げて応える。

　一年生たちもジュースやお茶を持って戸惑いがちながらも盛り上がった。

　言ってることは普通なのに、雰囲気作りは中々のものだ。

　それもこのサークルが醸し出す一体感というものだろう。

「ここに交じってる俺って一体なんなの」

「皆んな大好き副代表のお友達だよん」

「その副代表のお言葉をありがたく頂くとしますかね……」

　彩華の方を見ると、パチリと目が合う。
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　一瞬彩華は口元を緩めかけたが、首を振ってそれを止める。

　那月は横で「さすがに緊張してそ～」と笑った。

　樹さんはその後も何か話しているようだったが、全然聞いていなかった。

「皆さん、今日は『Green』の新歓に参加していただいてありがとうございます。副代表の彩華です」

　彩華が名乗ると、辺りからは盛り上げようとする掛け声や、一年生たちの「やばっめっちゃ美人！」などの声が聞こえてきた。

「……さっきから思ってたけど、なんで自己紹介で名前だけなの？」

「フルネームだと人数多すぎて覚えられないからねー」

　那月は自分の胸に付けているガムテープを見せてくる。

　ガムテープには『ナッツー』と書いてあり、那月のニックネームだと分かる。

　辺りを見渡してみると、サークルメンバーは皆んな胸の位置にガムテープを付けていて、一年生に名前を覚えてもらおうとしているようだ。

　一年生にも同様にニックネームを訊きいた後にガムテープを渡し、会話をする際逐一名前を訊かなくても済むようにしている。

　初対面の人間を一度の歓迎会で覚え切るのは至難の業であることから、多くのサークルではこの方法を採用している。

　コスパ良しの、単純だが効率の良い方法だ。

「このサークルは『Green』っていうんですけど、実はちょっとした由来があるんですよ」

　彩華が言うと、横にいる樹さんは「えっ!?」と驚いた声を上げる。

「なんで知らないんですか……」と彩華が呆あきれた声を出すと、那月を含めサークル員たちにかなりウケていた。

「由来といっても、そんな大したものではなくて。うちはアウトドアサークルなので、時には山に行ったり、海に行ったりするわけです」

　彩華の言葉に、俺は「そうなの？」と那月に訊く。

「一年に二回くらいね」というのがその問いへの答えだった。全然アウトドアしてないじゃないか、という言葉は何とか胸にしまっておいた。

「要するに、自然っぽい雰囲気って緑っぽくない？　というのが由来です。こんなに適当なものでごめんなさい。なんでもそれを最初の新歓で伝えるのが、このサークルの習わしみたいで」

　彩華が少し苦笑いしてみせる。

　俺がよく見かける苦笑いと違い、周りからの見み栄ばえを意識した表情だ。

　その甲か斐いもあり、男子を中心に大いに盛り上がっている様子。

　仮に俺が『Green』の由来を説明していたとしたら、恐らく雰囲気は死んでいた。

　樹さんは彩華の手腕に感謝するべきだ。

「自然に触れるのは、私たちが社会人になってもできます。でも同世代が、この人数で同じ場所へ行くという経験は、きっとこの大学生活が終われば難しいと思うんです」

　──それは確かにそうだろう。

　社会人になって大人数で旅行に行くとなれば、すぐに思いつくのは社員旅行。

　だがそれも仕事仲間との旅行で、関係性も違えば世代も違う。

　大学という括くくりがあるからこそ、叶かなうこともある。

「好きな人たちと旅行に行くのは、もちろん楽しいです。でも、このサークルの良いところは大人数で旅行できるというところ。自分で選んだ仲の良い人たち以外とも、一緒に過ごすことができるところ」

　俺には、その良さを完全に理解することは難しいかもしれない。感じ方も人それぞれだろう。

　だがこうしたアウトドアサークルの新歓に好んで来るような一年生にとっては、嬉うれしい文言になっているに違いない。

　俺のような人間が交ざっているのがおかしな話なのだ。

　実際、一年生らしき学生たちは目を輝かせている。

「それはきっと唯一無二の経験になって。きっと良い財産になると思います。なってますよね？　メンバーの皆さーん！」

　彩華がサークル員に呼び掛けると、皆みんな一斉に「おー！」と応える。

　その中には一年生も交ざっていて、横のサークル員にツッコみを入れられてはしゃいでいたり。

　サークルのＰＲと共に、雰囲気も確実に盛り上がってきている。

「私たちと一緒に過ごしたい！　この新歓を通じてそう思ってくださった方は、ぜひエントリーシートを出してくださいね。私、楽しみに待ってます！　それでは──」

　彩華は満面の笑みでビール缶を掲げる。

　皆んな口々に声を上げながら一斉にビール缶、角ハイボール、ジュースにお茶を掲げた。

　桜の木々の傍かたわらで、大人数の大学生が同じ人物を見て、同じように何かを掲げている。

　興奮が隣から隣へと伝染し、今か今かと彩華を凝視する。

　皆んなが、彩華の一声を待っている。




「──乾杯！」




「「乾杯[image: かんたんふ]」」




　たった二文字の言葉が一斉に、あちらこちらで飛び交った。

　皆んながそれぞれの飲み物を当てていき、「よろしくー！」と笑い合う。

　俺のサークルでは、到底あり得ない光景が目の前に広がっている。

　仮に俺がこの光景を傍はたから見ていたら、一体どう思っていただろうか。

　また大学生がはしゃいでる。

　また大学生がよく分からないノリでお酒を飲んでいる。

　そんなことを思っていたかもしれない。

　だが、この場に参加した俺は、少なくとも。

「那月、ごめん！　ちょっとだけ抜ける、場所取ってて！」

「えっもう？　女の子を一人にしないでよー！」

　その言葉を背に、俺はブルーシートの真ん中へと歩いていく。

　──見つけた。

「よっ」

　俺の声に振り向いた彩華は、驚いた表情を見せる。

　これから色んなサークル員や一年生たちと乾杯しようと、挨拶回りに行く前だったようだ。

「え、あんた那月は？」

「一番先にお前と乾杯する」

　そう言うと、彩華は目を丸くした後、吹き出した。

「あはっ、なにそれ。変なの」

「うっせ。ほら、乾杯」

　缶ビールを突き出すと、彩華は頬ほおを緩めてから口を開いた。

「仕方ないわね。……乾杯っ」

　コチンと、軽く缶同士が触れ合う。

　たったそれだけの動作。

　こんな状況下でも、この動作だけはどこにでもありふれているもの。

　珍しくも何ともない、普段なら軽く流して終わりの、日常的な一幕。

　それなのに、無性に嬉しくなってしまうのは──

「ばーか。早く戻りなさいよ」

　──同じように嬉しそうな表情をするやつが、俺の目の前にいるからだ。




　　　　◇◆




「ほんとあの漫画化けたよねぇ、週刊連載された当初には全然想像も付かなかったよ」

　那月は二杯目となる角ハイボールを飲み干す。

　同じタイミングで、俺も二杯目のビールを空にした。

「わお、同じタイミング。合わせた？」

「図らずもミラーリング効果になっちゃったわ」

「うーんイマイチ！　全然だー、私を口説きたいならもっと相手の心を尊重すべきだよぉ」

「図らずもって言ったろうが！」

　俺は缶をクシャリと潰してから、那月が空けた缶も引き取る。

「いいの？　それではお言葉に甘えまして」

「何も言ってねえよ。これはさっきのお詫わびも含めてな」

「さっきのお詫びって、彩ちゃんに会いに行って私を置いて行ったこと？　安い安い、私はこんなんじゃ許しません」

「次は何飲む？」

「角ハイボール！」

　そう言いながら、那月は俺に手を振って見送ってくれた。

　さすが最初の一杯目がビールだと誰が決めた！党だ。

　先ほどからずっと角ハイボールしか飲んでいない。

　空き缶を持ってサークルの用意したゴミ袋に向かっていると、あちらこちらで笑い声が聞こえてくる。

　規模の大きな公園で住宅街が見える距離ではないため、皆んな普段より大きな声を出しているのだろう。

　まだ日も暮れていない時刻だが、宴会はとても盛り上がっている。

　缶が纏まとめて百本以上置かれているエリアに到達し、角ハイボールを二本頂戴する。

　那月の元への帰り際、彩華が一年生グループに顔を出しているのが見えた。

「そうそう、私も途中でマークミスに気付いた時があって──」

「えっアヤカさんもですか？　なんか親近感──」

　どうやら彩華を始めとするグループは、受験の話題で盛り上がっているらしい。

　この時期の一年生が上級生との話題で最も盛り上がりやすい話題は、恐らく大学受験の話だろう。

　俺もサークルの新歓ではやたらと上級生に受験の話題を出されたが、あれは一年生に喋しやべらせて緊張をほぐそうとしてくれたのだと、今彩華の姿を見て思い至った。

　新歓に参加したサークル全てに入るわけではないのであの時の上級生の連絡先は知る由もないが、心の中で感謝する。

　元いた場所へ戻ると、那月がスマホで桜を撮っているところだった。

「お待たせ、何やってんの」

「見ての通り、桜撮ってるの」

　那月はシャッターボタンを慎重に押して、写真を撮る。

　画像を見ると、丁度天に昇り始めた月が桜を見下ろすような構図となっている。

「へえ、いい感じじゃん。投稿するのか？」

　良い雰囲気を醸し出す写真は、ＳＮＳ上でも人気を集めやすい。

　那月ともＳＮＳのアカウントは繋がっていて、たまにお洒落しやれな投稿をタイムラインで見かけていた。

　だが、那月は首を横に振る。

「ううん。こういうのは、いいんだ」

「こういうのって」

「うーん。こういう、自然の風景とか」

　その言葉で、何気なく那月の投稿を、自分のスマホでサラッと見返してみる。

　確かに投稿されているのはカフェやイルミネーションの写真ばかりで、自然がメインになった写真は一枚もない。

「悠太さ」

「ん？」

「私の苗みよう字じ覚えてる？」

　那月はスマホをスクロールしながら、問い掛けてくる。

「月見里やまなしだろ。変わった苗字だよな」

　那月に角ハイボールを渡しながら答える。

　比較的人の名前を覚えるのが苦手な俺も、那月の苗字はすぐに覚えてしまうほど印象的だった。

　那月は頷うなずくと、三本目となる缶を開ける。

　プシュリと、炭酸の抜ける音が鳴った。

「私ね、この苗字とっても好きだったの」

　俺も無言で缶を開け、ハイボールを喉に流し込む。

「月が見える里では、山がない。だから、月見里。締めには美しい月で、那月。ほんと、何て素敵な名前を貰ったんだろうって、ずっと思ってた」

　初対面の時にも、全く同じことを俺も感じた。

　こんな情緒深い名前、そうそう耳にする機会はないだろうと。

「でもね、最近は好きじゃないの」

「え？」

　那月はスマホの電源を落として、ポケットの中に入れる。

「月ってさ、太陽の二番手でしかないの」

「二番手って？」

「だって、太陽の光が無かったら、月は輝けないから」

　月が輝くのは、太陽の光を反射しているおかげ。

　それ自体は、那月の言う通りだ。

　子供だって、そのことは理科で習っているだろう。

「そこが月の良いところなんじゃないかな」

　俺が言うと、那月は少し驚いたような表情を浮かべた。

「月にしかない良いところも、あるだろ」

　太陽の光は、目が眩くらんでしまう。

　それよりは、直接見ることのできる月光の方が、俺は美しいと思う。

「……酷ひどいこと言うね」

　那月は小さく呟つぶやき、ハイボールを呷あおるように飲んだ。

　何が酷いと感じられたのかは分からない。

　ただ頷いて欲しかっただけの話に、水を差してしまったのかもしれない。

「ごめん」

　一応謝ると、那月も首を振った。

「ううん、こちらこそ。忘れて、今の話は」

　那月のマッシュボブが紅あかく光る。

　先ほどの光より増して紅く見えるのは、街灯のせいだろうか。

「このハイボール何パー？」

　那月が明るくアルコール度数を訊きいてきた。

　宣言通り、今しがたの会話からは気持ちを切り替えたらしい。

　普段の俺なら要領を得ない会話から勝手に切り替えられてもと思うかもしれないが、幸い少し酒も回っている。

　缶を確認してみると、アルコール度数は９％と表記されていた。

「９パーだな。三杯くらいがほろ酔い気分になれて丁度いいな」

「うんうん、分かる。ほろ酔い３％とかだと、全然酔えないんだよね」

　アルコールの許容量などは個人差が顕著に表れるものだが、俺は人並みよりは強いと自負している。

　那月も十中八九そうだろう。

　なので俺もこのまま四杯目へと突入したいところなのだが、後ろ髪を引かれる思いがあった。

　彩華との温泉旅行では、自分のアルコールの許容量を見誤って爆睡してしまっている。

　暫しばらく酒は控えようと思っていたのに、もう飲み会に参加してしまっているが、せめて量くらいはセーブしておかないと、あの時の自分はただの間抜けだ。

「どう、四杯目いく？」

「いやー、うーん。まだ三杯目残ってるし、今のところ大丈夫かな」

　俺が断ると、那月は「ちぇー」と唇を尖とがらせた。

　見たところ、既に那月の缶は空になっている。

「アルハラ禁止。このサークルでも、そのルールは適用されてるだろ」

「そりゃ、彩ちゃんからは人にアルハラしないようにきつーく、きつーーく言われてるけどさぁ。でも悠太だし、もうちょっと飲めることは知ってるし？」

「はいはい、じゃあやめようねー」

　俺はチビチビとハイボールを飲む。

　少し物足りない気もするが、これはこれで中々美味おいしいものだ。

「先輩、ぐいっとぐいっと！」

「だからアルハラ──」

　言いかけて、口に含んだハイボールを吹き出した。

「ぎにゃあ!?」

　俺のことを先輩というやつなんて、この大学には一人しかいない。

　目の前には、小悪魔な後輩が転がっていた。




　　　　◇◆




「おま、なんでここいんだよ！」

　俺が大きな声で訊くと、志し乃の原はらは大いにショックを受けた表情で口を開いた。

「い、いるだけで恫どう喝かつされる私って一体……」

「あっ、いや。……ごめん」

　謝罪したが、志乃原はむくれながら腕をジタバタとさせた。

「最近先輩と全然距離縮まってる気がしないー！」

「今それを言うなって色々誤解受けんだろうが！」

　那月に何か弁解しようとして振り向くと、彼女は俺ではなく志乃原を見ていた。

　黒縁眼鏡の奥にある目が少し細まった気がして、思わず背筋を伸ばす。

　志乃原がこれ以上何か口走らないようにここから遠ざけようと、二人の間に割って入った時、那月が口を開いた。

「──真ま由ゆ、遅いよ。待ちくたびれたんだから」

「あっ、お待たせです那月さーん」

「……はい？」

　思わず間抜けた声が漏れた。

　那月の手は俺を通り越して、志乃原のヘアピンに触れる。

「しかも、ヘアピンがちょっとズレてる。さては焦って走ったなぁ？」

「焦っていましたけど走ってはないですよー。疲れちゃいますからね」

「そう言ってバイト遅刻してきたの思い出した」

「ちょ、あの時はちゃんと走ってましたしギリギリ間に合いましたから！　記憶改かい竄ざんしないでくださいよ！」

「そうだっけー」

　那月はからかうように口元に笑みを浮かべた。

　そして、ふとこちらを見上げる。

「ところで、二人は知り合いなの？」

　那月の問い掛けに何と答えるか迷っていると、先に志乃原が言葉を返した。

「私が訊きたいですよそれ。先輩もいるって知ってたら、ちゃんと走ったんですけど」

「ねえそれどういう意味～？」

　那月が眉間に皺しわを寄せて志乃原の頬ほおをつねる。

　いつどのタイミングで知り合ったのか定かではないが、俺が思っているより二人の仲は深そうだ。

　だが、その理由はすぐに分かった。

「先輩、那月さんが前に言ってたバイトの人です。温泉旅行一緒に行った人」

「……あれ那月のことだったのか！」

　バイト先を辞めてしまった人がいる。その人の連絡先を知らないから、もう会えないんじゃないか。

　彩華との温泉旅行の前、志乃原は憂鬱な面持ちでそう呟いていた。

　──そして彩華との温泉旅行中、一度志乃原と邂かい逅こうした際。

　まさにその人と一緒にここへ来ていると、志乃原は言っていた。

　あれらが、全て那月についてのこと。

　……それは俺にとって必ずしも良いこととは言えなかった。

　理由はいくつかあるが、最も顕著なのは午前中から抱いているとある疑念だ。

　だが、その疑念についてはあまり深く考えたくない。

　今の俺にとって、この場を無難に過ごすことが吉のような気がする。

「二人はどういう仲なの？」

　だからこの那月の質問には、慎重に答えたい。

　俺は一度押し黙り、考えを巡らせる。

「私たちは何を隠そう、元恋人に浮気をされたもの同士です！」

　…………終わった。

　那月は俺の元カノが誰なのかを知っているため、志乃原の言葉に対して笑みを浮かべるのが難しそうに、口元をひくつかせた。

　志乃原もまさか、目の前にいる那月が俺の元カノと知り合いだなんてことは、思いも寄らないだろう。

　知り合いどころか、バレンタインパーティのことを思い返せば、礼奈と那月はきっとかなり親密な友人関係だ。

「そ、そっかぁ。真由浮気されたんだね、意外」

　那月の言葉に、志乃原はうんうんと首を縦に振る。

「そうなんですよ、まあ私の気は済んだのでもういいんですけど。那月さんにはこれ話したことありませんでしたっけ？」

「ないない。そんな話、一度聞いたら絶対食いついちゃうもん」

「でもここにいる先輩は、一度華麗にスルーしましたけどね」

　志乃原は口角を上げてから俺の方を窺うかがう。

　クリスマスイブに初めて二人で食事をした日のことを言っているのだろう。

　一人八千円のクリスマスコースは、まだよく記憶に残っている。

「スルーしたわけじゃねえよ。他の話で盛り上がっただけだろ」

「それ全然弁解できてなくないですか？」

　志乃原の呆あきれたような口調に、那月も頷うなずく。

「うん、今のは全然できてなかった」

「那月もこいつにノらなくていいから」

　俺は息を吐いてみせて、続けて言った。

「合流したら二人で抜けるって話じゃなかったっけ？」

　志乃原がここを訪れたのは新歓に参加しにきたわけではなく、那月に会うためだ。

　このまま二人でどこに行くのかは知らないが、なるべく早く抜けてほしいというのが正直なところ。

　何せ、このサークルの副代表は──

「彩ちゃーん、私ちょっと抜けるね！」

　那月が大きく手を振ると、遠くから「おっけー！」と明るい返事だけが届いた。

　人が混雑していて姿は見えないのが幸いか。

　彩華のグループは座って話をしているはずなので、俺たちが近付かない限り姿が視界に入ることはない。

「誰に許可取ってるんです？」

　志乃原の何気ない質問に、那月は「同い年の副代表！」と答える。

　気が気でない俺を他所よそに、志乃原は感心したように「おおっ」と目を丸くした。

「しっかりした人なんですね。こんな大人数のサークルを動かすなんて」

「まあね、私と違ってしっかりしてそうな人よ」

「確かに、那月さんとは全然違いますね」

「そこ、認めるな！」

　那月はビシッと指差して咎とがめる。

　志乃原はそれに悪戯いたずらっぽく笑ってから、俺を改めて見つめてきた。

「てか、先輩はなんでいるんですか？　『start』の新歓じゃないですよね、ここ」

「あー……ちょっと新歓の準備を手伝っててさ」

「ほぇ、めずらしっ。先輩がボランティアに参加するなんて」

「お前は俺をなんだと思ってんだよ……」

　お金が絡むことに普通の人より執着するのは、一人暮らしの学生からすれば当然のことだ。

　誰でも志乃原ほどお金に余裕があるわけではない。

　……もっとも、こうしてボランティアをお金と結び付ける思考回路を有している時点で、自身に適性がないことは重々自覚している。

「ほんと悠太は彩ちゃんに弱いよね、私だったら絶対断ってる」

　──那月からすれば、恐らく当たり障りのない発言だったのだろう。

　だが志乃原の陽気で人懐こい笑顔が、僅かに強こわ張ばったのを俺は見逃さなかった。

「那月さん。その〝彩ちゃん〟って──」

「あら、志乃原さん」

　ドキリ。

　辺りはいつの間にか薄暗く、街灯に頼らなければ遠くを視認することが困難な環境。

　そんな環境下で、俺は接近してくる存在に気付くことができなかった。

　二人が例の旅行で邂逅しなかっただけで、運を使い果たしていたのだろう。

　──それは俺が知っている中で二度目となる、志乃原と彩華の邂逅だった。




　　　　◇◆




「……彩華先輩」

　志乃原は憮ぶ然ぜんとした面持ちで彩華を凝視する。

　以前邂逅した時と何ら変わらない雰囲気が二人の間に流れた。

　だが今は、あの時の状況とは大きく違う。

　ここは俺の家ではなく、周りに大勢の人がいる。

　そのことをお互い認知しているのか、両者は口を開かずに見つめ合う。

「彩ちゃん。私、ちょっと抜けるから」

　那月が横から、申し訳なさそうな声色で伝えた。

　彩華は那月にニコリとして、「わかった！」とだけ応える。

　そして次に俺へチラリと視線を送ってくるが、志乃原がそれを遮った。

「先輩も行きましょ！」

「いや、俺は──」

　断ろうとすると、後ろで彩華が首を横に振った。

　行ってこいということだろう。

「──行くって、どこに」

「んー……ラーメン？」

　行き先は考えていなかったのか、志乃原は絞り出すように言う。

「もう腹一杯だっつーの」

「この前醤しよう油ゆラーメンオススメしてくれたじゃないですか～」

　志乃原はぺたりと俺の胸に手を当てて、ウインクする。

　いつもより些いささか距離が近い。

　那月が「え、こんなに仲良いんだ」と声を漏らした。

　そう思って当然だろう。

　志乃原との間に特別何も起こってないということが、傍はたから見れば信じがたいことくらい理解している。

　いつもより距離が近いのだから尚なお更さらだ。

「てことで彩華先輩。私、先輩を借りて行ってもいいですか？」

　志乃原の問いに、彩華は素直に頷く。

「別にいいわよ。もう用済みだし」

　彩華はあくまで、俺が新歓の準備要員だったという意図で言ったのだろう。

　だがその言葉は大いに志乃原の機嫌を損ねたらしく、初めて眉間に皺を寄せるのが見えた。

「……なんですかその言い方。先輩に謝ってください」

「いいんだ志乃原、俺は──」

　言いかけると、志乃原はキッと俺を見上げた。

「良くないです。さっき那月さんの言ってたことの意味が分かりました。先輩って彩華先輩に逆らえないんですね」

　那月は「私を巻き込まないでよ」と言いたげな視線を志乃原に送る。

　だが志乃原は全く気付かない様子で、更に言葉を並べた。

「先輩って一見気さくで、でも実は他人にそこまで興味がなくて、でも一回仲良くなるとすんごいその人のことを考えてくれてる人なんです」

「何言ってんだお前。ほら、分かったからラーメン行くぞ」

　俺は志乃原の腕を掴つかんで引っ張る。

　志乃原は意外にも大人しく付いてきながら、最後に一言加えようとしたのか、立ち止まった。

「彩華先輩、先輩の優しさにつけ込むような真ま似ねは──」

「志乃原さん。なにか勘違いしてるんじゃない？」

　凛りんとした声色に、志乃原は押し黙った。

　彩華は屈かがんで、俺たちが空けた缶を一本ずつ回収している。

　俺たちの方を見てすらいない。

　那月は慌てたように彩華に倣い、側そばに置かれていたゴミ袋を広げ出した。

　途中で抜けるのだからゴミ掃除くらいはしなければと、俺も志乃原から離れて空き缶を拾い上げる。

「勘違い？」

　志乃原が訊きき返す。

　彩華は俺から空き缶を受け取り、那月が広げるゴミ袋にそっと入れる。

「私はこのバカの性格なんて、身を以もつて分かってるつもり。志乃原さんがこいつの性格をどう解釈するかは自由だけどね。それでも、一つだけ教えておくと──」

　彩華が近付いてきて俺の耳を引っ張り、口角を上げた。

「私、志乃原さんより、こいつとの付き合い長いから」

　彩華はこともなげにそう言って、ぱっと耳を放す。

　耳はジンジンと痛むが、全く嫌な気持ちにならないのは、共に積み重ねた時間があるからだ。

　この場であえて付き合いが長いことを言う必要があったのか分からないが、俺が用済みという単語に不快感を覚えなかった事実を伝える分には確かに効果的だろう。
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　志乃原は彩華の言葉に暫しばらく押し黙っていたが、最後に「そうですか」と短く返事をして、俺の腕を掴んだ。

「先輩ラーメン！」

「俺はラーメンじゃねえよ。分かったよ、行くから！」

　彩華に「ごめん」とジェスチャーだけして、俺は志乃原に引っ張られるがまま公園を後にした。

　最後に那月と何か話している彩華の表情は、いつもと変わらないものに思えた。




　　　　◇◆




「だから私の方が悠太のこと分かってる！　って言いたかったのかな？　彩ちゃんは」

　行きつけだったラーメン屋。

　志乃原がお花を摘みに行ってる時、那月はメニュー表を眺めながら訊いてきた。

「まあ、話の流れではそんなニュアンスだろうな。……俺は醤油ラーメンね。志乃原も同じので」

「え、真由も同じのでいいの？」

「いいよ。俺オススメのラーメンが食べたいってさっき言われたし」

「へえ、ここの醤油ラーメンオススメなんだね」

　そう言って那月は「すみません、注文いいですか」とテーブル横を通り過ぎようとしていた店員を呼び止める。

「醤油ラーメン三つで」

「かしこまりました。麺の硬さはいかがいたしますか」

　店員の言葉に、那月は俺に視線を投げた。

「じゃあ硬が二つと──」

「あ、私も硬がいい。硬め三つでお願いします」

　店員は素早くメモを取り、厨ちゆう房ぼうへ「醤油硬三つ～」と呼び掛ける。

　厨房から元気の良い返事が響いてくるのを聞いて、以前来た時のことを想起する。

　あの時は隣に──

「……今日の午前中も言ったけどさ。ほんと贅ぜい沢たく者だよ、悠太」

　那月は自分の分のお冷やを用意してから、二つ目のコップに水を注つぐ。

　嫌いや味みを言われているわけではない──のだが。

　真まっ直すぐな言葉にどう返事をするか考えあぐねていると、隣から聞き慣れた声がした。

「先輩、私醤油ラーメン！」

「もう頼んだっての。ちゃんとオススメのやつな」

「わっやった、さすがです」

　志乃原も、特に変わった様子がない。

　いつも通りの言動にホッとする。

　以前もそうだったが、相手がいなくなると志乃原も元に戻るようだ。

　那月と笑い合っている志乃原を見て、そう思う。

「てか、元々二人でご飯行く予定だったんだろ。俺がいていいのか？」

「全然いいよ？　だってご飯食べるだけだし」

　俺の質問に、那月が返事をする。

　そして志乃原は俺をチラリと見てから、悪戯いたずらっぽく微笑した。

「懐かしいバイトあるあるを話したかったんですけど、せっかくだし今日は先輩あるあるを話しましょうか」

「勝手に人の話で盛り上がろうとすんな！」

　ご飯の予定。

　元よりどこに行くかも決まっていない、自由な約束だったのだろう。だから那月は新歓で殆ほとんど何も食べずに、酒を飲んでばかりいたのかと納得する。

「あはは、なんで悠太の話で盛り上がるのよ～」

　那月が言うと同時に、テーブルに醤油ラーメンが三つ並べられた。

　立ち上る湯気から食欲を唆そそる匂いが漂う中、何となく思うことがあった。

　──那月って、多分俺のことあんまり好きじゃないな。

　人間関係において、こういったマイナスの勘ほどよく当たる。

　気付けば酔いは覚めていて。

　宴うたげの締めであるラーメンの味は、いつもより随分と薄く感じた。
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　春の夜半は、まだ肌寒い。

　酒で熱ほてった身体からだは、もうすっかり冷えていた。

　ラーメン屋を経て、俺は少し悶もん々もんとした気分で帰路についている。

　志し乃の原はらは那な月つきとこれからどこかに行くのだろうと踏んでいた。

　それなのに横を見ると、いつも通り志乃原がいる。

　楽しそうに話をする様子に、俺は思わず遮って訊いた。

「なんで付いてきてんだよ」

「ひどっ！」

　俺の質問に、志乃原は大おお袈げ裟さに反応した。

「付いてきちゃいました」

「那月と先に予定組んでたんだろ？　普通那月のとこに行くだろ」

「那月さんとはいつでもご飯行けますもーん」

「俺の家にもいつでも来れるだろ」

　そう言うと、志乃原はチッチと指を振った。

「分かってないですね先輩。今日という日は、人生に一度きりなんですよ？　貴重な一日を自分の欲求に費やしたいと思うのが自然ってもんです」

「はあ、なるほど」

「流すなー！」

　手足をバタバタとさせて不満を表す後輩に、俺は今しがたコンビニで購入した野菜ジュースを渡す。俺もストローを口に咥くわえて、一気に喉に流し込んだ。

　不摂生な食事をした身体に、栄養分が染み込んでいく感覚。

　いくらか気は紛れて、俺は息を吐いた。

「私、先輩の家好きなんですよね」

「そうなの？」

　二人で過ごす分には問題ないが、決して広くはない部屋だ。

　社会人になったら、一人暮らしでも１ＬＤＫの部屋を借りたいと思っている。

　家で過ごす時間が好きな俺にとって、今の部屋はあまり満足のいくものではない。

「いいですよ。部屋も綺き麗れいだし」

「それはお前のおかげだけどな」

「確かに。でも、そんなことよりもっと明確な理由があるんです」

「へえ。なに？」

「先輩が同じ空間で寛くつろいでるからですっ」

　……こんな言葉、本気で受け止めてはキリが無い。

　俺と志乃原の関係性は彩あや華かとのそれとは違い、俺が志乃原の言葉を本気にしないことによって保たれている、不思議なものだ。

　だからこそ、いつもならこうした類の発言は軽く流していたのだが。

　先ほど那月に好かれていないことを察した俺には、好意からくる発言がいつも以上に嬉うれしく感じた。

　──確かに、俺は贅沢者だ。

「いつもありがとな」

「……どしたんです？　先輩」

　志乃原は野菜ジュースのストローから口を離して、俺を見上げた。俺はなんでもないと首を振る。

　だがその仕草から何かを察したのか、志乃原が口を開いた。

「一つ言っときますね」

「ん？」

「私、先輩といる時間の方が楽しいですから」

「……だから来たってさっきも聞いたけど」

「なんかナイーブな雰囲気出てたからもう一回言ったんですよ！　冷静に返事とかしないで、もう少し感情的な言葉くださいよ！」

　志乃原は「ほんといつも冷静ー」と言いながら、俺の一歩前へと歩いていく。

　那月といる時より、俺といる時間の方が楽しいから優先した。それが本音であることは、今志乃原が隣にいることが証明している。

　だからこそ、俺は考えてしまう。

　一体自分の何が、志乃原に好かれる要因になっているのだろうと。

　そんな俺の思考はお構いなしというように、志乃原が勢いよく振り返ってから訊きいてきた。

「今先輩の冷蔵庫って、食材の用意とかありますか？」

「そんなもの何もないぜ！」

「なんでそれを自信満々に即答できるんですか……」

　冷蔵庫の中身に大体想像がついたのか、後輩は盛大に溜ため息いきを吐ついた。

　俺はそれまでの思考を一旦他所よそに置いて、志乃原に弁解する。

「溜息吐くな。仕方ないだろ」

「仕方ないんですかぁ、それ」

　志乃原が家に来ない間の俺は大抵コンビニ弁当、カップラーメンでお腹なかを満たす。

　自炊をした方が身体にも経済的にも優しいことなど百も承知だが、最近は特にやる気になれなかったのだ。

　一人暮らしをしていたら、親へのありがたみを本当にヒシヒシと感じる。

　そして、家事をしてくれる存在にも。

「でも先輩。私がちょっと来ない間に買い溜だめしてくれてたら、今日みたいな日に夜食作ってあげられるんですよ？」

「……まじかよ、買っとけばよかった。でも冷凍庫にはアイスあるぞ」

「寒くなるんで大丈夫でーす」

　志乃原は俺の提案を一蹴すると、再び俺の横に並ぶ。

　いつも通り随分と気を許している後輩の様子に、認めたくはないが若干微笑ほほえましい気持ちになった。

「先輩、明日朝ご飯作りにきてあげましょうか？」

「頼んでいいの？」

「はい、一緒に朝ご飯食べたいです！」

　那月にも見せていなかった、屈託のない笑顔。

　好意を前面に出すような発言。

　それをいざ自分に向けられると真っ直ぐ受け止められず、答えの出ない無為な思考に逃げてしまう。

　この後輩を前にしたら実感することがある。

　──好意を受け止めるのにも、器量が必要なのだということ。

　俺にはそれが足りず、だからこそ志乃原は安心して俺の家で寛ごうとする。

「……なっさけねー」

「え？　朝ご飯食べたいのに理由っていります？」

「そうじゃねえよ！」

「いきなり情けないとか呟つぶやかれても分かんないですもん！」

「それはゴメン」

　ごもっともな主張に謝罪しながら、俺はまた考えを巡らせた。

　彩華と深い関係になる過程には〝きっかけ〟と呼べる出来事はあった。

　だからこそ彩華との関係は俺の中で納得するものになっていて、心底心地の良いものになっている。

　だが、志乃原との間に、彩華との時のような出来事は存在しない。

　親友になるための劇的な出来事や、恋仲になるための告白という儀式もなく、ただ懐かれている。

　こんなにも仲良くなっているのに、理由が分からない。

　だから、戸惑っているのかもしれない。

　この考えがどれだけ無駄で、どれだけつまらないものだと自覚していても、無意識に考えが過よぎってしまう。

　──なんで志乃原はいつも俺と一緒にいるんだろう、と。

「志乃原って那月と仲良かったんだな」

「はい、バイトではかなり仲良かったですよ」

「なんで仲良いのか、分かる？」

　志乃原は俺の質問の意図が理解できないようで、小首を傾かしげた。

「仲良くするのに理由って必要なんですかね？」

「……普通の仲だと、俺もそんなこと考えたりしないけど。特別仲良い人に関しては、考えることあるんだよな」

　それが志乃原のことだという明言は避ける。

　志乃原は一瞬だけ考える仕草を見せてから、口を開いた。

「うーん。那月さんと仲良くしてるのは、なんでしょう。可愛かわいいからですかね」

「へ？」

「……なんですか、そのコイツ正気か、みたいな顔」

　志乃原はジト目をして、口を尖とがらせる。

　そしてゆらゆらと身体を横に揺らしながら、澄んだ夜空を見上げた。

「今日、那月さんいつもより若干ピリついてたんですよね」

「そうなんだ」

「バイト先にお客さんが大量に来た時も、那月さんってピリつく時があったんです。仕事が遅い、他のバイトの人に。決して口には出さないんですけど、仲の良い私にはそれが伝わってくるくらいのレベルで」

「へえ……」

「私、ぶっちゃけて言うとそういう感情的な人嫌いなんですよね」

「へ!?」

　変な声が出た。

　苦手なんて言葉でオブラートに包みさえせず、嫌いと言った。

　そんな反応を見せた俺に、志乃原は慌てたように手を振った。

「あ、勘違いしないでください。感情的な人が嫌いってだけで、それは那月さんを嫌うことには繋がりません。あくまで赤の他人がそうだったら関わりたくないなーってだけです」

「じゃあなんで那月とは仲良くしてんの？」

「仲良くなった後にそういう人なんだなって分かったからですね。一度仲良しになったら、そういう苦手な部分も面白く見えてくること、先輩にもありませんか？」

　……確かに、あるかもしれない。

　志乃原がまさにその例に当てはまる。

　俺は自宅というプライベートの空間にズケズケと押し入る人間が苦手だ。

　自分のペースや、ルーティンが他人に乱されることが酷く億おつ劫くうに感じて、許容することが難しい。

　だが、志乃原には嫌だとはあまり感じない。

　それは志乃原の言う通り、一度仲良くなった後にそういう一面があることが分かったから。関係の良さが俺の築いていた壁を破ってきたからに他ならない。

　そして一度許容すれば、その関係を継続していくことは難しくない。

　今の志乃原との関係が、その発言を肯定している。

「……そうかもな」

　言葉を返すと、志乃原は満足げに頷うなずいた。

「私、一度仲良くなった人とは、ずっと仲良くしたいんです」

「元もと坂さかは？」

　茶ちや化かしたような質問に、志乃原は口を尖らせた。

「アレは向こうが先に裏切ったからです。そんな人を一いち途ずに想おもい続けるほど、私お人ひと好よしじゃないんで」

　悪意には悪意を。

　分かりやすく、そしてどこか掴つかみ所どころのない性格。

「私も訊きたいことあるんですけど、いいですか」

　思い出したかのような口振りに、俺は「ん？」と短く返事をする。

「先輩って、彩華先輩のこと好きなんですか？」

「ブッ」

　唐突な質問に、思わず吹き出した。

　志乃原が驚いたように大きな声を上げる。

「えぇ!?　ほ、ほんとに好きなんですか!?」

「ち、違ちげえよ！　確かに仲は良いけど、恋愛面のそういう気持ちはない！」

「でも、……だとしたら、先輩も結構変な人ですよね。だって、彩華先輩、めっちゃ綺き麗れいじゃないですか。正直、綺麗さだったらあの人の右に出る人あんまりいないと思うんですよね」

　それは本当に俺も思っている。

　高校からずっと一緒にいるというのに、未いまだにドキッとしてしまうことがあるからだ。

　あいつが不意に見せる女性らしさに一切高揚しない男がいたら、ぜひ紹介してほしいものである。

　彩華のスペックを認めざるを得ない俺は、志乃原の言葉には素直に頷くしかなかった。

「かもなぁ」

「……まあ可愛さなら私の方が上ですけど！」

「なんで張り合ってんだよ！」

「先輩が彩華先輩のことを認めるのは何か腹立つからです！」

　志乃原はプイッと顔を逸そらし、腕を組んだ。

　二人の仲は何も改善されていないことは、今日の邂かい逅こうで伝わってくる。

　理由を訊きいても、恐らく志乃原は何も言わないだろう。

　彩華もいずれ話すと言っていたが、まだその言葉に従う様子はない。

　……まぁ、特に焦る必要はないと最近は思うようになった。

　二人の仲が悪くても、俺個人との付き合い方には、何ら影響がないのだから。

「で、彩華先輩のことは置いといて。先輩は結局、何が言いたかったんですか？」

　俺は答えようか迷った挙句、かぶりを振った。

「……分かんね」

　なんで俺と仲良くしているのかなんて質問をしようと思ったのは、ただの気の迷い。

　それだけのはずだ。

　はぐらかすと、志乃原は苦笑いで応えた。

「なんですかソレー」

　そんな後輩の表情を見ながら、漠然と思う。

　俺が知りたかったことを言葉にして訊いていたら、俺たちの関係性は少し変わっていたかもしれないと。変える必要があるのかは、分からないが。

「先輩っ」

「ん？」

　自宅が視界に入ったところで、志乃原は思い付いたように提案してきた。

「今からスーパー行きましょうよ。私、シーザーサラダ食べたいんですよね。ついでに先輩の分も作りますから」

　俺は先程までの思考は一旦捨てて、頷いた。

「おう、ありだな」

　油っこいラーメンを食べた後なので、さっぱりとしたサラダを食べられるのは悪くない。なにより、独り身の男子学生にとっては貴重な栄養源を確保できるチャンス。

　志乃原の作る料理となれば、美味おいしく摂取することができるだろう。

「行くか。今日も頼んだぜシェフっ」

「任せてください、今日も唸うならせてやりますよ！」

　志乃原が悪戯いたずらっぽく笑って、また俺の一歩先へと駆けていく。

　最寄のスーパーは、ここから自宅を一旦通り過ぎた先にある。志乃原が俺の家に通うようになる前はコンビニにしか行かなかったが、最近ではすっかりスーパーに行く頻度は増えていた。

　──ふと、記憶が刺激される。

　志乃原と出会う前も、一時期スーパーに通った時期がある。それは初めてあいつが俺の家に泊まって、そのまま一週間ほど過ごした時期。幸福だった、あの時間。

　ふわりと、フローラルな香りが鼻び腔こうを擽くすぐった。

　電信柱の陰から、見覚えのある人物が現れる。

「やっと来た」

　刺激された記憶は、この邂逅の前兆だったのだろうか。

　──相あい坂さか礼れい奈なが、俺の前に立っていた。
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「やっほ」

　礼れい奈なは鷹おう揚ような表情をたたえてから、まるで付き合っていた時のように笑いかける。

　俺は立ち止まって、礼奈を凝視した。

「……なにやってんだよ」

　俺の問いに、礼奈は表情を変えずに答える。

「会いにきたの」

「それは見れば分かるけど」

　俺が訊きたいのはそんなことじゃない。何を話しにきたのかだ。

　だが、それもまた明白なことだった。

「だって悠ゆう太たくん、返信くれないんだもん」

　だからといって、いきなり会いにくるやつがいるか。

　そう言いたいのを我慢して、俺は長く息を吐いた。

　──また那な月つきが呼んだのか。

　大方俺がこの時間に帰ることを礼奈に知らせて、自宅付近に待機させていたのだろう。

「違うよ」

「え？」

　顔を上げると、礼奈は口元を緩めて言った。

「私、ずっと待ってただけ。那月には何も知らせてない」

　俺の思考を先読みしたような口振りに、何か言い返したい気持ちはあったが、それも堪こらえる。

　今、隣には志し乃の原はらがいる。まだ志乃原は目の前にいる礼奈を俺の元カノだと認識していないはずだ。

　余計なことに巻き込む前に、一旦礼奈から距離を置きたい。礼奈も何も知らない女子がいたら、俺と話しにくいだろう。

　そう思って志乃原に声を掛けようとすると、先に口を開いたのは志乃原自身だった。

「礼奈さん？」

　志乃原の呼び掛けに、俺は固まる。

「なんでお前、礼奈のこと……」

　礼奈も最初戸惑ったように首を傾かしげ、やがて目を見開いた。

「わ、あの時の」

　礼奈はそう呟つぶやいてから、視線を落とした。

「そっかぁ。連絡先、交換しておけばよかった」

「礼奈さんって──」

「私、悠太くんと二人で話すことがあるの。ちょっと外してくれないかな。えっと、確か名前は──」

「……真ま由ゆです。一ヶ月以上経たってるから、無理もないですけど」

　志乃原は少し不ふ貞て腐くされたように表情を曇らせる。

「何となく察してますけど、ここからいなくなる代わりに一つだけ質問していいですか」

「いいよ。なに？」

「礼奈さんは、先輩の何ですか」

　志乃原の質問に、礼奈は間を置くことなく返答した。

「元カノだよ。その様子じゃ、話も悠太くんから聞いてるみたいだけど」

「聞いたのは最近です。許せないなって思ったのは、今ですけど」

　志乃原の言葉を聞くと、礼奈は小さく頷うなずいた。

「そっか……。良い後輩なんだね。じゃあ、二人にしてくれる？」

　質問には答えたから、というように凛りんとした声色だった。

　志乃原も礼奈の妙な態度に気け圧おされたのか、小さくペコリと会釈して、俺たちから離れていく。

　志乃原の向かう先にはスーパーがあるが、恐らく帰路につくだろう。

　礼奈は志乃原の後ろ姿を暫しばらく見送った後、口を開いた。

「悠太くん、あんなに可愛かわいい子と仲良くなったんだ」

「まあ、色々あってな」

　あの後輩と仲良くなった経緯は、元カノには話しにくい。家に入り浸っている現状を知られて、損はあっても得は一つもないだろう。

　礼奈はそんな俺の思考を知ってか知らずか、僅かに目を細めた。

「まあ、私にとやかく言われる筋合いはないよね」

「そうだな」

　志乃原は全く関係ない。

　礼奈は、浮気について話しにきたはずなのだから。

「移動しよっか。外では話しづらいし」

「移動って、どこにだよ」

「すぐそこのビルかな」

　傍はたから聞けば要領を得ない言葉も、俺には正確に伝わった。

　礼奈が言ったのは、花屋やカフェ、カラオケ店などが入っている旧ふるめの雑居ビルだ。付き合っていた頃、カラオケ店に何度か足を運んだことがある。

「わかった」

　断る理由はない。断って自宅に入れてほしいと言われる方が困ってしまう。

　俺は大人しく礼奈の後に付いていき、ビルに入る。

　エントランスを進むと間も無くエレベーターが到着し、二人で乗り込む。

　ドアが閉まり閉鎖的になったその空間で、礼奈は一言も発しない。

「なあ、別にお店とかに入る必要はないんじゃないか」

　俺がようやく訊きくと、礼奈は少し時間を置いて答えた。

「悠太くんは誰かに、見られてもいいの？　私たちが一緒にいるところ」

「それは……」

「私、今度こそ途中で邪魔されたくない」

　礼奈が言っているのは、バレンタインパーティの際、途中で彩あや華かが介入してきたことだろう。

　そしてそれは、今だけは概おおむね同意見だ。

　彩華が俺を心配してくれるのはありがたい。だがこれは、俺の中でいずれ決着を付けなければならないことだった。

　俺が、一人で考えたい。

　光を放っているボタンを見ると、そこにはＢ１と書かれている。

　──駐車場こそ人が集まりそうだけど。

　そう言おうとした矢先、エレベーターから到着の音が流れた。

　仕方なく付いていくと、駐車場に繋がるロビーに人ひと気けはない。不思議に思っていると、礼奈が口を開いた。

「この駐車場を利用できるのって、ビルの利用者だけだったでしょ。滅めつ多たに人は来ないと思う」

「……なるほどな」

　辺りを見渡すと、俺たちがいる場所は少し広めの待合室といった具合だ。ドアを開くと駐車場に出られる。

「ここで話しましょ」

　礼奈はそう言って、ベンチに腰を下ろした。

　この空間にあるのは二つのベンチと、小こ綺ぎ麗れいな自動販売機のみ。

　俺は自動販売機からカフェオレを購入し、礼奈の隣に座った。

「相変わらず好きなんだ、カフェオレ」

「まあな。一週間に三回は飲まないと気が済まない」

　礼奈は僅かに口角を上げた。

「変わらないね。前も同じこと言ってたよ」

　礼奈の言う〝前〟とは、十中八九付き合ってた頃のことだろう。

　俺はここに談笑しに来たわけではない。だが、この時間が礼奈と落ち着いて話す最後の機会かもしれないと考えると、無下にする気にもなれなかった。

「悠太くん、最近どう？　単位とか」

「何とかなってるよ。三年生の内に卒業を決められるかは、まだ分からないけど」

「そっかぁ、良かった。就活と講義を両立するのって難しいみたいだし、なるべく早めに決めたいよね」

「だな。お前のとこは卒業単位いくつ必要なんだっけ」

「一三〇単位。あと、悠太くん」

「ん？」

「名前で呼んでよ」

　俺は一瞬言葉に窮した後、顔を背ける。礼奈は俺の反応に、短く息を吐いた。

　それが本題に入る合図となった気がして、俺は再度礼奈に向き直る。

「ごめんね。我慢できなくて、来ちゃった」

　礼奈の謝罪に、俺はかぶりを振る。

「いや、俺こそ悪い。返信もしないで」

　会う決心は既についていて、今日返信する予定だった。だが、それももう関係ない話だ。

　こうして礼奈が目の前に来てしまった以上、無視していたと捉えられても仕方ない。

「ううん。会えただけで嬉うれしいから」

「……そうか。ありがとう」

　礼奈といる時間は、思っていたよりもずっと落ち着いたものだった。

　俺たちが別れてから、静かな場所で二人きりになったのは今日が初めてであることから、もっと殺伐とした空気になるのではないかと思っていたのだ。

　いざ礼奈を前にして、そうした感情が浮かんでこないのは自分でも意外だった。

　本題である、浮気の弁明。

　先ほどはすぐに本題に入るものだと思っていたのだが、礼奈はなかなか切り出さず、当たり障りのない話をしていく。同じく俺も、普段通りに喋しやべっている。

　礼奈と別れてもう数ヶ月が経った。

　こうして二人きりで話をしていると、ほんの少しではあるが、付き合っていた頃に戻ったかのような錯覚に陥る。

　学生の一年という期間はそれほどに長い。

「ねえ。浮気してないよ、私」

「……あぁ。その根拠を聞きに来たんだ」

　穏やかに過ぎていたまやかしの時間が終わりを告げる。

　もう、充分。

　俺も礼奈も、恐らく先ほどと表情は違っているはずだ。

「付き合ってる最中、実は私、大学のミスコンに立候補してた時期があったの」

　初めて聞いた話に、俺は思わず首を傾げた。

「ミスコン？　初耳だぞそんな話」

「すぐに取り下げたの。ミスコンに関わる人の中には、別に共通の友達もいなかったし」

　ミスコンの多くは、立候補の時点からＳＮＳを通じて票集めの活動を始める。俺が知らないということは、そうした宣伝活動が活発になる前に立候補を取り下げたのだろう。

「それにね、立候補したのは私たちが別れる直前のことなの。だから悠太くんがこのことを知らないのは、当たり前」

「……それが浮気してないって話にどう繋がるんだよ」

　礼奈は苦笑いを浮かべる。

「悠太くんは、見ちゃったんだよね。私が男の人と手を繋つないでいるところ」

　脳裏にあの光景が過よぎる。

　記念日前日、手を繋いでいた二人。

「そうだな。はっきり見たよ」

　あの時のことを思い出すと、今でも胸が疼うずく。

　忘れようとすればするほど脳に深く刻まれていき、夢にまで出てくるのだ。

　思い出せないだけで、多分今でも夢に出てきていることはあるだろう。

　礼奈の弁明が、そんな光景を払拭してくれる。

　このビルに訪れたのは、そんな期待もあってのことだ。

　だが。

「ごめんね？　あの光景に、誤解はないの」

「え？」

「手を繋いでいたのは、従兄弟いとこでも、遠い親戚でもない。ミスコンの運営の人。だからといって、弱みを握られていたわけでもない」

　頭の中で火花が散って、急激に集束していく。

　冷めた脳内で俺は落胆していた。

「私は間違いなく、自分の意志で手を繋いだ。でもそれだけだと、浮気じゃないと思うの。だって──」

「手を繋ぐだけじゃ、浮気じゃないって」

　そんな落とし所だろうとは思っていた。

　俺が手を繋ぐのが浮気だと判断したのは、その先を想像させるからだ。

　だが、その先の行為の有無を証明するものは何もない。あるのは当人の想像だけ。

　だから事実の有無を言い争うことは無意味だと、礼奈と別れることにしたのだ。

　それでも正直、俺は期待していた。

　従兄弟とふざけて手を繋いだとか、そういった頓珍漢な理由を期待していた。俺だって、浮気をされたいわけじゃない。

　誤解だという可能性があるのなら、すがりたかった。付き合っていた一年という期間の終わりを浮気にしないだけでも、どれだけ救われていたか。

　だがそれは、礼奈自身が否定した。

　今の俺にとっては、もうそれで充分だ。

「そうか。わかった」

　俺はカフェオレを飲み干し、ゴミ箱に捨てる。

　ゴミ箱は既に缶で溢あふれていたが、無理やり押し込んだ。

「えっ、待ってよ」

　俺がエレベーターのボタンを押したのを見て、礼奈はにわかに立ち上がった。

「お前、前から繰り返し私は浮気してないって言ってたよな。結局それ、自分にとってはってことだろ」

　俺を追いかけようとした礼奈の足が止まる。

「俺は別に、あの時礼奈が誰といたか、その後何をしたかなんてもう興味ない。そんなことは別れた直後に散々考えて、やっと吹っ切れたんだ」

　礼奈は俺の言葉に俯うつむいた。それが余計に俺を落胆させる。

「さっき、他人と手を繋いだのは事実って言ったな。その事実を、俺がどう思うかが問題なんじゃないのかよ」

　──こんなことのために、別れてから何度もコンタクトを取ってきたのか。

　どこからが浮気かなんて答えは人それぞれ違う。

　身体からだの関係に発展した際に初めてそれが浮気だと言う人もいれば、二人で食事しただけで浮気だと言う人もいる。

　そんな曖昧な境界線を引くのは他でもない自分自身だ。

　俺が見た、他の男と手を繋ぐ光景。

　礼奈によるとその認識に誤解はない。そして、俺はそれを浮気だと判断した。

　そうならば、それが全てではないのか。

「……何か言ってくれよ」

　何かを考え込む礼奈に返事を促す。

　エレベーターが地下に到着し、扉が開いた。

「……そうだね。私、自分のことばかりだったみたい。悠太くんの言う通りだ、ごめんね」

　礼奈のコロコロと変わる態度に少し戸惑いながら、俺は返事をする。

「何か特別な事情があったんなら別だった。そうした話がある可能性があったから、ここに来たんだ。でもないんだろ。……礼奈がそう言ったんだ」

「特別な事情があったとしても、悠太くんの対応は変わらなかったんじゃない？」

　礼奈は俺に問い掛けて、自分で納得したように頷うなずいた。

「うん、変わらないと思うな。だって悠太くん自身に、もう答えは出てるんだもの。悠太くんの気の持ちようは変わるかもしれないけど、私たちの関係は何か弁明しても変わったりしない。それが、はっきりと分かったよ」

　──関係が変わる？

　彼女の言葉回しに若干の違和感を覚えた。

　俺はてっきり、礼奈は浮気について何か弁明があるから二人きりになりたがっていたのかと思っていた。

　礼奈は、この邂かい逅こうで俺との関係を変えようとしていたのか。

　終わっていた関係を、再び何らかの形で始めようとしていたのだろうか。

「じゃあ、私はマイナスからやり直すしかないってことだね」

「なにを──」

「うん。それが分かっただけで、今日の収穫はあったかな」

　ゆっくりとドアが閉まり始める。

　その言葉を最後に、礼奈の姿は無機質な色のドアに切り替わった。

　閉まり切ったドアの外からは、エレベーターが上がる際の音しか聞こえない。

　隔絶された空間で、俺は最後の礼奈の表情を思い出す。

　あれは元カレを見るというより、まるで。




　　　　◇◆ 志乃原 side ◇◆




　先に雑居ビルから出てきたのは、先輩だった。

　物陰からなので先輩の表情をはっきりと確認することはできなかったけど、心なしか戸惑っているように見える。

　礼奈さんと何を話したんだろう。

　先輩の性格なら、礼奈さんにガツンと何か言うものだと思っていたけど、あの様子じゃそういったことにはならなかったみたいだ。

　──礼奈さん。

　たった一度しか会ったことのない礼奈さんの名前を覚えていたことに、自分で驚いてしまう。そしてその礼奈さんが、前に先輩が話してくれた浮気をした元カノなんて二重の驚きだ。

　向こうが私の名前を覚えていないのが一方通行みたいで悔しい気持ちもあるけれど、今はそんな些さ末まつな気持ちを押し殺す必要がある。

　私は礼奈さんと話すために、二人の跡をつけていたのだから。

　数分経たってから、礼奈さんが出てきた。もう先輩の姿は見えないから、今頃自宅に戻った頃だと思う。

　後でスーパーの閉店時間に間に合えば、シーザーサラダを作りにいってあげないと。

　私はそんなことを呑のん気きに考えた後、気を引き締める。

　礼奈さんの性格は全然知らない。分かっているのは、浮気をした相手に会いにくる図太い女性だということくらい。

　初対面の時に話しかけてきたのは、気さくだからじゃなくて単に図太いだけだったからだと思うと、ラーメン屋での出来事が酷く汚された気分になる。

　私はムカムカとしてきた気持ちを抑えながら、礼奈さんの前に回り込んだ。

「こんばんは！」

　当然私の登場は予想外だったみたいで、礼奈さんは「きゃっ」と小さく悲鳴を上げる。

「ま、真由ちゃん。驚かせないでよ」

「訊ききたいことがあるんですけど！」

　私は礼奈さんの抗議を無視して、一方的に質問する。

　先輩がいなくなるのを待ったのは、多少強引になっても答えを聞きたかったからだ。

「なんで礼奈さんは、浮気したんですか」

　先輩から話を聞いた後から、ずっと疑問に思っていたことだ。

　私もかつて、遊ゆう動どう先輩に浮気をされた。でもそれは理由が明白で、彼が遊び人だったから。

　そして私が、彼の誘いに一向に応じなかったから。数ヶ月間付き合っても身体を許さないのは、遊び人の男子学生にとっては酷くもどかしい状況だと理解している。

　だから浮気されたことに憤りはあっても、仕方ない面もあると思っていた。

　でも礼奈さんが浮気をしたのはそんな理由じゃないという確信がある。礼奈さんが遊動先輩と同じタイプだったとしたら、先輩は絶対に付き合ったりしていない。

　だから、知りたかった。浮気の原因がどちらにあるのか。

　どういう思考回路で、浮気をしたのか。

　礼奈さんは私の質問に少し考えてから、口を開いた。

「ねえ、真由ちゃん。浮気ってどこからなのかな」

「それを考えた時点じゃないですかね」

　私の言葉に、礼奈さんは目を丸くする。

　どうやら私の答えは予想外だったみたいで、礼奈さんは困ったように笑った。

「そっか。それなら私は浮気して、悠太くんは浮気してないってことになるね」

　複数の捉え方がありそうな答えを私は無視して、再度問い掛ける。

「浮気って最低だと思うんですけど、礼奈さんはどう思いますか？」

「私も最低だと思うよ。でも、情状酌量の余地がある浮気もあると思う」

「……私の元カレみたいなこと言うんですね。ちょっとガッカリしました。結局浮気する人間ってみんな同じなんだ」

　遊動先輩も別れる直前に繰り返し言っていた。結局彼の言葉に私は聞く耳を持たないまま別れたけれど、先輩は礼奈さんの主張を沢山聞いてあげたんだと思う。

　だから悩んでいたんだ。それだというのに、当の礼奈さんが普段と変わらないであろう態度を貫いていることに腹が立つ。

「悠太くんのこと、好きなの？」

「え？」

「真由ちゃんも、悠太くんのこと好きなのかなって」

　全く関係のない問いだ。

　無視しようとしたけど、何な故ぜか口が動かない。

　礼奈さんは私の表情から何かを読んだように、口元に弧を描いた。

「そっか。好きなんだ」

「……恋愛感情かどうかは分からないですけど。だって好きじゃない人と一緒にいるなんて苦痛じゃないですか」

　友達だって、好きだから一緒にいる。それと同じだ。

　先輩への好意が友達への好意と同じではないことは自覚しているけれど、だからといってこの感情が恋愛にあたるかは分からない。

　分からないからこそ、私は先輩との時間が心地いいんだと思っている。

　礼奈さんは、ゆっくりと頷いた。

「そうね、あなたの言う通り」

「……話を戻していいですか。なんで礼奈さん、浮気したんですか」

　私の質問に、礼奈さんは「うーん」とこめかみに指を当てる。

　数秒間考え込む様子を見せてから、やっとのことで言葉を返してきた。

「少し長くなるけど、聞いてくれるの？」

「……聞くだけは。だって、私が質問したんですし」

　私が答えると、礼奈さんは嬉うれしそうに言った。

「そっか。真由ちゃんって、良い人だね」

　……まるで誰かと比較しているみたいだ。

　比較しているとしたら、誰だろう。私の知っている人なのだろうか。

　そんなことを考えていると、礼奈さんは語り出した。

　出だしが「私が浮気していたとして」というのが、気になった。
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　新入生歓迎会の次の日、俺はひとしきり講義を受け終わると、一人でスマホをいじっていた。

　今日はまだ彩あや華かと会っていない。

　恐らく学部の友達と講義を受けて、そのままどこかしらのグループで遊んでいるのだろう。

　彩華は俺と過ごす日を自分の中である程度決めているらしく、その日でない場合はこうして一度も会わないことが多い。

　そして今の俺には、それが少しありがたかった。彩華がいても、余計な心配をかけるだけだ。

　スマホに走らせる指に反応し、ＳＮＳを表示する画面が上下にスクロールされる。だが、俺の頭には何の情報も入ってこない。

　頭の中に浮かぶのは、昨日の出来事だけだ。

　──礼れい奈なとの邂逅は、思っていたのと毛色が違った。

　散々浮気をしていないと言っていたのだから、それに見合う弁明を用意しているものだとばかり思っていた。

　だが、蓋を開けてみれば結局何も分かっていない。分かったのは、礼奈がなにか吹っ切れたということだけ。

　残ったのは、今までの主張は何だったんだろうという、釈然としない疑問だけ。

「……くそ」

　こんな気持ちになるなら、会うんじゃなかったと心底思う。

　俺の中で、また礼奈という存在が大きくなってきている。

　それが礼奈の思惑通りな気がしてならない。

　あいつは、一体何を考えている。あいつは、一体──

「なに死にそうな顔してんのよ」

「うおお!?」

　突然のことに、スマホを取りこぼす。掌てのひらから離れようとするスマホを掴つかみ直そうと、必死に手を暴れさせる。

　そして、刹那の攻防の終着点は柔らかい感触だった。

「ちょっ……」

　小さな声に顔を上げると、彩華が俺の腕を凝視していた。

　俺も彩華に倣って視線を落とすと、そこには全男子学生が憧れるものがある。

「……その、何て言えばいいか」

「どうすんの？　そのまま放す？　それとも、命賭けて一ひと揉もみだけでもしてみる？」

「すみませんでした!!」

　俺は渾こん身しんの力で後ろに飛び退のき、頭を下げる。

　下げた瞬間、後頭部に強烈なビンタを食らう。視界にひよこが登場しそうな衝撃だ。

「はい、これでチャラ。良かったわね、誰にも見られてなくて」

　彩華は短く息を吐いて、周りを見渡す。

　回り階段の死角にいたのが幸いしたようで、学生は俺のいる場所を視認することができない。

　危うく学内で通報されるところだったと、汗を拭う。

「スマホ無事かなあ」

　俺はそう言って、床に視線を落とした。スマホは裏返り、画面がどうなっているか分からない。

　ガラケーと違い、スマホは地面に落とす度に緊張してしまう。

　かなりの高確率で画面が割れてしまうからだ。

　画面を修理するとなると、学生にはとても高い値段が要求される。

　俺が恐る恐るスマホに手を伸ばすと、彩華が面白そうな声を出した。

「ねえ、ちょっと待ちなさい」

「え？」

「賭けましょ。画面が割れてなかったらご飯奢おごって。割れてたらご飯奢って」

「何の賭けにもなってなくない!?」

「なによ、人の胸触っといてそんな責任も取れないっていうの？」

「あ、あれはお前が突然声掛けてきたことによって引き起こされた不可抗力であってだな……」

　モゴモゴと言い訳すると、彩華は小さく笑う。

「分かったわよ。画面が割れてたら、ご飯奢ってあげる」

「言ったな！」

　俺は彩華の言葉を聞くや否や、勢いよくスマホを拾い上げた。

　画面を確認する。

　木こっ端ぱ微み塵じんに割れていた。
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「悪かったわよ」

「お、俺の金が……」

　スマホから、細かい破片がパラパラと落ちる。

　画面の修理代を頭の中で計算し、月々の食費から差し引くと、どうやら暫しばらくはおかずを抜いた方が賢明なようだ。

「まあ別に、修理しなかったら節約する必要もないか」

「いやいや、しなさいよ。これじゃロクに動画も楽しめないでしょ」

「解約されたタブレットがあるから、家の中では大丈夫だ」

　元々、外ではあまり動画は見ないようにしている。決められた月内の通信容量を越えると、通信速度が遅くなったり追加で通信費が掛かったりなど、色々と支障があるのだ。

　よって画面が割れたのは自分を律する機会だと思えばいい。……そう思わないとやってられない。

「まあ、あんたがそれで納得できるならいいけど」

　彩華は頷うなずいて、壁に寄り掛かった。

　その姿を改めて眺めると、彩華も今日が春服デビューらしかった。

　クリーム色のブラウスにグレーのガウンコートを重ねて、漆黒のワイドパンツからは高級感のあるヒールが確認できる。

　春先用のガウンは絶妙に透けていて、二の腕の白い肌が僅かにこちらをのぞいている。

「なによ」

「いや、春服似合ってるなって」

「ありがと。あんたもね」

「まじか」

　いつものジャケットとスキニーパンツのコーデは、誰が着てもそこそこキマッて見える。そういうシンプルで無難な服はセンスに自信のない俺でも選びやすいし、こうしてお世辞でも褒めてもらえるくらいのレベルであれば上々というもの。

「まあ、外しで何色入れてみました、みたいな遊びはできないけどな」

「シンプルなのがあんたらしいと思うし、今のままでいいんじゃない」

　彩華は俺の謙遜を軽く受け流してから、ハンドバッグを片手に持ち替えた。

「なんかあった？」

「なんでいつも分かるんだよ」

　俺が訊きき返すと、彩華は口元を緩めた。

「一緒に過ごす人の異変って、案外分かりやすいわよ。あんただって、私が空元気してた時に見抜いて慰めてくれたでしょ」

　クリスマスの合コンの時か。

　元もと坂さかに雰囲気を壊された後、帰り道でそうしたこともあったかもしれない。

　そういえば、那な月つきと知り合ったのもあの合コンだった。漫画の話で盛り上がって、その後彩華を介してラインを交換して。

　その時の那月は、俺を礼奈の元カレだと認識していたのだろうか。バレンタインパーティの時みたいに、礼奈と繋げようとして俺へ近付いたのだろうか。

「なあ、彩華」

「ん？」

「クリスマスにあった合コンでさ、那月いただろ。俺が来ること、事前に那月に知らせてたりしたか？」

「なにその質問」

　彩華は小首を傾かしげて、顎に指を当てた。

「気を悪くしないでほしいんだけど、合コンって色々種類があるの。あの時の合コンは、事前に参加者の顔だけは見せてたはずよ」

「俺見せられた覚えないけど」

「あっごめん。あんたは数合わせだったしいいかなって」

「俺の扱い悪すぎない!?」

「あんた自身もそんなテンションだったじゃない」

「ぐっ……」

　確かに彩華に誘われた際は乗り気じゃなかった覚えがある。

「そういえばお前、最近合コン誘ってこないな」

「そりゃね。私が行ってないんだし」

「へえ、珍しい」

　大学に入学してからというもの、彩華は幾度となく合コンに参加したり、時には主催したりしていた。

　当時はそこまでして彼氏が欲しいのかと疑問だったが、今思えば自由な環境に身を浸しているという開放感もあったのだろう。

「出会いだけならサークルとか、横の繋がりで沢山あるしね。わざわざ行く意味もないかなって思い直したの」

　彩華はそう言って、軽く咳せき払ばらいした。

「さっきから話がどんどん逸それてるんだけど」

　その言葉で、ようやく俺は彩華への質問を思い出す。

「俺、那月と知り合っただろ。テストお疲れ飲み会の時も、バレンタインパーティの時も、礼奈からコンタクトがあったのは那月がいた時なんだよな」

「え、なんで？」

　彩華が目を丸くする。

　その反応で、あることに気付いた。

　思い返すと、那月が礼奈と友達だということは彩華の知るところではなかったはずだ。

　俺がそのことを教えると、彩華は納得したように頷いた。

「そっか、あの二人知り合いだったんだ。……だから、那月が合コンに参加したのは、最初からあんたが目的だったかもしれないって思ってるのね」

　彩華はそこまで言うと、思い出したかのように口を開く。

「そういえば、昨日も那月と話してたみたいだけど」

「ああ、でも──」

　礼奈は昨日、那月から何か聞いたわけではないと言っていた。

　那月に聞いていれば会場の外で待っているのが効率がいいはずだし、その言葉には信しん憑ぴよう性せいがあると思っている。

「そう。あんた昨日礼奈さんと会ったのね。だから深刻そうな顔してたんだ」

「え!?」

「はい、今の反応で確定」

　……直感からカマをかけられたということか。

　最近俺は、どうも自分が物事を隠すのに向いていないらしいことを自覚し始めている。加えて彩華みたいな鋭い人が周りにいるのだから、これから隠し事などする際は細心の注意を払う必要がありそうだ。

　まあ彩華に関しては、別に隠し事をすることもない。バレたらバレたで、遠回しな言い方はやめて素直に話せばいいだけだ。

「最近礼奈が、私は浮気してないって言い始めてさ」

「バレンタインパーティの時にも言ってたわね」

　彩華はブラウスに掛かる毛先に触れながら、平たい口調で返事をする。

「どう思う？」

「どうって──」

　彩華は苦笑いをしてから、続けた。

「あんまり言いたくなかったけど、あの時私が礼奈さんに反論したのは、あんたの味方するためよ」

「へ？　どういうこと」

「だって私、礼奈さんのこと何も知らないもの。私はあんたのことしか知らないのに、客観的な判断ができるわけないじゃない」

　確かに、それはもっともな主張だ。

　あまりにも何でも親身になってくれるので、いつの間にか彩華に頼って答えを導き出すのが当たり前になっていた。

　これが那月のいう甘えなんだとしたら、あいつは核心をついていたといえる。

「だから、私はあんただけを信じるしかない。あんたが浮気されたって言えば、そうなんだと思う。逆に、浮気されてなかったかもって言っても、私はそれに納得するしかないの」

　彩華は寄り掛かっていた壁から離れて、短く告げた。

「だって私、この件では部外者だから」

　上を見上げた彩華は、どこか寂しそうな表情を浮かべているように見えた。

　だがそれは一瞬のことで、次の瞬間に彩華は俺に背を向けていた。

「まあ、部外者とも言い切れないかもしれないけど」

「そうだよ。礼奈と付き合ってた頃、俺が聞かれてもないのにすげー色々話してたからな」

　俺の言葉に、彩華は少し間を置いてから返答する。

「……そうね」

　彩華はハンドバッグを背中に預けて、一歩踏み出した。

「なあ、彩華」

「ん？」

「なんかあったか？」

　俺の問いに、彩華が小さく笑う気配があった。

「おかしなこと言うわね。なんかあったのはあんたでしょ」

「まあ、そうなんだけど」

　彩華が俺に対して言ったのと同じだ。

　俺も、彩華については小さな変化でも分かることがある。

　だが何となく、彩華は今言及されたくないだろうとも思った。

「まあいいや。今から予定あるのか？」

　話を変えると、彩華は明るい声色で答えた。

「サークルよ。今日も新歓なの」

「げえ、昨日に続けてかよ。大変だな」

「昨日が初めてだったから、おかげ様で山場は乗り越えたわ。要領は掴つかめたし、後はそんなに苦労しないと思う」

　彩華は長い黒髪を手ですいてから、振り向いた。

「じゃ、また」

「うっす」

　俺が片手を挙げて応えると、彩華は口角を上げて、キャンパスから出て行った。

　彩華が立ち去った後には閉塞感だけが残されて、俺もすぐに外へ足を運んだ。
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　彩華と別れてから俺は何となく家に帰る気にはなれず、時計台の下にあるベンチに腰を下ろしていた。

　この場所は学内でも待ち合わせスポットとしてよく使われているが、生あい憎にく誰とも約束していない。

　一人で映画でも観みようかと、スマホをいじる間どこかに座りたかっただけだ。

　今日から好きな少年漫画原作の映画が上映されているので、予約画面で席が空いているかを確認するために木こっ端ぱ微み塵じんとなった画面をスクロールする。親指に破片が付着するたびに落とさなければならないのが億おつ劫くうだ。

「おーす悠。今日もサークル来るだろ？」

　不意に名前が呼ばれたので顔を上げる。

　藤とう堂どうだ。バッシュの入った靴袋を掲げながら、こちらに近付いてくる。

　明るめのアッシュグレーだった髪はブラウンに変わり、良い意味で落ち着いた雰囲気になっていた。

「おお、髪似合ってんじゃん」

「お、分かる？　新歓で安心感与えるために染めたんだよ」

　藤堂は軽く笑いながら答えた。

　元々のアッシュグレーの髪色もお洒落しやれだったが、確かに高校から上がり立ての新入生には刺激が強いかもしれない。

　サークル代表の髪となると尚なお更さらだ。

　元気な人間が集まるサークルと認知されるのは悪くないが、『start』の毛色には合わないという判断だろう。

「さすが代表、サークルのイメージを優先したわけだ」

「そういうこと。そんな代表からもっかい質問なんだけど、今日のサークルは参加でオッケー？」

　藤堂の質問に、俺は何も持っていない両手をプラプラと振って答えた。

「ご覧の通り、今日俺バッシュ持ってきてない」

「お前、また俺らの血税から搾り取られたバッシュ借りる気かよ。てか今月のサークル費ちゃんと払ったのか？」

　思い出したかのように訊きいてくる藤堂に、俺は親指を立てた。

「この前練習した時にバッチリ払ったぜ！」

　正直参加していない月の費用も纏まとめて払うのは気が重かったのだが、そこはサークル代表の藤堂の顔を立てることを優先した。

　藤堂はそんな俺に苦笑いで応える。

「何ドヤ顔してんだよ、当たり前だっつの。で、来るの、来ないの」

「行かないかな」

「だろうなー、何かそんな気がしたわ。勿もつ体たいない」

「勿体ない？　何で」

　今まで藤堂からのサークルの誘いを断ったことは沢山あるが、勿体ないと言われたのは初めてだ。

　何か俺の知らないことがあるのかと思って訊くと、藤堂は今度は嬉うれしそうに口角を上げた。

「今年入りそうな子の中に、めっちゃ可愛かわいい子いるぞ」

「え、まじで。でもお前彼女いるだろ？」

「いるけど、それとこれとは別だって。代表としてみんなのモチベを高めるために尽くしてんだよ」

「ほほう、ほほう」

　俺がニヤニヤとすると、藤堂は相好を崩す。

　彼女の話題になるといつもより饒じよう舌ぜつになるのが面白い。

「お前だって、彼女と付き合ってる時も彩華さんと結構一緒にいただろ。彼女と友達、彼女と先輩後輩はまた別物なんだって」

「それは──」

　反論しようとして、口を噤つぐんだ。

　彼女と友達が別物だという考え方には、納得できる。

　彼女と付き合う度に友達との距離を離していたら、万が一別れた後に何も残らない。

　それに、友達という括くくりが大おお雑ざつ把ぱなのだ。

　一個人との付き合いとして、つい先程まで喋しやべっていた彩華を思い浮かべる。

　俺にこの先彼女ができたとして、彩華と距離を取ることはあまり考えたくない。

　さすがに二人で旅行に行くことは控えるが、この関係に口出しされるのは煩わしいとさえ感じてしまう。

　彼女には彼女の良さがあり、恋人関係として付き合ったとしても。

　それで彩華との関係の良さが消えるわけではないのだ。

　それぞれの関係から生まれる幸福をどちらも享受することは、いけないことなのだろうか。

　人と人の付き合いは、相性によって大きく左右されるもの。

　相性の良い人とわざわざ距離を取るのは些いささか勿体ない気がしてならないが、これは万人受けする価値観でもないだろう。

　だが少なくとも藤堂は彼女以外にも女友達と楽しく過ごしたいという考え方で、俺のそれと良く似ていると思う。

「──確かに、別かもな」

「だろ。俺は彼女一筋だけど、サークルはサークルで楽しまなきゃな」

　藤堂は爽やかな笑顔でそう言った。

　整った顔立ちに高いコミュ力とファッションセンス。

　それらを持ち合わせている藤堂が、サークルの女子から色目を使われていた時期を俺は知っている。

　だが藤堂は彼女との仲なか睦むつまじい話をすることで寄せ付けない雰囲気を相手に伝え、浮気は一切していない。

　そういう根が誠実な部分を知っているから、俺は藤堂の言葉を信じられる。

「じゃ、いつもの場所行こうぜ」

「ん？」

「喫煙所だよ。最近一緒に吸ってなかったろ」

　藤堂は親指で喫煙所のある方向をクイッと差す。

　二年後期のテスト前に、彩華に付き合わせた喫煙所だ。

「ああ……俺煙草たばこやめたんだよな」

「え、まじで？」

　藤堂は驚きの声を上げた。

　煙草を吸い始めたのは藤堂の影響が大きかったし、事前に一言くらい伝えておいた方がよかったかもしれない。

「悪いな、彩華に似合わないって言われてさ」

　俺が溜ため息いきと一緒に言ってみせると、藤堂は納得したように笑みを浮かべた。

「はは、確かに似合ってなかったけどな」

「そこは否定しろよ！」

　似合わない煙草に金を払って吸っていたかと思うと悲しくなってくる。

　禁煙がさほど辛つらくなかったのも、それが理由かもしれない。

　煙草に何を求めるかは人それぞれだが、俺にとっては似合わないという一言でやめてしまってもいいと思える程度のものだったらしい。

「ま、お前の煙草には付き合ってやるよ」

「お、いいね。俺も煙草やめろって彼女に言われてるし、これを最後に禁煙するかなぁ」

「そうしようぜ。金貯たまるぞ」

　藤堂の吸う量を完全に把握しているわけではないが、月に一万程度は使っていることは確実だ。

　一年で十二万円。あると無いとじゃ、全然違う。

　加えて彼女がやめてほしいと言っているのであれば、禁煙をするのが一石二鳥というものだろう。

　そんなことを考えながら移動していると、スマホから通知音が鳴る。

　マナーモードにしてから確認すると、志し乃の原はらからだった。

　どうやら今日はこれから暇で、どこかに連れて行ってほしいらしい。

　丁度いいタイミングなので、先程決めた映画になら付き合ってもらうのもありかもしれないと思いながら、喫煙所の扉を開く。

　煙の臭いが鼻をついた。

　このキツい臭いが、何な故ぜか安心感をもたらしてくれる。

　禁煙した今でもその感覚は変わっておらず、そのことに不思議と安あん堵どした。

「ジャケットに臭い付いたらごめんな」

　藤堂の謝罪に、俺はかぶりを振る。

「いいってそんなの。消臭剤かければ済む話だし」

「全然よくない。非喫煙者に付き合ってもらう時は、一言謝っておくのがマナーだからな」

　藤堂はそう言って、カーディガンのポケットから煙草の箱とライターを取り出した。

　そういえば煙草に付き合ってくれてる時、彩華は一度も臭いが付くとか言わなかった。

「悠が煙草吸わなくなると、寂しくなるぜ」

「まあ、仕方ないさ」

　似合わないものは、どうしようもない。

「ほんとお前にとって、彩華さんの一言って重いなぁ」

　藤堂は煙草に火をつけて、灰色の息を吐く。

　その動作がとても様になっていて、こいつは別に禁煙しなくてもいいかもしれないと、心の中で思った。




　　　　◇◆




　藤堂の煙草に付き合った後、俺は志乃原と合流し、二人でショッピングモールを歩いていた。

　この辺りじゃ一番規模の大きいこのショッピングモールには、映画館などもある。

「いやー、丁度私も映画観たかったんですよねぇ」

「言っとくけど観る映画は合わせないからな」

「えっそんなことあります!?」

　少年漫画が原作のものを観みると、先ほど既に決めていた。

　志乃原が呼び出してきたのはその後のことなので、今のところ変更する気はない。

「せっかく合流したんだから一緒に観ましょうよ～」

「俺が観る映画に付いてくる分には構わないぞ」

「えー絶対あの漫画原作のやつじゃないですかー」

　壁に連なっているパネルの中から、志乃原は目め敏ざとく指差す。

　俺の家にある漫画を読み漁あさっている影響で、志乃原はかなり漫画好きになっているはずだが、まだあの作品には手を出す気はないらしい。

「志乃原は何が観たいんだよ」

　訊くと、志乃原は思案するような仕草をしてから、『私の恋愛観に貴方あなたを巻き込みたい！』という胡う散さん臭くさいタイトルの映画を選んだ。

「あぁ……そういやお前、自分の恋愛観がズレてるか気にしてたな」

　一月下旬の話だ。

　俺の家で恋愛番組を見ていた志乃原は、「私って、ズレてますかね？」と訊きいたことがあった。

　あの時は誕生日プレゼントを渡し、その後彩華の訪問により会話が流れてしまっていたが。

　あの時志乃原の溢こぼした言葉は、何故か脳裏に焼き付いてる。

「言いましたっけそんなこと？」

　志乃原はニコニコとして訊いてきた。

　俺は思わず息を吐く。

「言ったよ。元坂に浮気されたけど、カップルっぽいことしたいがために付き合ってただけだから傷付いてはいない。それなのに──」

「友達から慰められて疲れちゃったって言ったやつですね、思い出しました思い出させないでください先輩のいじわるー！」

　志乃原は俺の肩をポカポカ殴りながら抗議する。

　肩に感情があったらどう思っているだろうか、などと心底どうでもいい思考が過よぎり、頭を振ってそれを逃がす。

「で、仮に私が言ってたとして」

「何で一度認めたこと撤回してんだよ、思い出したんじゃねえのかよ」

「もう忘れました」

「早いわ!!」

　思わずしっかりとつっこみを入れてしまう。

　志乃原からしたら忘れたい記憶なのだろうが、生あい憎にくこちらは当分覚えていそうだ。

「先輩とあの映画を観ることは私の中で確定事項になりました！」

「えぇ、無理」

「ほ、本気で嫌そうでさすがに私もショックです……せっかくホットドッグとポップコーン買ってあげようかと思ったのに」

「タチ悪いぞてめえ！　分かったよ！」

「今ので分かったんだ……」

　志乃原は若干呆あきれたように反応する。年下に奢おごられる屈辱感はない。スマホの画面が木こっ端ぱ微み塵じんになった俺にとって、そんなことを考える余裕などないのだ。

　こうして俺は、今まで手を出してこなかったジャンルの映画を観ることになった。

　もはや映画代を払ってご飯を食べるという感覚だ。

　横で嬉うれしそうにはしゃぐ志乃原を横目に見る。

　──たまにはこういうのも面白いかもな。

　発券されるチケットを受け取りながら、俺はそう思った。




　　　　◇◆




　──あれは、今思えば本当の初恋だったのかもしれない。




　私には、異性を好きになるという感覚が分からなかった。

　勿もち論ろん、恋愛面での話。

　高校から女子校に進学していた私だけれど、男友達がいないというわけじゃない。

　小中学では人並みに男友達はいたし、高校でも部活の遠征で他校の人と仲良くなり、連絡を取ったりしていたこともあった。

　でもそれは、恋じゃなかった。

　興味はずっとあったけど、無理やり恋愛するのは違うと思うから、自然と異性を好きになるまで待っていたら、いつの間にかもうすぐ成人という歳としになっていて。

　──そんな時に、やっと現れた。

　本気で、好きになれる人。

　私のことを、好きになってもらいたい人。

　それは幼い頃に夢に描いていた白馬の王子様でも、中学生の時に応援していたアイドルのような人でもない。

　私の話に対する反応や、挙動。醸し出す雰囲気や、心の間合い。

　それらが全て心地良くて、この人のことをもっと知りたいなと思っていたタイミングで、告白された。

　正直、今まで思い描いていた彼氏像とは全然違っていたけれど。

　この人が運命の人と思えるくらい舞い上がらせてくれたのだから、それで充分。

　私は、喜んで付き合った。




　　　　◇◆




「運命の人から告白されるなんて虫のいい話がそうそうあってたまるかってんですよ」

「じゃあなんでこの映画観たんだよ……」

　俺はげんなりしながら、出入り口付近にあるゴミ箱へ包装紙を丸めて捨てる。

　平日の十五時ということもあり観客は疎まばらで、志乃原の感想が聞こえる範囲に人はいない。

　入場の際に貰もらったパンフレットを眺めると、例の漫画原作の映画には特典が付いているらしく、やっぱりそっちを観れば良かったと息を吐く。

　ただお腹なかは膨れているので、相殺という形だ。

「普段あんまり恋愛映画観ないんですけど、先輩となら楽しめるかなって思ったんですよ」

「で、ご感想は？」

「早くクレープ食べに行きましょう！」

「イマイチだったんだな……」

　エスカレーターに乗り、下降していく。

　映画館は七階にあり、エスカレーターからは吹き抜けとなっている一階までを見下ろせる。

　平日のこの時間にショッピングモールをブラブラできるのは、何だか特別感がある。

　高校まではこの時間は授業真まっ只ただ中なかだし、社会人になったら仕事中だろう。

「そういやお前、今まで心から好きな人ってできたことあんの？」

「ありますよ。小学生の頃ですけど」

「やっぱそんなもんか」

「ナメんなー！」

　志乃原が腕をブンブンと振って抗議する。

　別にナメているわけではない。

　初めて付き合った彼氏が元坂で、その理由がカップルイベントを経験したいから。

　数々の告白を受けながらも断る理由を聞いたことはないが、恐らく理想が高いというわけではなく、あの映画に出てきたヒロインのように、元々恋愛に対するモチベーションが低かっただけだろう。

　そもそも理想が高ければ、俺のような人間の家に入り浸ることなどしない。

　何となく馬が合って、且つ何らかのきっかけを与えてくれる。

　そんな相手を、もしかすると志乃原も待っているのかもしれない。

「先輩こそ、初恋っていつ頃だったんですかー？」

　志乃原のそんな質問で、思考から引き戻される。

「俺？　小二とかじゃね」

「その時、好きになる基準とかってありました？」

「忘れたけど、とりあえず一番可愛かわいいって思ったやつを好きになってた気がする」

「えぇ、だったらなんで私のこと邪険にするんですか」

「知るか、基準が変わったからじゃねえの」

　幼い頃の基準は、端整な顔立ちのような俯ふ瞰かん的てきな要素ではなく、自分の琴線に触れるかどうかが全てだったように思う。

　平たく言えば、クラスの中で一番可愛く感じるかどうか。

　この〝可愛さ〟とは顔だけではなく、声だったり、立ち振る舞いだったり、あらゆることに対してだ。

　当然のことだが、小学生の頃はそんな主観的な視点しか持ち合わせていない。

　ただこの歳になれば、他のことを意識することも増える。

　幼い頃より達観した視点を得れば、何かと俯瞰的な要素も重要視するようになってしまう。

　社会人になれば、それがもっと顕著になるのかもしれない。

　相手の勤め先。年収。色んなしがらみを越えた先に迎えた相手は、本当に運命の人なのだろうか。

　恋愛を難しく考えてもどうにもならないのだが、そういった意味では映画のヒロインが羨ましい。待っているだけで、運命の人とやらが現れたのだから。

「じゃあ先輩の今の基準って？」

　志乃原はそう言いながらエスカレーターから降りて、少し離れた場所にあったソファに腰を下ろした。

「クレープ食べねえの？」

「ちょっと休憩でーす」

「映画でずっと座ってたろ……」

「あの椅子硬いんですもん！　で、今の基準は！」

「えー、基準ねぇ」

　今の基準は、自分でもよく分かっていない。

　勿論理想はあるが、非現実的で、とてもじゃないがそれを基準にしてしまうと俺は一生彼女ができない。

　ちなみに理想はお金持ちで包容力のある、美人と可愛いを併せ持ったお姉さんだ。

　彩華に言うと鼻で笑われるが、世の中の男で共感してくれる人は一定数いるのではないだろうか。

　だが、あくまで理想だ。

　現実にはあり得ないと分かっていながら、一いち縷るの望みを諦めていないだけである。

「なんか先輩ろくでもないこと考えてそう……」

「いや、夢見てただけだから。夢見る男ってなんか良いだろ」

「響きだけは良いですね。響きだけですけど」

「うっせえ二回言うな！」

　理想ではなく基準となると、自分でもよく分からないのだ。

　俺は自分が心底納得できる結論を出すことを諦め、「料理が上手うまいかどうか」とだけ言った。それも俺にとって基準の一つであることは間違いない。

「なんか先輩らしい基準でほっこりしました」

　そう言って、志乃原は口元に弧を描く。

「そうか？」

「はい。大学ってもっとこう、軽い理由で付き合う人口絶対増えたじゃないですか。そういうのより断然良いです。私は人のこと言えませんけど」

「言えねえな」

「認めないでくださいよ！」

　口を尖とがらせる志乃原を他所よそに、俺は再度考える。

　大学に入って、軽い理由で恋仲になる人が増えたと志乃原は言った。

　だが、それは必ずしも悪いことではないというのが俺の持論だ。

　付き合ってからでないと分からないことは明確に存在しているし、恋人としての是ぜ非ひを判断するまでの期間が短く済むのは良いことだと思う。

　ただ、これはあくまで持論だ。

　万人受けはしないだろうし、特に彩華はこうした考え方に抵抗があるに違いない。

「でも確かに、大学に入ってからカップル増えたよな」

「まぁカップルじゃないと楽しめないこととか沢山あるでしょうしねー」

　カップルが増えた要因として、教室という箱庭から解放されたからというのもあるだろう。

　一年間を教室という狭い空間で同年代が共に過ごすという、今考えれば特殊な環境。

　皆みんながお互いについて知っているせいで、恋愛に関しての噂うわさが回るのは異常に早かった。それほど皆んなが、他人に対して興味を持っていたのだ。

　対して大学は、他人の恋愛事情に対して興味を抱く人間はそれ程多くない。

　皆んな知っている仲同士の恋愛に興味があるだけで、片方が自分の知らない人間となると興味が薄れるのだ。

　興味を持たれないというのは時に哀かなしく、時に居心地の良さを与えてくれる。

　そういう意味では、大学も居心地の良い場所と言える。

「志乃原はカップルとか羨ましいか？」

　訊きくと、志乃原はかぶりを振った。

「今は全くですね。楽しいので、満足してますよ。おかげさまで」

　志乃原はそう言って口角を上げる。

　ソファから見上げてくる志乃原から、思わず目を逸そらす。

　人に気持ちをストレートに伝えるのは志乃原の魅力だと思うが、同時に屍しかばねを増やしかねない行為だ。

「そういうこと、他の人には言うなよ」

　忠告すると、返事がない。

　再度志乃原に視線を落とすと、後輩はポカンと口を開けて何な故ぜか頬ほおを赤く染めていた。

「せ、先輩の独占欲だ……」

「ち、違ちげえ！」

　思わず強く否定すると、志乃原はケラケラと笑う。

　……こうして人をからかっている内は、志乃原の望む運命の人とやらは訪れないんじゃないだろうか。

　俺はそんなことを思いながら、大きく息を吐いた。




　　　　◇◆




　雪ゆき豹ひようのキーホルダーが付いた鍵で、自宅の扉を開く。

　映画を観みた後ブラブラと歩いていたら、すっかり日が暮れてしまった。

　こぢんまりとした玄関先で靴を脱ぎ、部屋へ進むと後ろの声が引き留めた。

「先輩、靴揃そろえないと」

「あ、わりぃ」

　踵きびすを返し、靴を部屋側へ揃える。

　他人の家なら靴を揃えるのは最低限のマナーだが、自宅となるとついサボってしまう。

「よくできました！」

「このくらいで言われてもなー」

　ニヘラと笑う志乃原に、苦笑いで応えた。

　俺が揃えないと、志乃原が代わりに揃えてしまう。

　この後輩は基本的に俺がやらない家事を担ってくれるので、簡単なことくらいは自分でやらなければ申し訳ない。

　たとえ本人が「好きでやっていますから！」と主張していたとしてもだ。

　……眠気がある時は話は別だが。

「先輩早く進んでくださいっ」

「言われなくてもー」

　背中を軽く押されながら部屋へ入る。

　自室へ志乃原のようなテンションで入るのは、些いささか難しい。

「先輩、なにか楽しいことしましょうよ！」

「お前、それ家に帰ってから言うなよ。外だといくらでも行く場所あったのに」

「だっからー、家じゃないとできないことをしましょうよって意味ですよ！　察しの悪い先輩！　ほんとだめだめなんだから～」

「いきなりあたりキツくない!?」

「んなこたぁないです。さあさ、一緒に料理しますよ先輩」

　志乃原はアウターをハンガーに掛けて、腕を捲まくる。

　唐突な誘いに戸惑いつつ、確かに時間はあるしと俺もそれに倣う。

　冷蔵庫を覗のぞくと、志乃原の買い溜ためた食材がちらほらと見受けられた。

「今から何作んの？」

　俺の質問に、志乃原は口角を上げた。

「豚の生しよう姜が焼きを肴さかなに宅飲みしましょう！」

「お前未成年だろーが」

「家なら年齢確認もないじゃないですかー！」

　志乃原がむくれて抗議してくる。

「そういう問題じゃないだろ。法律だよ法律」

　実際、大学一、二年生で酒を嗜たしなんでいる学生なんて山程いるが、それとこれとは別なのは今更な話だ。

　それが先代から脈々と受け継がれている文化だということも分かっている。

　だから俺が自宅で志乃原に飲酒をしてほしくないのは、もっと別の理由だ。

「……な、なんですかいきなり見つめちゃって」

　少し恥じらうように目を逸らす志乃原は、やはり抜群に可愛い。

　合コンに呼ぼうものなら男子は真っ先に志乃原という頂を目指し、そして撃沈していくことだろう。

　そんな志乃原と二人きりで酒を飲むのは、少々キツいものがある。

　俺にだって──理性を抑えるのに苦労する時もあるのだ。

　酒というものは人が築き上げた理性という障壁を脆もろくしてしまう代物だ。欲のままに行動することもまた人の一面であり、時には理性を捨てた方が物事が良い方に転ぶこともあるだろう。

　だが今は違う。信頼を裏切る結果に繋がることが分かっている。

　年上の俺がそれを許容するわけにはいかない。

「飲まねえぞ」

「……ぶぁーい」

　不服全開という表情で志乃原は返事をする。

　あまりにも不服そうだったので、冷蔵庫を開きながら言葉を付け足した。

「お前が二十歳になったらいくらでも付き合ってやるから」

　断る理由が無くなるので、付き合うしかなくなるというのが正確だが。

　この小悪魔の誕生日は来年で、まだ時間もある。問題の先送りというやつだ。

「そんなのめっちゃ先じゃないですかー。まぁ我慢しますけどぉ」

「はは、偉いぞ～」

「このくらいで言われても……」

　志乃原は先程の俺と全く同じ反応をした後、続けて言った。

「じゃあ頭の一つでも撫なでてください」

「えー……」

「なっ、なんで面倒そうにするんですか!?　他の男子なら速攻きますからね絶対！　ぜーったい！」

「お前普段そういう男子に撫でろなんて言わねえだろ」

「そうですけどそういうことじゃなくてー！」

　俺が顔を顰しかめると、志乃原はベッドに飛び込んで足をバタバタとさせた。

　志乃原がいつも部屋を綺き麗れいにしてくれるおかげで埃ほこりは全く舞わない。

　何日間も家を空けない限り、この状態は保たれたままだ。

　家事の面では、本当に世話になっている。

　俺たちが知り合って数ヶ月が経たったが、志乃原は変わらずこの家に通い詰めている。

　志乃原が次の誕生日を迎える頃には、俺たちの仲はどうなっているのだろう。

　付き合いは数ヶ月程度でも、一緒に過ごす時間は長く、密度も他の人と比較すると濃い。

　これが他の人ならば、何かしらの大きな変化があっても不思議ではないと思う。

　例えば、元カノの礼奈。

　知り合ってから付き合うまでに、多くの時間はかからなかった。

　だが俺と志乃原の関係は、未いまだに大きく変わる予感はない。

　確かに志乃原は人懐こく、仲良くなるまでの時間は驚くほどに短かった。それが遠因となってか、俺たちの仲は知り合った当初から殆ほとんど変わっていない。

　──そうでもないか。

　俺は今しがたの結論を、すぐに思い直した。

　信頼関係であることと踏み込んだ話をすることは別問題だと語った日。

　あれから数ヶ月経った後、きっかけがあったとはいえ俺は志乃原に礼奈との関係について話した。かつては隠していたことを、話したのだ。

　俺たちの関係も少しずつ、確実に変わってきている。

　まだこの関係がどこに向かっているかは分からないが、きっと笑える結末になっているに違いない。

「後輩アタック！」

「ブヘエ!?」

　枕が顔面に直撃し、俺は間抜けな声を出した。

　足の甲に、枕が落ちる感覚が伝わる。

「ねえ先輩、今度また泊まっていいですか？」

「なんでお前今の流れで普通に頼めるの？　思考回路どうなってんの？」

「あはは、やだぁ先輩ミステリアスだなんてー」

「都合の良い解釈してんじゃねえ！　今の恨み絶対晴らしてやるからな。寝たら二度と目を覚ませると思うなよ」

「せ、先輩が壊れた……」

「お前が引いてんじゃねえよ！」

　足の甲に乗っている枕を蹴り上げて、俺はキッチンに向かう。

　あの後輩の相手をしていては疲ひ労ろう困こん憊ぱいになってしまいそうだ。

「じゃ、今度お泊りするのは決定ってことで」

　隣に引っ付いてきた志乃原が、嬉うれしそうにはにかんだ。

「なんでそんな嬉しそうなんだよ」

「えー、だって久しぶりですしっ」

　お泊りなんて何度もしただろうと思いかけたが、そういえば志乃原がいつもベッドで寝ている時間帯はお昼時だった。

　そう考えると、志乃原の頼みは一応俺の反応をきちんと窺うかがうものだったのだろう。

　嫌そうな反応を見せれば、志乃原はまたいつものようにゴネた後、断られたことなど無かったかのように振る舞う。

　そして今回は断られなかったから、嬉しがっている。

　単純な話だが、無性に気恥ずかしくなってしまい、誤ご魔ま化かすように壁掛け棚を開く。

　中には調理器具などが入ってるはずだったが、見当たらない。

「料理する物ならこっちですよ」

　志乃原が下に位置する収納棚を開けると、沢山の調理器具が並んでいた。俺が見覚えのない物もいくつか交ざっていて、思わず目を見張る。

「上にあると取りづらいので、下の収納棚に移動させちゃいました」

「それはありがたいんだけど、なんか増えてる」

「料理するにあたって欲しいなーってやつ足しちゃいました。まあ、それも随分前の話ですけど」

　志乃原が呆あきれたような笑みを浮かべながら言った。

「今ので先輩が一人の時全然キッチンの前に立ってないことは、よーく分かりました」

「仕方ないだろ、自分で作ったやつよりコンビニ弁当のが美味うまいんだもの」

　コンビニ弁当を毎日食べることは避けた方が無難とされているが、美味いのだから仕方ない。しかし志乃原が高頻度で家に来てくれて、たまに作り置きもしてくれるような状況だと話は別だ。

　最近の俺は以前に比べて頗すこぶる健康体だと自負している。

「面倒なだけですよね？」

「それも否めない」

　俺の返答を聞くと、志乃原はブスッと口をすぼめた。

　咄とつ嗟さに出た言葉だったが、素直にお礼を言った方が良かったかもしれない。

「そんな面倒くさがり屋の先輩が、キッチンなんかに何の用ですかー」

「一緒に豚の生姜焼き作ろうと思って。酒は飲まないけど、付き合えよ」

　この場でお礼を言うのがどうにも気恥ずかしく、俺はぶっきらぼうに志乃原を誘う。

　これで機嫌は戻るだろうかと志乃原を横目に見ると、パチリと視線が合った。

「素直じゃないですねっ」

「うっせ」

「ふふっ、はーい」

　志乃原はニコリとはにかんだ後、慣れた手つきで調理器具や食材をカウンターに置いていく。

　一緒にいる時間が積み重なってきたおかげだろうか。

　最近、志乃原は俺の本意をすぐに察することが増えた。

　俺が分かりやすい性格をしているのか、志乃原が聡さといのか。

　恐らくどちらもだろうなと、息を吐く。

　両方とも認めるのは癪しやくなので、口には出さない。

　──それでもまあ、悪い気分ではない。

　自分を理解される心地よさに少しだけ浸ってから、俺は料理を手伝うために冷凍庫を開ける。

　中から取り出した豚肉は、消費期限の当日だった。




　　　　◇◆




　志乃原の作る豚の生姜焼きは絶品だった。

　とても消費期限当日の肉から作られたとは思えない柔らかさで、皿洗いをしている最中でもまだ幸福感が続いている。

　一人暮らしを始めて暫しばらくしてからというもの、手料理は何度食べても本当に美味おいしく感じるようになった。

　無論志乃原の腕があるのも大きいが、実家暮らしの頃に食べていてもこれほど幸せな気持ちになったかは疑問だ。

　手料理に対する感謝の心が足りていなかったのだろう。料理は放っておいても出てこないものなのだ。

「毎度ほんと美味うまいよ、ありがとう」

「えへへ、先輩にご飯振る舞った時っていつも褒めてくれるので、やりがいあるんですよね」

　志乃原は嬉しそうにはにかみながら、お皿を洗う。

「洗い物くらい俺がやるから、漫画でも読んでていいんだぞ」

「えー、二人でやった方が早いじゃないですかぁ」

「これくらい一人でしないと申し訳ないっつーの」

　俺が言うと、志乃原は口角を上げた。

「私、好きでやってるんですからね。先輩はいつもみたいにベランダで逆立ちでもしてればいいんですよ」

「俺そんなことしたことあったっけ？　あったとしたら止めてくれない？」

　志乃原は俺の返事にケラケラと笑ってから、最後の一枚のお皿を渡してきた。

「じゃ、これお願いします」

「おっけー」

　お皿を受け取ると、洗剤の付いたスポンジでサッと汚れを流していく。食器洗い乾燥機などがあれば楽なのだが、残念ながら学生の住む賃貸アパートにそんなものは無い。

　お皿に付着した水滴を厚めのタオルで拭き取っていると、志乃原が後ろから声を掛けてきた。

「先輩、ちょっと訊ききたいことあるんですけどいいですか？」

　振り返ると、志乃原はローテーブルの前に座っている。

「どうした、改まって」

「礼奈さんのことなんですけど」

　タオルを動かす手が止まる。

　志乃原の口からその名前が出るとは思わなかった。

　俺はお皿を棚に置いて、志乃原の前に座る。

「昨日、礼奈さんと会ったじゃないですか」

「ああ、会ったな」

「私、あの後礼奈さんと喋しやべったんですよ」

「は？」

　俺の口から、思わず声が漏れた。自分でも、驚くほど尖とがった声色だった。

　志乃原がピクリと反応して、頭を下げる。

「あ、あの、勝手にすみませんでした」

　勝手に、ということは自ら礼奈に喋りかけたのか。

　深く頭を下げる様子を見ると、そういうことなのだろう。そしてその理由も大体想像できる。

　だがわざわざ礼奈と喋ったことを明かしたということは、その際何かしらがあったということだ。

　俺は嫌な予感がしながらも、「いいよ」と短く言った。

　志乃原は顔を上げると、いつになくしおらしい顔をしている。

「あの、ほんとにすみません。私、今の今まで、先輩がどういう気持ちになるか考えてませんでした」

「大丈夫、次から考えてくれたらいいから。俺もごめんな」

　そう返事をして、心の中で唇を噛かんだ。

　俺がいつもと違う声を出してしまったのは、何より動揺したからだ。そのことで一瞬でも志乃原を怯おびえさせてしまったのかと思うと、申し訳ない気持ちになる。

　そして礼奈という名前が出ただけでこれほど心が乱れたという事実が、酷く悔しい。

「な、なんで先輩が申し訳ない顔するんですか？」

「いや、まじでごめん。またなんか埋め合わせする」

「ええ、逆ですよ！　私が何かしますから！」

「駄目だ。今度ご飯連れてってやる」

「じゃあ叙じよ々じよ苑えんの焼肉でお願いします」

「高けえし切り替え早えよ!!」

　二人分となれば、スマホの画面を修理する値段より高くなることは必至だ。食べ物にそんなにお金を掛ければ、あっという間に貯金が無くなってしまう。

　俺のツッコミに、志乃原はペロッと舌を出した。

「バレちゃいましたか」

「バレるっつーの。で、続きは」

　俺が促すと、志乃原は軽く咳せき払ばらいする。

　その時には、先程までの若干重たい雰囲気はどこかへ飛んでいた。

「えっとですね。礼奈さんから先輩とのこと、結構詳しく話してもらったんですよ」

「浮気のことも？」

「そうです。なんで浮気したのとか、そういう踏み込んだこともです」

　志乃原の答えに、俺は思わず感心してしまった。

　過程はどうあれ、本当に志乃原の行動力には目を見張るものがある。

「よくそんなこと、礼奈本人に訊いたな。怖くなかったのか」

「先輩のことを思えばよゆーですよ！」

　志乃原はあざとい表情でこちらを窺った。

　だが、それが演技だということくらいは今の俺には分かる。

　無言と無表情を貫くと、志乃原は「うっ……」と観念したように項うな垂だれた。

「私、遊ゆう動どう先輩に浮気されたじゃないですか。遊動先輩の他にも、知り合いに浮気してる人とか結構いるんですよ。そういう軽い人が周りに多いんですよね、私」

　志乃原は自嘲的に笑ってから、深い溜ため息いきを吐ついた。

「だからまあ、浮気するような類の人間は見てきたわけで。でも、礼奈さんはそういう類には見えなかったんです。だからどんな思考回路で、どんなことがあって浮気したのか気になって」

「……猪ちよ突とつ猛もう進しんだなあ」

「えへへ。ありがとうございます」

「褒めてねえ。貶けなしてもないけど」

　自分の興味を持ったことに対しすぐに動くことができるのは志乃原の良いところだ。だが、人のデリケートな部分に踏み込むのは場合によっては褒められた行為にならない。

　それは志乃原自身も分かっているからこそ、素直に謝罪したのだろう。

「で、どうだったんだ」

　俺が訊くと、志乃原は人差し指を小さな顎に当てた。

「そうですね。人によって、解釈の分かれる話でした」

「参考までに聞かせてほしいんだけど、志乃原はどう思ったんだ？」

「私ですか。そうですね……まぁ、情状酌量の余地はある……かな？　という感じです」

　その答えは、意外でもなかった。

　昨日の深夜、一人で考えていたのだ。俺は礼奈が浮気の弁明をするものだとばかり思っていた。

　だが、礼奈は「マイナスからやり直すしかない」と言った。つまり、関係を再開させることを望んでいる。

　恋人としての復縁を望んでいるのか、友達として関係を再構築したいのかは分からない。

　だが一つ決まっているのは、途中で帰ったのは失敗だったということだ。一日中礼奈のことが頭から離れてないという現状が、それを証明してしまっている。

　自分の中で礼奈という存在を一区切りするためには、結末がどこに転がろうとも話を最後まで聞く必要があった。

「そうか。なるほどな」

「お、怒らないんですか？」

「いや、こうやって言ってもらってスッキリしたよ。一旦全部話聞かないと、始まらないって決心ついたから」

　俺はそう言って、おもむろに立ち上がった。

「話、直接聞きに行ってくるわ」

「えっ今ですか!?」

「思い立ったら即行動。お前を見習ってな」

「その、私が礼奈さんとどんな会話したのか、気にならないんですか。もしかしたら自分にとって都合の悪い話をされたのかもとか」

　志乃原の質問に、俺は不意をつかれた気分になる。

「おお、その発想はなかったな」

「安心してください、私──」

「信頼してるよ」

　俺が一言告げると、志乃原は口をぽかんも開けたまま静止した。

「信頼してる」

　もう一度告げてから、志乃原に背を向ける。

　志乃原と知り合ってから数ヶ月。期間としては、まだ日が浅いのかもしれない。

　だが、心底信頼できると思うくらいの時間は過ごした。

　志乃原が解釈の分かれる話だったと言うのなら、俺は一旦礼奈の話を全て聞いてみようと思うことができる。

「ありがとな」

　玄関先で靴を履きながら、俺はお礼を言う。

　良い機会をくれた。俺一人なら、話を聞くことなく距離だけを取り、記憶を摩耗させることはできても、釈然としない気持ちはずっと胸のどこかで燻くすぶり続けていただろう。

　世間では恋人と別れた後、たとえ胸にどんな燻りが残っていたとしてもまずは距離を置くことを是ぜとするのかもしれない。

　だがこれは、俺の問題なのだ。俺が将来、自分で納得できる選択を最後にしたと思えることが重要なのだ。

　自ら選択したという事実は、今後迫られる選択の際に経験という糧へと生まれ変わる。

　礼奈と過ごしたあの一年間を意義のあるものにするか、このまま意味のなかったものだと切り捨てるか。

　志乃原は俺が二度も捨てた選択肢を、再び与えてくれたのだ。

　靴くつ紐ひもを結んで腰を上げる。

　扉を開けようとした時、背中に温かい感触が伝わった。

　微かすかな重みは、自分が信頼して、また信頼されている人が傍そばにいることを教えてくれる。

「──いってらっしゃい、先輩」

「……ああ。いってきます」

　答えると、志乃原が離れる。

　俺は振り向くことなく、家を出た。次に帰る頃には、いくらかマシな男になっているだろうか。

　なっていればいいなと、軋きしむ階段を一段ずつ降りながら思った。
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「悠ゆう太たくんから連絡くれるなんて、思ってもみなかったな」

　礼れい奈なはそう言って、アッシュグレーの髪を靡なびかせた。

　かつての藤とう堂どうと同じ髪色だが、今の礼奈の方が僅かに明るい。

　付き合っていた頃とは違う華やかな色に、俺は思わず一瞬目を逸そらした。

「昨日、途中で帰ってごめん」

　俺が謝ると、礼奈は意外そうに小さく口を開けた。

「ううん、全然……悠太くんの立場なら普通、怒るだろうし」

　礼奈は眉を八の字にして、苦笑いする。

　そして、懐かしそうに辺りを見渡した。

　俺が礼奈と待ち合わせをしたのは、住宅街の深部にある小さな公園だった。礼奈が住むマンションの近くにあるこの公園は、日が暮れると人が全く寄り付かない。

　近隣住民である礼奈でさえ、俺と適当に歩いている時に偶然見つけたというくらいに認知されていない場所だ。

　こぢんまりとした敷地にはベンチ一つしかないが、付き合っていた頃はこの場所でよく休憩していた。

　そんなことを思い出していると、礼奈が口を開く。

「懐かしいね」

　最後にこの場所に来たのは、半年ほど前だろうか。

　懐かしさを感じるのも無理はない。

「……そうだな」

　俺が返事をすると、礼奈はベンチに腰を下ろした。

「私もね、昨日帰ってから後悔してたんだ。もっと違う言い方すればよかったって。いざ悠太くんを前にすると緊張しちゃって、場を保もたせるために考えが纏まとまらないまま喋しやべっちゃってた」

「俺もそういうこと、よくあるから分かるよ」

　どれだけ事前に考えたとしても、緊張すれば内容が飛ぶこともある。ましてや講義などではなく、プライベートのことなのだ。頭の中で予行演習をするのにも限度がある。

「昨日那な月つきがね、申し訳ないって言ってた。不快な気分にさせちゃったって」

「ああ……」

　講義の時や、ラーメン屋の時。

　那月の微妙な態度には確かに思うところはあったが、今はありがたいとさえ感じていた。

　大学に入ってから、那月のように俺の欠点を目め敏ざとく指摘してくる人はいなかった。

　彩あや華かもたまに指摘してくるが、その言葉の根底にはいつも愛を感じることができて、危機感を覚えることは少ない。

　那月のように冷ややかな態度は、長い目で見れば俺を良い方向へと導くのかもしれないと思う。

　俺は礼奈の横に腰掛け、

「気にしてないよ。またいつもみたいに接してくれたら嬉うれしいって言っておいてくれ」

「そっか。伝えておくね」

　俺の言葉に礼奈は口元を緩めた。

「那月とは中学の頃からの友達なんだ。中高生の時はずっと一緒のグループで、仲良いの」

「だろうな。那月とは最近話すようになったけど、礼奈の味方だってことは分かる」

　俺が言うと、礼奈はこくりと頷うなずいた。

「そうだね。悠太くんでいう、彩華さんみたいな立ち位置なのかも」

「……それなら、色々納得だ」

　那月は恐らく、礼奈という存在がなければ俺の在り方をわざわざ口に出して否定することはしなかったはずだ。

　友達に対して気になることの一つや二つ抱くのは自然なことだが、那月はそれを胸に秘めて上手うまく立ち回っていくタイプだと思う。

　それは『Green』というあのサークルに思うところがありながらも、広い交友関係を保っているところから想像がつく。

　だが俺に対して思ったことを口にしていたのは、自分の立ち位置より優先するものがあったからだ。那月にとっては、それが礼奈だったのだろう。

「良い友達なんだな」

「そうだよ。悠太くんと付き合ってた頃、何度か那月について話したこともあるし」

　俺が驚くと、礼奈は「名前は言わずに私の友達がって言い方だったから、分からないのは当たり前だけど」と付け足した。

「あの子、意外と感情的なの」

　志し乃の原はらも同じことを言っていた。

　クリスマスにあった合コンで初めて会った時は気付かなかった。その後も礼奈とのことがあるまで気付かなかったのは、那月が俺に心を開いていなかったからなのかもしれない。

　そう思っていると、礼奈が口を開いた。

　耳元にあるピアスがキラリと光る。

「悠太くんが、もしいいなら。時間は掛かるけど、聞いてくれるかな」

　──当たり前だ。

　そのために、礼奈に会いに来たのだから。

　俺が頷くと、礼奈はニコリと笑ってから、空を見上げる。暫しばらく俺も礼奈に倣って、夜空を眺めた。街灯の明かりで掻かき消された星の光を探していると、礼奈は笑った。

「なんだか緊張するけど」

　そう言ってから、礼奈は静かに言葉を紡ぎ始める。

　ゆっくりと、噛かみしめるように。




　　　　◇◆ 礼奈 side ◇◆




「私が幸せにしてあげる」

　口から出た返事に、自分で驚いた。

　告白を了承するのは、いつ振りのことだろう。少なくとも女子大への受験勉強を始める前のことだから、二年以上は経たっている。

　目の前にいるのは、素直な目をした男子、悠太くん。最近成り行きで仲良くなった人。

　正直この人の彼女になりたいと思ったことは無かったけど、彼の告白文句には思わずキュンときてしまった。

　彼は、自分が幸せになりたいから告白したというのだ。

　それは至極当然のことかもしれない。でも交際を申し込む際に口に出す人なんて、中々珍しいと思う。

　取り繕った言葉より、彼の素直な言葉には心が揺れた。

　というより、母性本能というものが擽くすぐられた。

　自分にも母性本能があったなんて驚きだ。

　それでも、私が幸せにしてあげるなんて言葉は、その時は軽い気持ちで言ったものだった。




「礼奈さん、聞いていますか？」




　──目の前にいるこの男子にも、あの時と同じ感情を抱いてしまっているのだろうか。

　悠太くんとの一年記念日前日。

　彼の家へと向かう道中、後輩とばったり出会った。

　一つ年下の、大学一年生。

　私と背丈の変わらない男子の名前は、豊とよ田だくんといった。

　私は今、とても困っている。

「手を繋つないでみてもいいですか。一度でいいんです」

「ダメだよ。私、彼氏いるんだから」

「でも、別れそうって噂うわさを聞きました」

　豊田くんの言葉に、息が詰まる。

　以前共通の知り合いである人に、彼氏と上手くいっているか分からないとだけ話したことがある。それが誇張されて伝わっているのかもしれない。

「全然そんなことないよ、勘違いさせてごめんね。心配してくれてありがとう」

　私が言っても、豊田くんは毅き然ぜんとした表情を崩さなかった。

「俺、見ましたよ。礼奈さんの彼氏が、他の女とショッピングモール歩いてるの。相手、すごい美人でした」

「え？」

　一瞬心臓が縮む思いをしたけど、すぐに戻った。相手が誰かを悟ったからだ。

「それ、黒髪でスタイル抜群だったりした？」

「はい、そうですけど」

　豊田くんが頷いたので、私は安あん堵どする。

「それはね、高校からの友達の彩華さん。だからいいの」

「礼奈さんの友達なんですか？」

「違うよ？　悠太くんのお友達」

　彩華さんとは直接の面識があるわけではない。でも、高校時代からずっと仲の良い友達だということは悠太くんから聞かされていた。

　豊田くんは私の言葉に、息を吐く。

「じゃあ、今の発言おかしくないですか。高校からの友達なのは彼氏さんであって、礼奈さんにとっては赤の他人ですよね」

　私が口をつぐむと、豊田くんは畳み掛けるように言葉を連ねる。

「嫌じゃないんですか。知らない人に、彼氏とデートされるの」

「デートなんて、違うよ。二人で遊んでるだけで──」

「麻ま痺ひしてますよ、礼奈さん。それを世間ではデートって呼ぶんです」

　私は言い返すことができなかった。今の豊田くんの発言には、言い返す必要があるのかも分からなかった。

　豊田くんの言葉は、私の親友である那月の言葉と、全く一緒だったからだ。

　那月は彩華さんと一緒のサークルだから、たまに相談していた。

　──悠太くんが、浮気をしているか否か。




　　　　◇◆




　彼と異常に距離の近い女子がいることを知ったのは、付き合ってから一ヶ月が経った頃だった。

　勿もち論ろん、物理的にではない。心の距離だ。

　付き合っていれば、二人で同じスマホを見ながら話をすることはある。

　そして悠太くんのスマホで動画サイトを楽しんだりする際、彼のスマホへたまに同じ名前の通知が届くことが引っかかっていた。下の名前であろう【彩華】と登録されていて、彼女としては気にならないわけがない。浮気を疑っているわけではなかったけど、それとは別に確認だけはしておきたかった。

「たまに通知くる彩華さんって、悠太くんの友達？」

　私の質問に、悠太くんは動画を停止させて素直に頷いた。

　彼も、いつか私に質問されると思っていたようだった。

「友達だよ」

「幼おさな馴な染じみ？」

「いや、高校から」

　高校からといえば、ごく普通の友達。でも悠太くんの表情からは、どこか二人がただの友達ではないという雰囲気を容易に感じ取ることができた。

「ごめん、あんまり女友達とラインしない方がいいよな？」

　悠太くんの発言に、私は思わずかぶりを振った。

「ううん、いいの。ちょっぴり気になっただけだから。高校生の時の友達も大事にしないとね」

「え、そうか？」

　悠太くんは少しほっとしたような声を出す。私も発言を悔いることはなく、自分が子供みたいな答えをしなくてよかったと安心した。

「でも、やっぱりなるべく控えることにするよ。動画見てる時に通知がきたら、集中できないしな」

　それは通知の設定を切れば解決することだと思ったけど、私は何も言わなかった。悠太くんが私を安心させるために、あえて言ったことだというのが伝わったからだ。

　お互い落ち着いて会話をしたおかげで、彩華さんのラインで私たちの関係に波風が立つことはなかった。

　悠太くんが下手に動揺していたらこうはいかなかっただろうから、彼の性格が幸いした。

　同い年の私がいうのもなんだけど、彼は同年代の中でいくらか冷静で、落ち着いた部類に入る人だと思う。

　初対面でそれははっきりと分かって、好印象だったのをよく覚えている。

　でも彼は、自分が子供のような振る舞いをしても受け入れてくれるような存在の前ではよく冗談を言う。

　そうした側面から、彼が自分に対して心を開いているというのを感じることができる。

　そんな姿が可愛かわいくて、知り合ってから彼を愛いとしく感じるのにあまり時間は要さなかった。

　恐らく悠太くんにとって彩華さんという友達も、私と同じように自分の素を見せることのできるような存在なんだろう。

　彼にとって大事な存在について、彼女である私が口を出すなんて望ましくないことだと思う。

　恋人を作った途端に異性の友達との付き合いを減らせだなんて、私は言いたくない。

　恋人ができたなら、女友達との連絡は控えるべきだという意見もよく耳にする。

　でも友達には、友達にしかない心地いい空間がある。

　そして恋人にも、恋人にしかない心地いい空間があるから。

　両者ともに違っているのだから、どちらも楽しむことが彼にとって一番いい選択肢に決まってる。

　その考えを那月に伝えた時、彼女は眉を顰ひそめた。

「礼奈は？」

「え？」

　那月の問いに、私はキョトンとしてしまった。

「そんなに彼氏さんのことを考えてあげるなんて、礼奈はとっても良い彼女だね。男にとって、こんなにできた彼女はいないと思う」

　那月は私が誕生日にあげたブレスレットを触りながら、続けて言った。

「でも、礼奈はどう思ってるの。異性二人で遊ぶのって、世間ではデートって言うのよ。これは人によって判断が分かれることだけど」

　私が口をつぐむと、那月は私の背中をトンと軽く叩たたいた。

「しっかり。礼奈が彼の行動が浮気かどうかを決める、唯一の人間なんだから」

「……ねえ、那月はどう思ってる？」

「それは私には決められないよ。二人の問題なんだから」

　ぐうの音も出ないほどの正論だ。

　アドバイスくらいはしてほしかったというのが本音だったけど、私はこの問題を一人で結論付けることにした。

　彩華さんは、私の彼氏を支えてくれる貴重な存在。

　私が支えることのできない方向から手を伸ばして、私の足りない部分を補ってくれる存在。

　そう思うことにしたし、そう思うことはできた。

「いつか、彩華さんにお礼言わないとね」

　本心から、悠太くんに告げる。

　すると悠太くんは嬉うれしそうに口角を上げた。

「おう！　二人が仲良くなってくれたら、俺にとっては最高だ」

　その言葉が、私にとって彼が浮気をしていないという何よりの証拠。

　悠太くんの嬉しそうな表情を見て、私も幸せな気持ちになった。

　この時までは、私は悠太くんの理想の彼女だったと思う。




　　　　◇◆




　一年記念日が近付いてきた十一月。

　その頃、悠太くんの元気は少し無くなっていた。何かを思い詰めているような表情を見て、私は力になることはできないかと考えた。

　でも人の悩みというのは多種多様で、話したくないこともある。

　悠太くんは大した悩みでもないのに誰かに聞いてほしいがために、辛つらそうな表情を浮かべてアピールするような人じゃない。

　彼女である私にも打ち明けないということは、人に悩みを話したいと思っているわけではなさそうだ。

　彼女としては寂しい気持ちもするけれど、時には一人で考えたいこともあると思う。

　それで悠太くんが元気になるなら何の文句もない。

　──私は、陰で応援するね。

　もし悠太くんの口から弱音が溢こぼれることがあったら、その時は真っ先に話を聞くから。

　私はそう決心して、暫しばらくは悠太くんになにも訊きかずに過ごしていた。

　そんな時、私は女子大で開催されるミスコンに誘われた。丁度いい機会だからとエントリーだけしてみた。

　元々デートもバイトもない日は時間を持て余していて、空いた時間に何か挑戦してみたいと思っていたから。

　実際にサイトに載ったのは数日間。途中で私はミスコンの規模が思っていたよりも大きいことを知り、辞退した。

　ＳＮＳでは各エントリー者がかなりのフォロワーを集めていて、グランプリになればネット記事にも書かれる。

　これは悠太くんへの相談もなしにエントリーできる規模感のものじゃないな、と思った。

　それから私はミスコンの運営側へと移ったけど、案外それが時間を要すもので、悠太くんからのデートの誘いを何度か断らざるを得なかった。

　そんなことをしている内に数週間が経たって、悠太くんと久しぶりのデートをした。

　悠太くんは元気になっていて、私は胸が温かくなった。

　彼のスマホから通知音が響く。

　悠太くんはその通知を見ると、また嬉しそうに口角を上げた。

　いつもならそんなことはしない。

　ロック画面から、通知欄を少しだけ覗のぞいてみた。

『そう、解決したのね。また何かあったら言いなさい』

　何気ない文面を表示する通知を、いつもの私なら気にも留めなかったと思う。

　でも、その時は自分の視線がその通知に縛り付けられたように動かなかった。

　悠太くんが悩んでいることは分かっていた。

　そして今日、いつもの悠太くんに戻っていたこともすぐに分かった。

　彼女としては悠太くんの悩みを聞いてあげられなかったこと、助けてあげられなかったことは少し寂しかったし、悔しくもあった。

　それでも悠太くんが元気になったなら、そんな一時の感情なんて関係ないと、そう思っていた。

　──でも悠太くんを元気にしたのは、彩華さんだった。

　私が幸せにしてあげる、なんて言ったけど。

　悠太くんにとって、彩華さんの存在は。

　私の胸中に、ふつふつと黒い感情が湧いてくるのを感じる。

　いつも気付かないようにしてた。

　それに気付いてしまえば、私はもう、悠太くんの良い彼女ではいられなくなる気がして。

　思わないようにしてたんだ。

　悠太くんにとって、彩華さんという存在は、私よりも大きなものなんじゃないかって。

　彼女の私よりも、彩華さんの方が悠太くんを分かってあげられる、唯一無二の存在なんじゃないかって。

　その日、久しぶりに悠太くんははしゃいでいた。

　頻繁に冗談を飛ばして、デートを楽しんでいる。

　私が好きな悠太くん。嬉しい。嬉しいはずなのに。

　悠太くんに元気を与えたのが、私じゃなく、面識のない女性。

　そんな現実に、私はポツリと呟つぶやいた。

「つまんない」

　ハッとして顔を上げると、悠太くんは驚いたように私を見つめていた。

　思わず口をついて出た言葉を取り繕おうとすると、先に悠太くんが口を開く。彼は私にムッとしたようで、彼の立場からみればそれが当たり前のことだった。

　ごめんなさい。

　そんな短い言葉が喉に引っかかったまま出てきそうにない。喉の奥で、黒い感情が蓋をしてしまっている。

　──彩華さんとなら、こんなつまらないことで仲なか違たがいなんてしないんだろうね。

　謝罪の代わりに口に出してしまいそうになった意地汚い言葉を何とか飲み込む。

　結局私たちはその場で解散した。

　それから、私は悠太くんと連絡する頻度を意図的に下げた。デートの誘いも、断った。

　少し一人の時間を増やしたかった。独りになって、悠太くんとの関係のことを考えたかった。私に彼との関係を終わらせるという選択肢はない。これからも悠太くんと付き合っていくために、私なりの心の整理の仕方を模索しておきたかった。

　次のデートから楽しい時間を過ごすための、いわば充電期間。

　そんな期間に、ようやく私は彩華さんという存在についてゆっくりと考えた。

　私は美み濃の彩華さんという存在に、引目を感じている。

　悠太くんからたまに聞く彩華さんの話から、内面は大体想像がつく。私とは全く違うタイプで、容姿だって文句なしのトップレベル。

　あんなの、反則だ。

　いっそのこと彩華さんと仲良くなってしまっていれば、こんな感情を抱くことはなかったのかもしれない。

　あのアウトドアサークル選考に残っておけばよかったと、初めて後悔した。

　内密に顔選考で女子のメンバーを決めていた先輩たちに辟へき易えきして、自ら辞退したのは私だけど。

　それでも面識のない女子に嫉妬するよりは、友達に嫉妬する方がいくらかマシだ。それとなく釘くぎを刺すこともできたかもしれない。

　そんなことを考えるために設けた身勝手な充電期間の中で、豊田くんと知り合った。

　彼はミスコンの運営に関して、アドバイザーのような存在だった。私はミスコンのエントリーを辞退した後も、運営として仕事をしていたから、元々顔を合わせる機会は何度かあった。

「俺、礼奈さんのファンなんです」

　マッシュヘアに丸メガネ。爽やかな青色のシャツを羽織っても、どこか弱々しい雰囲気が漂う一つ下の彼は、ある日私に力強い口調でそう言った。

　私自身がミスコンにエントリーしたのはたった数日間のことだったけど、その間にファンになったらしい。最初から好意を前面に押し出していることには気付いていた。

　最初は勿もち論ろん、警戒した。彼氏持ちの女子なら当然のことだ。でも次第に彼に極度の警戒は必要ないと思い始めた。

　彼は私に彼氏がいることを知っても、こうして話せるだけで満足だと言った。本心からの言葉ではない可能性もあるけど、何度も話していると彼氏持ちの人に手を出す類の人間ではないことは明らかだった。

　豊田くん本人も「これでも自分では大学デビューをしたと思えるくらいなんです」と言っていたし、元々大人しい性分なんだと思う。

　人を見た目で判断するのは良くないことかもしれないけれど、どうしても彼氏持ちの女性に手を出す度胸のあるような人には見えなかった。




「麻ま痺ひしてますよ、礼奈さん。それを世間ではデートって呼ぶんです」




　だから、彼がそう言いながら私の手を取った時は、ただただ驚いた。

　自分から女子と手を繋ぐ度胸があるなんて、まったくもって予想外だったから。

　冷静になると、私は「やめて？」と告げた。彼のことは嫌いではない。むしろ、ここ最近は良い友達になれそうだとさえ感じていた。

　なるべく、ここで関係を壊したくない。

　だから、優しい声色で制止した。

　彼はとても哀かなしそうな顔をして、握る力を弱めた。

「俺、彼氏さんみたいに浮気なんてしないですよ。他の女と、歩いたりなんてしない」

　浮気という単語を聞くたびに胸が痛くなる。

　私は確かに彩華さんに嫉妬していたものの、悠太くんと彩華さんの関係性にはいくらか納得していて、認めてもいた。

　でも世間からみれば、私はずっと浮気されている状態だったのだろうか。今まで、惨めな状態だったのだろうか。

　豊田くんの言葉は、私にこの一年間を否定されたような、酷く不安な感情を抱かせる。

　悠太くんは、彩華さんと一緒にいる時、私に対して後ろめたさを感じたことはなかったのだろうか。……なかったからこそずっと一緒にいたに違いない。

　恋人以外の異性と仲良くすることに、私自身だったらどう感じるか気になった。

　何も感じないようであれば、私が悠太くんにとやかく言う権利はない。そう思って、私は豊田くんで試すことにした。

　豊田くんが、再度私の掌てのひらを握る。これを受け入れたら、私に罪悪感は生まれるかどうかの、簡単な実験。

　悠太くんと対等になれば、またいつものように笑えるようになる。

　初めて、私は豊田くんの手を受け入れた。数秒間、確かに私は自らの意思で悠太くん以外の男性と手を繋つないだ。




　──そして、私は正気に戻った。




　長い想起から目を覚ますと、悠太くんの家へと向かう一本道へと入っていた。

　豊田くんと遭遇しても、まさか手を繋ぐことになるなんて思わなかったからずっと目的地まで歩みを進めていたのだ。

　次の日は一年記念日のデートだったから、大切な日を楽しむために、今の内に悠太くんとの確執を消しておきたいと考えていた。

　でもこんなところを、誰かに見られでもしたら。

　突然踵きびすを返した私に、豊田くんは怪け訝げんな声で「どこ行くんですか？」と訊きいてくる。

　手は、繋いだままだった。

「ねえ豊田くん、放して」

「嫌です。俺は──」

「やめてってば！」

　私は豊田くんの手を振り払う。

「仮に悠太くんが、彩華さんとデートをしているとして。それが私も豊田くんと手を繋いでいい理由にはならないと思う」

　私の主張に、豊田くんは意外にも食い下がった。

「これは、浮気じゃないですよ。だって、礼奈さんにそのつもりはないんですから」

「それは──」

「礼奈さんの彼氏さんも同じなんですよね。そのつもりがなかったら、浮気じゃない」

　明言されたわけではない。それでも、那月のような親友でも何でもない他人に、悠太くんを暗に批判されるのは嫌だった。

　世間からみれば悠太くんが悪いかもしれないけれど、そう結論付けていいのは彼女である私だけだ。

「ねえ、豊田くん」

「はい？」

「豊田くんは正論だと思うよ。さすが運営のアドバイザーだよね」

「そ、そうですか？」

「でもね」

　私は豊田くんからの好意を引き剥はがしていくように、噛かみしめるように言葉を続けた。

「恋愛に大切なのは、正論よりも感情論だと思うの。私が何となく豊田くんが嫌だと思った時点で、もう見込みはないの。だから、諦めて」

　豊田くんは私の言葉に、目を見開いた。

　自分の掌が、濡ぬれている。私の手汗じゃないことは明白だった。

　きっと豊田くんは勇気を振り絞っていたんだろう。その断り文句が今しがたの言葉だなんて、可哀かわい想そうな気がした。

　でも彼への罪悪感より、誰かに見られていないかという不安の方が遥はるかに大きい。

　私は口から出そうになっていた謝罪を飲み込んで、じっと豊田くんを見つめる。

　私の意志の強さを、分かってほしかった。

　ついに豊田くんは折れたように苦笑いして、乾いた声で言った。

「……驚きました。こんなにはっきり言われるなんて」

　豊田くんは私を追い越して、駅へと駆けて行く。

　その後ろ姿を眺めていると、自己嫌悪に苛さいなまれる。

　悠太くんの自宅近くで、私は一体何をやっているんだろう。

　振り向くと、後ろには誰もいない。でも向こう百メートルは確認できる一本道だから、運が悪ければ誰かに見られていたかもしれない。

　最悪の可能性は、なるべく考えないようにした。




　　　　◇◆




　悠太くんの合鍵を、ポストに入れる。

　合鍵を返却すれば、もう悠太くんに会う口実は無くなる。

　口実さえ残していれば、以前のようにお互い冷静になって話し合うこともできたかもしれないのに、私はその考えに至ることができなかった。

　悠太くんの目撃した光景に、誤解はない。

　でも、弁解はできたはずだ。それなのに私の口から言葉が出なかったのは、突然の別れに私自身冷静になることができなかったからだ。

　どれだけ悠太くんとの関係について考えても、私に別れるという選択肢だけは浮かばなかった。あくまで恋仲という関係はそのままで、その中で何か変えることができたらいいなと思っていた。

　それを悠太くんは、たった一言で終わらせたのだ。

　いつの間にか私の気持ちは、一方通行になっていたのかもしれない。

　──こんなに虚むなしいことってないよ。

　失意に身を任せて、私は合鍵を手放した。

　ポストへ落とされた合鍵の金属音が、私たちの関係を終わらせる鐘となる。

　一年という、長い時間。私が過ごしている大学生活の、半分以上の時間。

　それが、終わった。




　──終わらせたと、思っていたんだけど。




　ダメだったみたいだ。

　私にとって、一年という期間は情を移すのに充分すぎて、日が経たっても彼を忘れることができない。

　でもあの場から立ち去った私には、もうどうすることもできないと思った。

　幸せだった一年を記憶から抹消するために、なんでもした。

　貯金を崩して旅行にもいったし、髪だって明るいアッシュグレーに染め直した。

　バイトを頑張って高い服を買ったり、普段使わなかったインスタに毎日満喫していると投稿したり。『明日は素敵な日になりそうな予感♪』なんて、したことなかったくせに。

　心は正直だった。

　似合わないことをしてすり減って、ぽっかり空いた心のピースを埋めるために彷徨さまよっていると、悠太くんと再会した。

　心底嬉うれしくなってしまった自分に戸惑って、次に彼の表情を見て悟った。

　──彼は、私を忘れようとしている。

　それはそうだ。あんな別れ方をした人との想おもい出を、ずっと大事にとっておくなんてありえない。

　至極当たり前の現実。

　でも、それにしても。

　私の記憶の中で生きている悠太くんと、目の前にいる彼は、あまりにも違う。

　そんなに冷たい表情になるんだね。

　そんなに冷たい声が出るんだね。

　悠太くんの様子から、彼の心は既にある程度整理がされていて、私という存在が摩耗していっているのは明らかだった。

　焦る。元カレに忘れられることを焦ってしまった時点で、もう結論は出ていた。

　私はまだ、悠太くんのことを。

　自覚してしまったら、行動するしかない。

　忘れられないように。そしてまた、一緒に。

「その、また会える？」

　絞り出すように言ったその言葉に、は？　という声が聞こえた。

　ひどく怜れい悧りな声色に、背筋が凍る。

「あんた、正気？」

　悠太くんから、視線を外す。

　予感が外れてほしいと、強く、強く願った。

　でも、彼女は。

　彩華さんは、当たり前のように悠太くんの隣に立っていた。きっと私が悠太くんと付き合っていた時も、ずっと隣にいたのだろう。

　彩華さんの表情は、悠太くんが今まで見せてくれた写真とはまるで違っていた。

　心底怒り、侮蔑の篭こもった瞳に、私は思わず萎縮した。

　そこでようやく理解した。

　私が、悪者なんだって。

　彼らにとって私はもう、迷惑でしかない存在なんだって。いくら私にどんな胸中があろうとも、関係ない。

　もう私は、そんな存在なんだって。

　どうしようもない現実から逃げるように、私はその場を去った。背中に悠太くんの視線を感じる。

　でもすぐに、視線が外れた気がした。きっとこの勘は当たっている。

　その後、那月と会った。悠太くんと再会したその日は、夜に高校の友達とご飯を食べる予定だったから。

　那月は私の様子に気付いていたようで、ご飯を食べ終わり二人きりになった帰り道に、優しい声色で訊きいてきた。

　綺き麗れいな満月が辺りを照らしている、そんな夜だった。

「礼奈、何かあった？」

「──那月。私、月が嫌いだな」

　私は、馬鹿みたいに輝いている満月を見上げながらそう言った。

　月明かりの下で那月が戸惑っている様子が想像できる。

「太陽には敵かなわないって、気付かされる月の気持ち考えたことある？」

「どういう……」

　那月の問いを待たず、私は言葉を続ける。

「月って、自分で輝けないの。太陽の光を反射させてるだけだからね」

　自分は悠太くんにとっての光だったから告白されたのかと思っていた。でも、それは思い上がりだった。

　きっと悠太くんの近くにはずっと太陽があって、目が眩くらんで月の麓に迷い込んだだけ。

　悠太くんにとっての私は、多分そんな存在だった。

　だからきっと、別れても心の整理を付けるのは簡単なことだった。

　私の言葉から悟ったように、那月は顔を歪ゆがめる。

「礼奈──」

　那月は私をそっと抱き締めた。

　すごい、今の言葉だけで伝わるんだ。

　──那月を悠太くんに会わせなかったのは、正解だった。

　私の友達の何人かは、悠太くんと会っていた。みんな口を揃そろえて「面白いし、良い人だね！」と言っていた。

　悠太くんは自分で思っているより、人当たりがいい。もしかしたら、個人的に友達になって、連絡を取り合っている子だっているかもしれない。

　あの子たちが私の今の状況を知って、果たして確実に私の味方をしてくれるだろうか。

　でも、那月は確実に私の味方をしてくれる。だって那月は、悠太くんのことを何一つ知らないから。

　私は、私の味方をしてくれる人を確保するために、那月を悠太くんに会わせなかった。

　本当に私は、なんて意地汚いんだろう。

　きっと悠太くんと彩華さんは、私たちと似たような関係性なのかもしれない。

　悠太くんにとって、どんな時も、いつだって味方をしてくれるような存在が彩華さんなのかもしれない。

　ただひたすらに、悔しいと思った。

　自分がそんな存在になれなかったこと。なれないまま、終わってしまったこと。

　──ふと、ある考えが胸中を横切った。

「ねえ、那月。前に言ってたよね。浮気をしているか、していないか。それを決めるのは、私自身だって」

「うん。確かに、言ったわ」

　那月は私が迷わないように、力強い声色で肯定する。おかげで、決心がついた。

「悠太くんの行動は、浮気じゃない。彩華さんとずっと一緒にいることは、私も一年間許容してた。でも、その代わり──」

　私は那月から離れて、夜空を凝視した。

　今にも降ってきそうな星々が、嗤わらうように輝いている。

「私の行動も、浮気じゃない。悠太くんの一年と、私の一日。あれを対等にして、相殺して、そう思うことにする」

　きっと私の結論は、こじつけもいいところなのかもしれない。少なくとも、倫理に反しているものだということくらい分かっている。

　でもそう思わないと、私は悠太くんに自信を持って会うことができない。また今日のように、逃げ出してしまう。

　そうならないために、私は自分を騙だますんだ。




「私、浮気なんてしてないから」




　私の言葉に、那月は黙って頷うなずいた。
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　礼れい奈なはひとしきり語り終えると、深く息を吐いた。

　ペットボトルの容器に入っていた紅茶が僅かに波を立てる。

　腹の底に埋まっていたものを引き出した証あかしだろう。

「……俺が彩あや華かといるの、嫌だったんだな」

　口に出した自分の言葉に、唇を噛かんだ。

　──違う。

　礼奈が嫌だったのは、俺が軽はずみな発言を続けたことだ。

　それが分かっていながら、俺は今無意識に責任を彩華にも分散させようとした。首を振って、訂正する。

「ごめん、俺が彩華の存在を礼奈に話したこと自体が悪かったんだ」

　こうして礼奈の視点から話を聞かされるまで、自分の行動、発言がここまで配慮に欠けるものだったとは思わなかった。

　友達から同じような話を聞かされたら、「なんだそいつ」と怒ってしまうほどに。

　付き合っていた時の礼奈は、異性の友達との話をすることはなかった。いくら今は女子大に身を置いているとはいえそれまでは共学だったのだし、遊んだこともあっただろう。

　別れてからの礼奈のＳＮＳを鑑みると、それは明らかに思える。

　つまり、礼奈は配慮していたのだ。俺の気持ちを考えてくれていた。

　だが俺は礼奈の口から男友達の話が出ないことに疑問を抱くことすらなく、自分だけはその日起きたことをありのままに毎日礼奈へ話していた。そしてその話の中には、彩華の存在が頻繁に出てきていたはずだ。

　礼奈はそのこと自体は許容していたと言うが、本来それも彼女の器が大きかったからに他ならない。

　恋人には、その日起こったことを全て話したい。

　自分が体験したことを、一緒に追体験してほしい。

　そんな自己中心的な想いからの発言一つ一つが、礼奈を徐々に締め付けていたのだ。

　当時の俺は、舞い上がっていた。

　礼奈が恋人という充実感と、横に彩華がいるという安心感。

　礼奈の言う通り、付き合ってから彩華との関係を切るというのは俺にとって現実的ではなかった。

　だが、俺が事細かに話すことさえしなければ、少なくとも事態がここまで拗こじれることはなかったのだ。

　それなのに俺は、自分のことを棚に上げて──

「私、悠ゆう太たくんが他の女子の話をすることについては、全然怒ってなかったの。悠太くんが楽しそうだと、私も嬉うれしかったから」

　礼奈はペットボトルをギュッと握った。容器からパキリと乾いた音が鳴る。

「でもね。それは、私が悠太くんの中で一番だっていう前提の話。彩華さんに関しては……私より、深い仲なんじゃないかって。一度そう思ったら、あとは苦しいだけだった」

　よく話を聞かせていた時、礼奈はどんな表情をしていたのだろうか。もう表情の細部まで思い出すことはできない。

　だが恐らく、今のような──

「あの人、私よりも秀でてる部分が沢山ある。綺き麗れいだし、頭良いし、皆みんなからすごい慕われてるんだよね？　私なんて、ちょっと内気だし、大学のレベルだって普通だし、人望だって」

　礼奈が言葉を連ねていく。口に出すごとに苦しそうになっていく。

「話を聞いてるうちにね、思ったんだ。私が彩華さんに勝ってるのって、悠太くんとの時間だけ。でも、それすらも敵わないって気付いて……なんだそれ！　ってね」

　自分で、自分を傷付けていく。

　これが今まで、礼奈が胸に秘めていたことだ。付き合っていた時に思わせていた現実だ。

　もう俺は、礼奈の彼氏じゃない。

　だが付き合っていた時に思わせたことで礼奈が今も苦しんでいるという現実を無視するのは、到底できそうになかった。

　俺が何か言葉を返そうとした時、不意に礼奈は微笑ほほえんだ。

「フウッ。……すっきりしたぁ」

「えっ」

　憑つき物ものが取れたかのような笑みに俺が言葉を詰まらせると、礼奈が先に声を出す。

　それは先程の声色とは異なり、人を安心させるような、いつもの柔和なものだった。

「この話を悠太くんに伝えられただけでね、私とっても嬉しいの」

　礼奈は「ほんとだよ」と言って、口元に弧を描く。

「だから、今までの話はこれで一旦おしまい。次は、これからの私の話」

　そう言って礼奈はペットボトルを俺の傍そばに置く。

　そしてベンチから腰を上げて、俺と向かい合った。

「ねえ、悠太くん。私のこと、嫌い？」

　俺は思わず目を見開く。

　好きか、嫌いか。今しがたの話を聞いて、口に出して嫌いなんて言えるはずがない。

「嫌いとか好きとか、選ぶ立場じゃないだろ俺は」

「ううん、選んで」

　今日初めて強い口調になった礼奈は、俺の頬ほおに両手で触れた。

「悠太くんって優しいから、きっとこれから自分を責めちゃうかもしれないね」

「優しくなんかない。俺はまず、お前に謝らないと──」

「謝らないで!!」

　礼奈が大きな声を上げて制止した。頬に触れていた手を離して、肩の上に乗せてくる。

「謝ったら、許さない」

「な、なにを──」

「悠太くんは、ちょっと鈍感なところもあるかもしれないけど、すごく良い人。だから、謝りたいんだよね。自分の失態を何とかして償いたいんだよね」

　でも、と礼奈は続けた。

「悠太くんが今謝ったら、その後の私たちの関係ってどうなるの？　清算されるの？　今までの時間が良い思い出として残って、終わりなの？」

　礼奈が俺の膝上に跨またがる。露あらわになっている脚線が、艶あでやかな雰囲気を漂わせる。

「駄目。そんなの、許さない」

　礼奈は自身のネックレスをゆっくりと取った。

　それから、指に付いていたリングもポケットに入れる。

　その動作で、俺は礼奈が今から何をしようとしているのかを察した。

「やめろっ」

　俺は、服を脱ごうとした礼奈の腕を掴つかむ。

　礼奈は暫しばらくそのまま止まっていたが、やがて諦めたように手を離した。

「バレちゃった」

「……やめてくれ。頼むから」

　俺が懇願すると、礼奈は哀かなしそうに眉を下げる。

「……ここで私に手を出すのは、悪い人だよね。世間でいう良い人は、そんなことしない。分かってる」
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　礼奈は俺の肩に乗せた手に、ギュッと力を込める。

「だから、私。今だけは悠太くんに、悪い人になってほしい。それが、私にとっての良い人だから」

　肩に伝わってくるのは僅かな震え。

　礼奈が嘘うそを吐ついている可能性は、もう捨てた。

　浮気をされたと思った瞬間から、俺は礼奈の言動を全て色眼鏡を通して見ていた。それも、とびきり暗い色眼鏡だ。

　俺は、礼奈と積み上げてきた一年を信じなければならない。だがそれは、今の礼奈の気持ちに応えるという答えに繋つながるわけではない。

「駄目だ」

　俺が首を横に振ると、礼奈はゆっくりと瞬まばたきして、息を吐いた。

「……分かってた。悠太くんの中では、終わった話だっていうこと。悠太くんの中では、もう私に区切りがついてるから」

　礼奈はおもむろに俺から離れる。柔らかい匂いが遠のいた。

「私たちは、すれ違っただけ。恋人なら、よくあることだって言い聞かせてたんだけど」

　恋人という関係なら、よくあるかもしれない。

　だが経緯はどうあれ、俺たちの関係は確かに一度終わった。

　あの瞬間、合鍵がポストに落とされたのを合図に、俺たちは終わったのだ。

　礼奈も終わらせた自覚があるからこそ、焦っていた。

「あーあ、やっぱり間に合わなかったかぁ」

　礼奈はぐっと身体からだを伸ばして、息を吐く。

　俺は自分の気持ちを理解している。礼奈に申し訳ないという気持ち。そして、今はもう礼奈への恋愛感情が自分に残されていないことも。

　恋愛感情は、様々なきっかけで途絶える可能性があるものだ。別れてから数ヶ月が経たってしまった現状で、あの気持ちを取り戻すというのは難しいことを自覚している。

　だからこそ、礼奈にかける言葉が見つからない。

「今からさっきのとは正反対のこと言うけどね。私も、ほんと悠太くんにはもう一度ちゃんと好きになってもらってから、戻るのがベストだって思ってる」

　礼奈は紅茶の残ったペットボトルを、ハンドバッグに詰めた。

「だから、これでよかったのかも。将来、そう思えるように頑張りたい。……勿もち論ろん、悠太くんが許してくれたらだけど」

　礼奈は愁然とした笑みを浮かべる。

「やっぱり悠太くんは、謝る必要なんてないんだよ」

「……なんでだ？」

「真ま由ゆちゃんがね、言ってたの」

　志し乃の原はらの名前が出てきたことに驚きながらも、俺は続きを待つ。

　礼奈は満月を眩まぶしそうに見上げてから、振り向いた。

「浮気ってさ、どこからが浮気？　って思った時点で駄目なんだって。私はそれを思った上で、手を繋つないだの。だから私はあの時間違いなく、浮気したんだよ」

「……そうか。あいつ、そんなこと」

「悠太くんを傷付けたよね。あの時は──」

「謝んなよ」

　俺が遮ると、礼奈は目を丸くした。

「俺の一年間と、お前の一日。相殺して、なかったことにするんだろ」

　礼奈は少し俯うつむいた後、静かに声を出した。

「いいの？」

　俺が頷うなずくと、礼奈は柔和な笑みを浮かべる。

「そっか。……マイナスからのスタートって思ってたけど、ゼロからのスタートになっただけで、今は満足かな。私の気持ちは、まだ胸にしまっておくことにする」

　そう言って、礼奈は俺から少し距離を取った。

「じゃあ、また連絡するね」

　いつ振りだろう。

　礼奈が、笑顔で別れの挨拶をするのは。

　いつ振りだろう。

　礼奈にこの言葉を口にするのは。

「ああ。──またな」

　俺の返事を聞くと、礼奈は暫くその場に佇たたずみ、深く頷いた。

　元恋人はどこまでいっても、元恋人だ。

　友達に戻る、親友になるなど、関係性を変容させる言葉は世の中に溢あふれているが、本質は変わらない。

　だが元恋人だからといって、関係を切らなければならない決まりなんて存在しない。双方が納得していれば、元恋人以外にも新しい道が用意されていてもいいのではないか。

　相殺すると、礼奈は言った。

　──これが、俺たちの再スタートだ。

　礼奈がこの場を去っていく。

　華きや奢しやな背中に、月の光が差し込んだ。
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『そう。じゃあ、これから礼れい奈なさんとは普通に接していくわけね』

　俺が礼奈との出来事を話すと、彩あや華かは電話口で深い溜ため息いきを吐いた。

　礼奈と話をした次の日。

　講義を終えて帰路についていた俺に、彩華から電話が掛かってきた。そこでいつもの雑談がひとしきり落ち着いたタイミングで、俺は昨日のことを話したのだ。

　彩華が原因となっていたことは、あえて伏せた。悪いのは俺なのだから、彩華に終わったことへ責任を感じられても困る。

　それに彩華は温泉旅行の際、礼奈の浮気について「あれ、私のせいかな」と言っていた。

　俺は自分の配慮の足りなさが礼奈を苦しめ、結果手を繋ぐという行為に至ったという顛てん末まつの一部だけを話したが、今の話だけで彩華には伝わってしまったかもしれない。

　彩華は電話口で暫く黙った後、『ねえ』と呼び掛ける。

『一つ分からないことあってさ。なんであんたは、私にこのことを話してくれたの』

「なんでって」

『あんたがこの前礼奈さんと会ったって知った時ね。これから礼奈さんのことで何か判明した時、私にその内容を言ってくれるんだろうなって分かってたわ』

　彩華は一息ついた後、続けた。

『だから私、この件に関しては部外者だって言ったのよ。今みたいに、気を遣わせないためにね』

　……やはり、彩華には分かっていたようだ。

　礼奈と別れた原因の一端が、自分の存在だということに。

　俺がそれを隠して話していたということに。

「ごめん。バレてた？」

『あんたももうちょっと、ポーカーフェイスってものを覚えなさいよ』

「怖いな、俺の顔見えてんのかよ」

『声だけで想像がつくって言ってんの』

「いやそれもっと怖こえーよ」

　俺がスマホを思わず遠ざけると、彩華の笑い声が微かすかに聞こえた。

　再度スマホを耳元へ当てた時、彩華が話し出す。

『私たちってあんまり人に言っちゃいけない関係なのかもね』

「そんなことねえよ。俺は胸を張りたい」

　彩華の発言に、すぐに反論した。

　高校の時から望んでいた、誰にも囚とらわれることのない、自由な環境。あれだけ色々なことを経て、やっと手に入れることができたのだ。

『胸は張っていいと思う。でも、それと他人に言うのとはまた別問題だわ。だってあんた温泉旅行の時、私がＳＮＳに投稿しようとしたら止めたでしょ。それって世間に気を遣ったってことじゃないの』

　俺は思わず押し黙る。あれは他人から余計な顰ひん蹙しゆくを買うことのないようにという考えあってのことだった。

　だがその考えこそが、他人に言わない方がいいと無意識に思っていたことを証明している。

『実際、私たちのことを話すことで、礼奈さんを苦しめてたんでしょ』

「──それは俺が悪いんだ。俺が」

『私はあんたと一緒にいたことについては謝らない。礼奈さんはきっと、そのことで謝られるのが一番嫌でしょうから』

　彩華の主張は理解できた。

　礼奈は彼女として彩華に負けているかもしれないということで悩んでいた。彩華から謝られるのは、それを認めてしまうことになるということだ。

『でも、浮気と決めつけて色々言ったことについては、いつか謝らないとね』

　彩華はそう言って、小さく息を吐いた。

　──不意に、昨日の別れ際を思い出す。

　俺の目に浮かんだのは、彩華の寂しそうな表情。

　あんなの気のせいかもしれない。

　酷ひどい妄想かもしれない。

　だが可能性がある以上、俺は一言だけ伝えておかなければならない。

「待てよ。これだけは言わせてくれ」

『え？』

「彩華は部外者じゃない。どんなことでも」

　昨日彩華は自分を部外者だといったが、俺が別れて沈んでいる時に精神的な支えとなってくれた。

　俺にとって美み濃の彩華という存在は、決して部外者という言葉で片付けられるものではない。

　彩華はたまに「大人になってからもよろしくね」と言っていた。

　それは、いつかこんな日が来るからだと分かっていたからかもしれない。だから俺は、言葉を付け足す。

「今までも、これからもだ」

　──数秒の沈黙。

『……なにそれ、告白？』

「茶ちや化かすなよ」

『あはは、ごめん』

　彩華は笑って謝る。

『そうね。これから腐れ縁になっていくのかも』

「既にもう腐れ縁だろ」

　彩華がまた笑ったので、俺も口角を上げた。

「じゃあ、またな」

『ええ、また』

　高校の時から繰り返す、いつもの挨拶。

　いつも通りだからこそ、このやり取りに安心させられる。

　これからも彩華との関係が変わらず続いていけばいいと、強く願った。




　　　　◇◆ 彩華 side ◇◆




　電話が切れると、私は息を吐いた。

　スマホの画面には、『羽は瀬せ川がわ悠ゆう太た』と表示されたトーク画面がある。あいつと電話をしていた時間は、二十分ほど。

　その短時間で、随分色んなことを考えさせられた。

　──本当はバレンタインのパーティの時から、察しは付いていた。

　あの場所で会った礼奈さんの私を見る瞳には、僅かながら憎しみの色があった。

　それをあの場で前面に出してこなかったのは、単に礼奈さんが私と話をしたくなかったからだ。あいつの前で、感情的になる姿を見せたくなかったのだろう。

　気付いていた。私とあいつの関係が、歪いびつなものだということは。

　だけど他人からどう思われても、私にとってはやっと見つけた居場所で。

　私も、胸を張りたかった。人に言えない関係だと認めてしまうのは、哀かなしいことだと思ったから。

　礼奈さんと同じだ。あいつとの関係がどんなものなのか、私も確かめたかったから温泉旅行に誘ったんだ。

　分かったのはあいつが本当に私を大切にしているということと、あいつ自身私との関係は境界線を定めかねているということ。

　礼奈さんが浮気した理由が私の予想通りなら、それを知った時からあいつは私との関係を他人に言うことはなくなるかもしれない。

　顰蹙を買いかねないＳＮＳで取り上げることなどもってのほか。

　これから私との関係をひた隠しにされるかもしれないと思うと、私はあいつと温泉旅行に行った証あかしがほしくなった。

　だから温泉旅行後のＳＮＳに、キーホルダーの写真を紛れ込ませたのだ。

　──自分でも、つくづく馬鹿なことをしたとは思ってる。

　あいつが私の存在を隠すとしたら、それは私のためだというのに。

　結局今日の会話からあいつが別に私の存在を隠すつもりはないことが分かったけど、つくづく自分には覚悟が足りないと思い知らされる。

　あいつには自分から部外者だと突き放しておいて、次の瞬間には後悔していた。

　本当は私は、あいつの部外者だって口先だけでも言いたくなかったから。

　だから今日電話で礼奈さんのことについて話してくれたのは安心したし、はっきりと『彩華は部外者じゃない』と言葉にされた時は素直に嬉うれしいと思った。

　先程のやり取りを思い出す。

　あいつは言った。

　今までも、これからも、と。

　……まるで、告白まがいの言い回しだ。

「──別に、茶ちや化かしてなかったわよ」

　そんな言葉が、口から漏れる。

　不意に吹き抜けた突風が、桜の花弁を散らせていった。
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あとがき




　ご無沙汰しております。御お宮みやゆうです。

　この度は本作を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　本シリーズもなんと三巻目を出すことができました。

　書籍になることが決まった際、二巻のカバーイラストには彩あや華かを、三巻のカバーイラストには礼れい奈なを出したいと考えていたので、それが叶かなって感無量です。

　二巻は売れゆきが比較的好調のようで、重版もすることができました。応援、本当に感謝です。

　三巻も楽しんでいただいていれば良いなと願いつつ、このあとがきを書いています。

　さて、皆さんは誰からも好かれる人を目の当たりにしたことはありますか。私は多分ありません。

　自分にとって最高に相性の良い人間も、誰かから見れば敵に映っている……よくある話ですよね。

　悠ゆう太たにとっての彩華、礼奈にとっての那な月つきも、そんな存在かなと思います。

　三巻では礼奈と悠太に関するエピソードが多くありましたが、同時に礼奈と那月の関係性もところどころで描写しています。

　登場人物にはそれぞれ生きてきた軌跡があり、それぞれのエピソードも用意しているので、いずれ機会があれば書きたいですね。

　四巻目を出せることになるなら、ヒロインたちのまだ出ていないエピソードも掘り下げられたらなと思います。

　ここからは謝辞になります。

　担当編集Ｋ様。三巻も、伸び伸びと書くことができました。こちらからの唐突な連絡にもいつもすぐにお返事があり、創作活動において大事な安心感をいただけています。これからも宜よろしくお願い致します。

　イラストのえーる先生。本当に三巻のイラストも最高です。どうしてそんなに素敵なイラストを描いちゃうんですか。今回のカバーイラスト、担当編集Ｋ様とともにガッツポーズしちゃいましたよ。えーる先生に描いていただくイラストを一番楽しみにしているのは間違いなくこの私です。読者の方々にも、好きな挿絵ベスト３とか訊きいてみたいですね。

　そして校閲担当者様。一巻、二巻に引き続き、大変お世話になりました。お世話になりすぎて、もう頭が上がりません！

　最後に、読者の皆様。前述しました通り、二巻は良い反響をいただけました。某ウイルスで大変な最さ中なか、このような反響を得ることができたのは読者の皆様による口コミが大きいかと。

　レビューをはじめ、動画での紹介や、ツイッターでの感想ツイート。直接知り合いにお勧めしていただいてる例も、恐らくあるかと思います。

　この三巻を出すことが叶ったのも、そんな皆様の応援あってこそ……四巻の刊行のために、引き続き沢山の人にオススメしていただければ幸いです！

　今回も特定の店舗にて数量限定で特典が用意されていますので、ご興味ある方はそちらも宜しくお願い致します。

　それでは、失礼します。

　三回目のあとがき、いかがでしたか。

　作者的には満点です（大甘採点）。





御宮　ゆう










電子書籍特典　書き下ろし短編

『自立するにはまだ早い』












「先輩のベッド、今度大きいやつ買いましょうよ」

　俺の部屋に入り浸る志乃原は、唐突にそんなことを言ってきた。

　ベッドにもたれて座っていた俺は、後ろを向く。

　寝転がる志乃原の端正な顔が、目と鼻の先にあった。

「ばあっ！」

「近えよ」

「なんですかその反応ー」

　俺を驚かせようとしていた志乃原は不服そうな表情を浮かべた後、仰向けになった。

　家主が座って客人がベッドに寝転がるなんて普通は逆だと思うが、それも今更な話だ。

「でも実際問題、ベッドがもうちょっと広かったら先輩も寝転がれるじゃないですか？」

「お前がベッドからどけば済む話なんだけどな」

「おやすみなさーい」

「話聞け!!」

　志乃原は構わず毛布に包まって、顔だけこちらに覗かせる。

　芋虫のような体勢になった後輩の姿に、俺は小さく息を吐いてから、本棚に向かってのそのそと移動した。

　志乃原が俺の家で読むために買ってきた本が散見されて、そろそろ本棚を買い足す必要がありそうだ。

「買うのはいいけど、読んだものは持って帰れよな」

「えー。ふと読み返したくなる時とかあるじゃないですか」

「自分の家の方が過ごす時間も多いだろ」

　過ごす時間が多い方が、本を読み返そうと思い立つ回数も多いはずだ。

　だが志乃原は、俺の言葉に口を尖らせた。

「自分の部屋にいると、何もする気が起きないんですよね。同じ空間に人がいるからこそ、何かしようって気になるっていうか」

「……まあ、気持ちは分かるけど」

　芋虫のような姿になっているやつが吐く言葉とは思えないものの、俺は頷いた。

　一人の時間は好きだ。だが不本意にも、最近は志乃原が俺の部屋に入り浸る時間の時の方がいくらか活動的になっていることも否めない。

　一人の時にダラダラしすぎているだけではあるのだが、志乃原の返事には納得することができた。

「じゃあ、いいや。その代わり俺も志乃原が買ってきたやつ読むからな」

「勿論ですよ！　先輩も話が分かるようになってきましたね！」

「色々と諦めがついたんだよ！」

「またまたぁ、照れちゃう先輩グッジョブです」

「照れてねえ！」

　俺が否定するも、志乃原はケラケラと笑う。

　遊ばれている気分になりつつ、俺は一冊の本を取り出した。

『大人の恋愛教室』

　見覚えのないタイトルだ。いや、あってたまるか。

「あっ」

　志乃原が小さく声を漏らす。

　どうやら持ち主は、人様のベッドで寛ぎ続ける後輩らしい。

「なんだこれ」

　俺が訊くと、志乃原はおもむろに上体を起こした後、口を開いた。

「なにって、先輩の家で読もうと思ってたものですよ」

「え、そんなあっさり答えるの？」

「恥じることでもなんでもないですもん。こういうの、面白いじゃないですか」

「そういや、恋愛番組とかも前見てたっけ。好きなんだな」

「別に好きじゃないです、興味があるだけです」

　志乃原はこともなげに言うと、ベッドから身を乗り出して、腕を伸ばす。

　明らかにこちらへ届いていないので、俺から本が渡されるのを待っていると解釈するのが自然だろう。

　俺は志乃原の意図を分かっていながらも気付かないフリをして、パラパラとページを捲っていく。

　表紙に踊るピンク色のフォントからは想像できないほどしっかりとした文章に、不覚にも目眩がした。

「結構しっかりしてるんだな……」

「それ前半のページだけですよ。後半からは一ページにつき一文になります」

「ぼったくられてない？」

「ちっがいますよ、後半の方がメッセージ性があるんですから！」

　志乃原がベッドから降りる気配がした時、あるページに目が止まった。

　付箋が挟まっており、そのページにはデカデカとしたゴシック体でこんな記載がされている。

『大人が異性に求めるものは、自立である』

　随分と歯に衣着せぬ言葉だ。

「俺と正反対だな」

　俺は冗談でそう言ってみて、くつくつと笑う。

　すると、志乃原は「えっ」と意外そうな声を出した。

「先輩は確かに料理も掃除もできないポンコツな一面もあると思いますけど、精神的には自立してるんじゃないですか？」

「俺今褒められてるの？　貶けなされてるの？」

「褒められてます！」

「じゃあ前半の部分いらないよね!?」

「自立してない部分を埋め合うのが尊い仲だというものです。ほら先輩、今日の晩ご飯は何にします？」

　志乃原は得意気に、「私が先輩の足りない部分を補ってあげます」と付け足した。

　丁度その時、腹の虫がゴロゴロと鳴く。

　志乃原は少し驚いた様子を見せた後、口角を上げてニマニマと俺を見つめてきた。

　俺は暫く黙り込んだ後、「……豚の生姜焼き」と答える。

「ほんとにお腹すいてたんですね。りょーかいですっ」

　志乃原はそう言ってクスクスと笑いながら、部屋着のままキッチンへと向かった。

　そして手際良くエプロンを手に取り、料理の準備を始めていく。

　そんな後輩の後ろ姿を眺めながら、俺は満更でもない気分になっていた。

　──志乃原の言葉は、的を射ている。

　そんな考えが頭によぎり、俺は思わず肩を竦すくめた。



















カノジョに浮うわ気きされていた俺おれが、小こ悪あく魔まな後こう輩はいに懐なつかれています3
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